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　ようこそＡエーＳエスへ。

　私は支援Ａ．Ｉのメリーと申します。このたびは当、米国ジェネシックゲームス社と傭よう兵へい契約をしていただき、まことにありがとうございます。

　さて、ご存じかとも思われますが、まずはＡＳの概要について少々説明させていただきます。ＡＳとはアサルトストライクの略でして、全世界三億人が参加している……平たく言えば銃撃戦を行う戦争ゲームです。サッカーの競技者人口がおよそ二億数千万といいますから、どれほどの規模かはお察しいただけますね？

　ＡＳにはグラウンドもゴールも審判も必要ありません。年齢も性別も関係ないのです。対戦相手を探して時間調整し、試合日程を組むなんて手間は我々の仕事です。

　貴方あなたに必要なのはネットワーク回線と、専用のシステム……そして、ほんの少しの勇気だけです。




　貴方はこのログイン認証が終わり次第、傭兵となって仮想世界に飛び込むことになります。まず新しん兵ぺい訓くん練れん所じよに出るでしょう。最初は一人かもしれませんが、いずれは命をかけて戦う仲間をみつけ、傭兵を管理する組織――行政府から依頼を受けてテロリスト殲せん滅めつの任務についたり、時には野や戦せんに赴おもむいて人間を相手に戦っていくのです。

　戦い方については訓練所に名物教官がおりますので今から覚悟……もとい、楽しみにしていてください。武器の種類やスキル振りについての細かな説明もあるでしょう。

　データの読み込みが50％まで終了しました。網もう膜まくスキャンに入りますので画面上の緑の点を見てください。はい、焦点が合いましたね。このまましばらくお待ちください。できればまばたきはせずに。

　スキャンの間にもう少しお話をいたしましょう。




　貴方は依頼を完かん遂すいすることで報ほう酬しゆうを手にすることができます。ゲーム内通貨のガオンを得れば仮想空間内に豪ごう邸ていを建てることも夢ではありませんし、仲間たちとチームを組んで傭兵事務所をかまえることもできるでしょう。

　しかも手に入るのは仮想通貨だけではありません。もし貴方に傭兵としての適性があったなら、戦績次第でスポンサーのついたプロチームからの誘いを受けることもありえることです。日本国内ではまだプロリーグは立ち上がったばかりですが、世界には賞金総額一千万ドルオーバーのリーグ戦も存在しているのです。

　その舞台に立てるのは選ばれた者たちだけなのですが……。




　おや、そろそろ網膜登録が終了するようですね。

　現在手続きは85％まで完了しました。

　もうしばらくおつきあいください。

　さてさて、戦うばかりがＡＳの楽しみではありません。貴方がもしプログラムに自信がおありでしたら、その技能を生かして技師になることもできますし、戦闘に参加しなくともチーム運営のマネージメントに徹てつするなんてことも可能です。

　一日中ＢＡＲバーのテーブルでぐだぐだしている……それもまた一つのプレイスタイルと言えるでしょう。




　質問がないようでしたら次に、最も重要な事柄をお伝えしましょう。

　架空の世界といっても「死」は常に隣り合わせにあるのです。

　ＲＰＧでは経験値が減ったり、レベルが下がるといったペナルティが存在することも多いのですが、ＡＳでは死亡した場合そのキャラクターの所持品、財産がすべて削除されます。死んでしまうとどれだけの富を築き上げていても一瞬ですべてを失うのです。




　新兵訓練所の受け入れ準備もできましたので……健闘を祈っております。

　最後に傭兵としてのお名前を聞かせていただけますか？

　ブリッツ……シンプルですから重ちよう複ふくしそうな名前ですが……幸運にもその名前はまだ登録されていないようです。

　黒髪に黒目の中肉中背。少年兵で通ってしまいそうな外見ですね。すこしぼんやりした感じもありますが、なかなか美形じゃないですか。

　その名前と姿を私の記憶に刻みましょう。

　死んでしまった場合、一からやり直すことになるというリスクを貴方もその胸に刻んでおいてください。

　ではサーバーに接続します。ようこそ戦場へ！
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　雪原がブリッツは嫌いだった。雪が音も匂においも吸収してしまって、世界がしんと静まり返り、自分だけが取り残されたような気持ちになる。各地の戦場が賑にぎわう週末も、独りで戦うブリッツには関係がなかった。

　ほんのささいな衣きぬ擦ずれの音さえ大きく感じられた。一面真っ白で殺風景すぎる。かき氷のシロップで絵でも描きたい気分だ。

　絵心と、何百リットルものシロップを持ち合わせていないのが悔やまれる。

　今回のミッションは難易度Ｅクラス。傭よう兵へい歴が一年未満の初心者から中級者くらいまでが適任だ。初心者なら五人。中級者でも最低二人で挑むのがセオリーと言われている。

　傭兵登録をしてからの半年間、ブリッツはある理由でずっと独ひとりでミッションを続けていた。戦績は芳かんばしくない。彼の「事情」を知って組む物好きは皆かい無むなのだ。

　チームを組めないならそれなりの戦い方をすれば良いのだし、単独行動には気楽という一面もある。自分のミスは自分にだけ返ってくる。失敗しても誰かに迷惑をかけなくて済むのだ。

　だが、チームで戦うことにはまったく興味が無い……といえば噓うそになる。

　ブリッツは今日も独りだ。組む相手はまだ見つからない。

　雪原は普段気にしていない、そんな孤独を一層浮き彫りにしてしまう。だから自分は雪原が嫌いなのかもしれない……と、ブリッツは心の中で呟つぶやいた。じっと押しとどめるように。声には出さずに。

　吐息とともに口から漏もらして、声を聞かれるのはまずいのだ。

　標的はブリッツから三メートルほどの崖がけの下にいて、山小屋風ペンションの裏口を見張っている。目め出だし帽ぼうをかぶったテロリスト。腰には木製ストックのアサルトライフルを構えていた。たしかＡＫとかいう奴だ。連射性能と貫通力が高く、そのわりに安価だった。ただ、反動が強いためアサルトライフルの修練を積んでいても、きっちり反動を計算したうえで撃たなければまともに当てられない。

　一方、ブリッツが持っているメインウェポンは大型の自動拳けん銃じゆうになる。片手持ちで扱える拳銃の中では一番威力が高いが、装弾数は八発しかない。ちなみに先ほどのＡＫには三十発ほど弾が装そう嗔てんされている。連射性能も段違いだ。

　正直、アサルトライフルと正面きってやりあうような武器じゃない。

（――ま、なんとかなんだろ）

　ブリッツは拳銃を太ふと股もものホルスターにしまい、代わりに手しゆ榴りゆう弾だんを取り出す。ピンを抜いて崖下に放ほうり込んだ。それが爆発する前に、時間差でブリッツも手榴弾を投げた方とは反対側に飛び降りる。敵に背中を向けるようにして落下する。目をつぶって腕で顔を隠した。そんなことで爆風の衝撃を防げるわけはないのだが、今回に限って言えばそれが有効なのだ。

　物音に気づいてテロリストが手榴弾の落ちた方に顔を向ける。その直後、手榴弾はカメラのフラッシュを数十台一斉に焚たいたような閃せん光こうを放って……それだけだった。

　ブリッツが使用したのは閃光手榴弾――フラッシュボムというやつだ。直視すれば数秒は視界が真っ白に染まる。最大の利点は「殺傷能力がない」というところだ。

　ブリッツは柔らかい雪のクッションの上に着地すると、素早く立ち上がり駆ける。顔を押さえ込んで苦しんでいるテロリストの背後に回った。手早く拳銃を抜く。

　屈かがんだ男のテンプルあたりを狙ねらって……ブリッツは握った拳銃のグリップ底部をたたき込む。声も出せずにテロリストは戦闘不能にさせられるのだった。




　裏口は厨ちゆう房ぼうに繋つながっていた。そのまま廊下へ抜ける。一階ロビーにテロリストが二人。ともにブリッツの侵入も仲間がやられたことにも気付いていない。

　一人だけならそのまま背後から奇き襲しゆうして倒しにいけばいいのだが、もう一人の目の前でそれをやるのは自殺行為だ。

　ブリッツはロビーを見回す。ソファーやテーブルセットの他に、暖だん炉ろやら鹿しかの頭の剝はく製せいが飾られており、いかにも山小屋風な内装だ。なのに天井にはおおぶりのシャンデリアチックな照明が下がっていた。

　ブリッツの嗅きゆう覚かくは人一倍敏感だった。といっても実際に鼻が感じるそれではなく、雰囲気や予感という言葉に置き換えた方がいいかもしれない。

　不穏な気配のことを「きな臭い」とも言うし、相手が隠している情報を探り当てる時は「鼻が利く」なんて言い方もする。

　ブリッツは何かを感じると「匂い」と表現していた。目にはっきりと見えるわけでもなく、耳から入ってくる音でもない……それが「匂い」だ。

　目と耳は傭兵にとって重要な情報収集の器官だった。目は敵の位置を視認し照準を合わせるために必要で、耳は足音で相手の位置や数を把握するセンサーの役割をする。

　普通に傭兵をやる分にはこの二つがあれば十分だった。だがブリッツには三つ目の、本来この世界には存在しないはずの感覚器官が備わっている。

　その「匂い」は危険に対する反応だけではなく、チャンスの時にも感じられるのだ。

　悪乗りとも思えるのだが、ブリッツの拳銃の銃口はシャンデリアと天井の付け根を狙っていた。

　ドスンッ！　と腕に衝撃が走る。続けざま、狙いをしっかり固定してブリッツは全弾ぶち込んだ。気づいたテロリストが振り返った瞬間……天井が落ちてくる。

　天井といえばオーバーに聞こえるかもしれないが、シャンデリアのような大ぶりな照明が釣り天井よろしく降ってくるのだ。回避する間もなくテロリストたちは下敷きになる。

　すかさずブリッツが、シャンデリアと床に挟まれて動けなくなったテロリストの頭をぐしゃぁッ！　と踏みつける。任にん俠きよう映画の主人公ばりのアクションだ。見た目にはかなり酷ひどいのだが、この世界では武器を使わない攻撃は致命傷を負わせることがない。

　攻撃を受けて倒れた場合、必ず「死亡」か「戦闘不能」になる。

　頭部を銃で撃ち抜かれたり頸けい動脈をナイフで切断されたり、大きな爆発に巻き込まれたりすると「死亡」しやすい。逆に言えば素す手でで倒した場合、ほぼ確実に「戦闘不能」にさせることができた。

　ブリッツが倒した三人……いや、三体は人間ではない。意志を持たず人間の動きを真ま似ねるだけの人形だ。テロリストは傭兵にとって報ほう酬しゆう稼ぎを兼ねた練習相手だ。

　それでもブリッツは殺さない。練習でできないことが本番でできるわけがない……と、ブリッツ自身考えているからだ。

　だから傭兵に成りたての頃は、ワンパターンな動きしかしないテロリスト相手でも、何度も痛い目にあわされてきた。今はこの通り、修練のかいもあって奇襲はブリッツの十お八は番こだ。

　二体を蹴けり倒しテロリストはあと一体を残すのみ。

　ブリッツは廊下側に戻ると階段を上がる。音を立てないよう最低限の注意を払いながらできる限り速く動く。ちなみにハンドガンの予備カートリッジはもってきていない。弾倉は空っぽだ。普通はカートリッジを持てるだけ持ち込むのだが、黒髪の少年兵はそうしなかった。

　ブリッツは一つ、奇妙な縛りを自分に課している。

　相手を殺あやめるような倒し方をしないのだ。それは自己満足でしかなく、チームを組む人間にとって百害あって一利なし……というのが一般的な意見だ。

　だからブリッツは独りだった。

　階段を上がりきる。

　二階には客室が六つ。人質になっているのは小学生くらいの女の子……と、今一度ブリッツは心の中で確認した。

　人質の捕らわれている部屋はペンション奥の崖側だ。

　そっと目的の部屋の隣のドアを開ける。ここから一度窓側のテラスに出て、テラスづたいに隣の部屋の様子をさぐる……つもりだった。

　誰もいないはずの客室にブリッツが忍び込むと、そこには……銀髪の少年が一人ソファーに座っていた。ここが戦場だということに気付いていないような、しごくリラックスした表情だ。泊まり客が残っているなんて情報はブリッツは聞いていない。

　ブリッツが入ってきても気にせず、少年は備え付けのテレビを眺めていた。画面は四つに分かれていて、監視カメラの映像のような感じだ。裏口とロビー、外の玄関付近に隣の部屋の様子が映されている。

「おい……こんなところで何やってるんだ？」

　声をかけられて銀髪の少年は立ち上がった。武器を携帯している様子はない。

「やっぱりおもしろいね……君って。敵を撃たないんだ？」

　澄んだ湖のような透明な声。戦場と化したペンションにまったく不釣り合いな、落ち着きのある口調だった。

「しゃべるってことは……テロリストじゃなくて傭兵なのか？」

　このミッションにエントリーしたのはブリッツだけだ。援軍要請も出していないのに自分以外の傭兵が存在していることは、奇妙なこと……いやあり得ないことだ。

　とりあえず拳銃を構えてみせる。さも弾丸があるようなハッタリだった。ブリッツなりにブラフの工夫をしてみたのだが、銀髪の少年には見み透すかされているらしい。

「ロビーで全部撃ちきっちゃったよね？　その様子だと予備のマガジンもないんじゃないかな？」

　すべてモニターしていたらしい。

「なんで俺以外の人間がここにいるんだ？　敵なのか？」

「敵なら銃口を向けてるよ」

　微笑をたたえたままの少年に、ブリッツの緊迫感はかき消されてしまった。

「確かにそうだが……変な奴だな。用事があるなら手早くたのむぜ」

　銃をホルスターにつっこむとブリッツは小さく息を吐く。

「用事か。そうだね。伝えたいことが一つだけ。ずっと君のことを見ていたんだけど、君の戦闘スタイルは独りじゃうまく機能しないと思うんだ」

「機能しないって……なんだか仲間がいればうまくいくみたいな言い方だな？」

　ゆっくりと少年はうなずいてみせる。

「君を必要としている人がいる」

「……つまりそのなんだ、お前が仲間になってくれるのか？」

　返答せずに銀髪の少年はテレビ画面をすっと指さした。

　画面にはどこか他の戦場が映っている。傭兵の女の子が二人、建物の陰に隠れていた。一人はウルフカットベースの少しワイルドなショートで、髪が邪魔にならないよう機能性重視という感じだ。もう一人はふわふわのツインテール。二人とも髪の毛の色は少し赤みがかった明るい栗くり色いろだ。表情は違うのだが二人の顔はどことなく似ていた。姉妹なのかもしれない。

　女の子の片方はテロリストの存在に気付いている。不意打ちのチャンスだが撃たない……撃てなかった。ここまでの戦闘で弾を撃ちつくし、敵を最後の一体まで追いつめながらも手詰まりになってしまったのだ。

「こいつらが俺の仲間に？」

「そろそろ時間？　ああ、うん……じゃあこれくらいで」

　少年はブリッツの問いに答えなかった。独り言のように呟くだけだ。その直後、再びテレビの画面が切り替わる。映像はこのペンション内部の監視カメラに戻っていた。

　隣の部屋のテロリストが動き出す。こちらに気づいたらしく、何の躊ちゆう躇ちよもなく人質部屋の外に出た。一瞬、間をおいてブリッツの背後のドアを開く。

「って、おい……こりゃ無理だろ」

　テレビの画面の中で、自分の背後にテロリストがアサルトライフルを構えて立っている光景を、ブリッツは見せられていた。目を離していた数秒で、銀髪の少年の姿は消えてしまっている。もう何がなんだかブリッツにはわからない。白昼夢のようだ。

「消えた？　夢……なのか？　でもこの世界で夢をみるなんて………………ともかく、なんかおもしろいモノを見ちまったみたいだなッ!?」

　銀髪の不審者の乱入に警戒するどころか、ブリッツの顔がほころびる。少なくとも敵に背後を取られている人間のする顔ではない。

　直後、テロリストのライフルが火を噴く……寸前で、ブリッツは両手をあげてギブアップを宣言した。テロリスト相手のミッションでは、クリア不能と判断した場合こうやって途中でミッションを棄権することができる。報酬は無効になるが撃たれて死ぬよりはマシだった。

　ギブアップは受諾され、ブリッツの体が光に包まれ転送される。

　通常は行政府ロビーに送られるのだが、次にブリッツの視界に広がったのは見慣れたロビーではなく、青い空と足下に広がる灰色の廃はい墟きよ群という光景だった。




　ハナとコットンは先日新兵訓練所を出たばかりの新米だ。訓練所での成績は下から数えた方が圧倒的に早い……ハナはそれでもなんとか基本はマスターしたのだが、コットンはというと成績最下位。自動車でいえば仮免許レベルだ。訓練所は一定期間で講習が終了するため、いくら成績が悪かろうが卒業させられてしまう。コットンの場合は強制退所といった方が正確かもしれない。

　二人は姉妹で、元々傭兵業に興味がなかった姉のハナを、妹のコットンが無理矢理引っ張り込んだのだ。

「有名になるとガオンがたんまり出るんだよ！」

　表向きはコットンの口車に乗ったことになっているのだが、妹を独りにさせるのが心配……というのがハナの本心だった。姉妹は揃そろって傭兵になり、訓練所を出てミッションに参加し……ピンチに陥った。

　状況は苦しい。要請は出しているのだが、援軍はそう都合良く現れてはくれない。

「お姉ちゃん？　あと一人だしどうにかなんないかな？」

　廃墟となったビルの壁を背に、ふわふわツインテールの妹――コットンが小声で呟く。ウルフカットの姉の表情はずっと険しいままだ。

「弾が残ってないんじゃしょうがないじゃない」

「ご、ごめんね。なんだかあたし、銃を撃つとすごく興奮しちゃって……」

　訓練所で最下位だったコットンには、どうしようもない癖があった。撃ち始めると止まらない……コットンはトリガーハッピーな性格なのだ。所持できる弾薬には上限があるため、無駄弾を撃てば残弾なんてあっと言う間になくなってしまう。

　今回のミッションもほとんど姉のハナが一人でこなしていた。コットンが活躍するのは最初に敵を見つけた時だけだ。接敵と同時に全弾撃ち尽くし、そのあとはお荷物になる。それが姉妹のパターンだった。

「無理な時はタイムアップまで待ちましょ」

　時間内にテロリストを殲せん滅めつしなければならないのだが、こうなった時は引き際も肝心……というのがハナの持論だ。

　勝率は低いものの、ハナが慎重なこともあって二人とも死亡したことはなかった。

（――あと五十秒。お願い……こっちに気付かないで）

　テロリストは先ほどからきょろきょろと周囲を見回している。が、なかなか立ち去ってくれない。二人が逃げようにもビルの廃墟は袋ふくろ小こう路じだ。下手に音を立てれば追い込まれてしまう。残っている武器はナイフだけ。ハナもコットンも格闘術の講習は受けたが、たっぷりとマガジンに残弾を抱えているアサルトライフルを相手に、ナイフ一本で飛び込んでいって勝てる技術は持ち合わせていない。

　しばらく様子をうかがっていたテロリストだが、ようやく探索を諦あきらめてハナたちに背を向け歩きだす。

（――なんとかなったみたいね）

「……くしゅんッ!!」

　最悪のタイミングだった。コットンのくしゃみで、一度は行きかけたテロリストが百八十度回頭する。アサルトライフルを腰だめに構えて一歩一歩廃ビルへと近づいてくる。

「あんたは右に逃げて。わたしが囮おとりになるから」

「でもそしたらお姉ちゃんがやられちゃうよ！　今のはあたしが悪いんだし……」

「お姉ちゃんに任せなさい。壁から壁に渡っていけば、そう簡単には当たらないわよ」

　と、強がってみせるハナ。殺されるのは怖い。降伏の白旗をあげるのは簡単だが、時間は残りわずかだった。ギブアップすると報酬はゼロだが、タイムアップなら倒した敵の頭数分の報酬が出る。

（――わたしが注意を引けば……）

　廃墟の陰からハナは飛び出した。それに反応してテロリストがライフルを掃射する。狙いは甘いが徐々に銃口がハナを捉とらえていく。

　あと数歩で次のコンクリート壁だ。飛び込めば助かる。

　そうハナが思った瞬間、突然足が動かなくなった。ライフル弾がハナの太股を撃ち抜いたのだ。バランスを崩して倒れ込んでしまう。テロリストから丸見えだ。安全地帯までのあと三歩が遠かった。届かなかった。

「お姉ちゃんッ!!」

　コットンまで飛び出してきてしまう。テロリストからすれば、探す手間がはぶけたという状況だ。

「バカッ!!　なんで逃げないのッ!!」

　自分の死が近づいているにもかかわらず、ハナはコットンの身を案じてしまった。妹は飛び出してから、自分の置かれている状況を理解して硬直してしまう。

　そんな二人にゆっくりとアサルトライフルの銃口が向いていた。コットンがその場でぱたりと倒れてみせる。

「必殺……戦闘不能になったふりッ！」

　相手の目の前でそれをやっても生きているのはバレバレだ。実はこの「戦闘不能になったふり」というのは、相手が人間の場合通用することもあるのだが、今二人を追いつめているのは人間ではない。コンピューターが操作するテロリストには、どんなにうまく「戦闘不能になったふり」をしても通じなかった。

　狙いをつけるまでもなく、テロリストは適当に乱射すれば、二人まとめて血祭りに上げることができるだろう。

　残り十秒。ギリギリの攻防はテロリスト側の勝利で幕を閉じる。

　……はずだった。

　覚悟を決めて目をつぶったハナの耳に……銃声は聞こえない。コットンが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「お姉ちゃん！　空から人が降ってきたよ！　援軍だよ！」

「援軍って……パラシュート部隊なんてあったかしら？」

「違う違う、いきなり空から降ってきたの！」

　ハナが目を開くと、テロリストの上に黒髪の少年兵が乗っかっていた。肩車するような格好だ。少年兵は身軽に自分の足でテロリストの首を締めると、勢い良く全身のバネを使って、首を足で固定したまま後方に倒れ込む。

　プロレス技の雪崩なだれ式フランケンシュタイナーだ。一部始終を目撃していたコットンには何がなんだかわからないのだが、ともかくテロリストは倒された。

　さらに倒れたテロリストを仰あお向むけにさせて、少年兵はマウントポジションからの打撃に移行する。無茶苦茶な戦い方だった。

　一通り殴りきると立ち上がる少年兵。

「お！　無事だったみたいだな」

「え？　ちょっと……どういうこと？　あんた誰なの？」

「俺はブリッツだ。正直、俺もよくわからんのだが、さっきミッション中に二人がピンチなのをみせられたんだ……そのあと俺は俺でテロリストに倒されそうになって、ギブアップした。ワープしたらなぜか行政府じゃなくて空の上だ。で、着地点にテロリストがいた。だから倒した」

　助けたブリッツも助けられたハナも状況がうまく飲み込めない。

「要するに……お姉ちゃん！　援軍なんだよ！　それでいいじゃん！」

　楽天家の妹にハナは小さく息を吐く。とはいえ、助けてもらったことには違いない。

「あ、ありがとう。よくわかんないけど、おかげで助かったわ。わたしはハナ」

「コットンだよ！　えーと……プリッツ？」

「惜しいな。ブリッツだ」













　黒髪の少年兵が笑顔をつくると、同時に戦場に戦闘終了のブザーが鳴り響くのだった。




　奇妙な出会いから数日。ブリッツとハナ＆コットン姉妹は連つるむことが多くなった。

　ブリッツの縛りについても二人は寛容……というか、諦めている。それにブリッツはトリガーハッピーなコットンと一緒に戦ってくれる希け有うな人間だった。ずっと姉妹が二人だけで戦っていたのも、コットンの病的なまでの乱射っぷりのせいだ。

　お互いの利害（？）は一致していた。これが偶然なのかどうかはブリッツにもわからない。あのときの〝白昼夢〟の中で出会った銀髪の少年がお膳ぜん立だてしたのなら……と、考えることもあったが、いくら推論してみても確認をとる方法はない。

　傭兵を続けていればそのうちまた遭うかもしれない……くらいにブリッツは思いを止とどめることにした。

　今、ブリッツたちは戦場ではなく街にいる。人と物と情報が集うこの世界の中心――それが傭兵街だ。

　傭兵街は行政府庁舎を中心とした都市部である中央区に、湾岸の倉庫や港湾施設の整った港区。丘の上の高級住宅街に、旧市街と呼ばれるスラムや緑地公園などに区分けされている。

　行政府庁舎ビルから延びる中央区大通り。その道沿いに点在するＢＡＲバーは終日賑わっていた。まだ事務所を構えることができない弱小、できたてのチームが自おのずと集まってテーブルを囲んでいる。事務所をもてば個人では受けられない上級ミッションを受けられるようにもなるのだが、最低五人のメンバーと、事務所の家賃を毎月払えるだけの財力が必要だった。ブリッツたちが事務所を手に入れるまでの道のりはまだまだ遠い。

　今日もブリッツたちは反省会だ。三人で戦うようになってからも、なかなか反省会が祝勝会になってくれない。

　ブリッツはテーブルの上のピザ皿から一枚ピースをとって自分の皿に移す。タバスコを激しくふりまくって、赤い汁でびたびたになったそれを口の中に放り込んだ。

「辛いッ!!　死ぬッ!!」

「なにやってんのよあんたって」

「ブリッツっておもしろい人だよねお姉ちゃん？」

　じっとりとした視線を向ける姉とは対照的に、妹はけらけらと笑い始めた。

「そんなんで死ぬわけないでしょ？　まったくもう」

「いやそれくらい辛いんだってッ!!」

　瓶のコーラを一本開けると、グラスに注いでハナがブリッツの前に置く。

「見ててこっちが心配になるのよ。あんたってただでさえあんなに甘い戦い方なんだし。練習用ミッションだったからよかったけど、今日もさんざんだったじゃない？」

「ハナだってコットンだって、俺につきあってるんだから甘さもなにも同じようなもんだろ？」

　コーラを飲み干すとブリッツは笑ってみせた。

　いつ死亡するかも解らない。それがこの世界に定められたルールの一つである。倒されれば「戦闘不能」か「死亡」するのは免まぬがれない。前者で済めば良いのだが、致命傷を受ければどれだけ屈強な傭兵であっても「死亡」する。

　死んでしまえばまた一からやり直しだ。築き上げた巨万の富を、たった一回の戦闘ですべて失う可能性がある。

　だからこそ「命のかかった」戦いになり、戦場に出れば命に重みが生まれる。

　――非殺。

　それが自分や仲間の命を縮める危険をはらんでいても、ブリッツは執着し続けている。この世界では死も身近だが、そんなリスクと引き替えに、傭兵としての自由だけは保証されていた。戦い方は人それぞれだし、何と戦うかも自分次第。変な奴と組んで自分が危険になるのも自業自得。ある意味ハナもコットンも、ブリッツという変わり者におつきあいしたせいで、自分が死ぬ可能性を他人より多めに背負ってしまっている。

　裏を返せばブリッツもコットンというリスクを背負っているので、お互い様と言えなくもない。

　それでも新米の傭兵は、死亡のリスクを実感することがあまりない。失うものがもともとないのだし、練習用を卒業した傭兵がこなす初級の対テロリストミッションでは、ギブアップという逃げ道がある。おかげで今し方難易度Ｅクラスの初級ミッションを失敗したにもかかわらず、三人はこうして無事に反省会を開けていた。

「そんなことより二人とも聞いてよ！　実はコットンちゃん良いことおもいついたの」

「あんたのことだから、またお金がらみなんでしょ？」

　ハナは小さく息を吐いた。この世界ではガオンという通貨が流通している。傭兵街での買い物はすべてガオンで支払うのが決まりだ。銃や弾薬だけでなく、家具や食品、果ては婚約指輪に不動産物件まで手に入る。もちろんＢＡＲの飲食代もだ。

　公式非公式問わず、ＡエーＳエスの大会では賞金が出ることが多い。通常のミッションではお目にかかれない額の賞金が用意されることもしばしばだ。

　このメンバーで賞金がかかった大会に出ても手も足も出ないのは、新兵のハナにだって予想できた。

　大会ともなれば相手は人間。コンピューターが制御するテロリストとはわけが違う。

　ランカーと呼ばれるプロスカウト予備軍の優秀な傭兵になると、一人で十人単位のテロリストを殲滅できる……と、ハナは聞いたことがあった。公式大会の本戦に進めばそんな連中とも渡り合わなければならない。

「お姉ちゃんってば、またあたしの心を読んだのね！」

「そういう能力はもってないけど、あんたの考えそうなことくらいわかるわよ。だいたいうちで一番上手いブリッツでも、大会で通用する保証はないじゃない」

「ハナだって俺と同じくらい倒してるだろ？」

「わたしだってバカじゃないわよ。敵の罠わなに飛び込んでいくのと、敵を待ち伏せしてるのとじゃ状況が全く違うでしょ」

　どうしてもコットンを守るために、ハナは下がり気味に立ち回ることが多かった。その分ブリッツが奇襲、攪かく乱らんを担当していて自分から危険に飛び込むことも多い。

　待ち伏せで倒した十人の価値より、攻めて倒した五人の方が値打ちがあるとハナは思う。それがブリッツにはできるのだ。

　その考えは半分は正解だが、場合によっては価値が逆転することを初心者のハナはまだ知らない。

「だからお姉ちゃんもブリッツも、もっと強くなってよね♪　ガオンをがっぽりゲットなんだからッ!!」

「そうだな。まぁぼちぼちがんばるぜ」

「その前にコットンは無駄撃ち癖を直してちょうだい。弾だってガオンで買ってるんだから。コットンって人一倍お金に執着するのに、こういうところは抑えが効かないのよねぇ」

「えへへ……ごめんねお姉ちゃん。でも、ちゃんとコットンちゃんは考えてますよー！　実はこのＢＡＲには、掲示板ってのがあるの！」

「掲示板って……待ち合わせでもすんのか？」

「ブリッツ……駅とかにあるやつ想像してるでしょ？　まぁ基本的にはあってるんだけど」

　ブリッツの問題児っぷりにハナは小さく息を吐く。傭兵歴はこの中で一番長いのだが、この世界の常識に疎うといのか、時折ブリッツの天然ボケが炸さく裂れつする。

　ため息混じりにハナはコーラとフライドチキンの追加オーダーを入れた。

「でねでね二人とも！　その掲示板にはいろんな張り紙がしてあって……そこでメンバー募集とかもしていいみたいなのッ!!　だからあたしたちのプロフィールとか書き込んで、強い人に加入してもらえばいいんじゃないかと思って！　ガオンもかからないし超名案でしょ？」

「そいつはすげぇな。コットンは頭がいいんだな」

「うんうんそうよねぇ……ってなんでそうなるのよッ!!　そもそも強い人はもうすでに強いチームに参加してるでしょ？　常識的に考えて」

「お姉ちゃん悲観的すぎだよぉ。きっとあたしたちと出会うことを待っている、ランカー級のソロの人がいるんだから！」

　運ばれてきたフライドチキンを片手に、コットンは瞳ひとみをキラキラさせてみせた。

「ないわよ！　ないない！　もっと地に足つけて現実的に考えなきゃダメよ」

「そう言うなってハナ。別に掲示板にメッセージを張るのはタダなんだろ？　ダメもとでもいいんじゃねぇか？」

　たしかにブリッツが言う通り、伝言を書くだけなら無料だ。契約金をつけない限り返事が来る保証は無い。もちろん契約金が用意できるほど、ブリッツたちは潤っていなかった。

「うんうん！　で、どんな風にプロフィール書こっか？　やっぱ強い人募集っていうのは外せないでしょ？　それでこっちは……えーと対人平均スコアはちょっと上乗せしちゃった方がいいかも。30～40増えても問題ないよね？」

「ありありよ！　噓書いてどうすんのよあんたはッ!!　っていうかね、私たちってまだ対人戦こなしてないから０でしょ！」

「詐さ欺ぎまがいっつうか……実力の詐さ称しようはまずいだろ」

　さすがのブリッツも閉へい口こう気味だ。お手上げとばかりに肩をすくめつつ、フライドチキンに手を伸ばす。

「将来的にお姉ちゃんとブリッツがランカー級になれば問題無し♪」

　口調は陽気だがコットンの目は真剣そのものだった。詐称がマナー違反だということを解ってないらしい。

「ところで、なんでわたしの頼んだフライドチキンを二人が食べてるわけ？」

「おごりだろ？　今日の飯やらなんやらは」

「お姉ちゃんごちそうさまぁ♪」

「なんでそうなんのよ――ッ!!　ああーッ！　もう勝手に食べるなぁッ!!」

　ハナの制止も聞かずに二人はフライドチキンにかぶりつく。

　仮にランカー級の腕利きが仲間になってくれたとしても、この三人を含めたチームで大会に出るなんて自殺行為だ……と、ハナは心の中で号泣するのだった。




　食事を終えたコットンは、さっそく書き込もうとブリッツをお供に掲示板の前までやってきた。ハナは自ヤ棄ケコーラの飲み過ぎでテーブルにつっぷしたままだ。

　西部劇に出てくる酒場の雰囲気が売りの中央通りＢＡＲ。その掲示板は学校の黒板ほどの大きさで、水牛の頭ず蓋がい骨こつが真ん中上のあたりに飾られていた。

　張り紙がいくつも重ねられるように張られている。ぺらぺらとブリッツはめくって流し読む。

　伝説の黄金に輝くアサルトライフルの噂うわさ。新スキル「治療術」の説明会の告知……ほか、新しく戦闘用車両が実装されて、そのうち二足歩行メカも出る？　といった書き込みもあるのだが、ほとんどはメンバー募集の張り紙だった。

　なのに張り主たちが自ら募集を中止しているものが多くみられる。一件二件ならそういう偶然もあるのだろうが、どれも中止を表明している日付が一緒だった。ほとんどの張り紙に真新しい筆跡で「募集中止」と書き足されてしまっている。

「なんかどこもかしこも募集をやめてるみたいだな」

「これってきっとチャンスよね！」

　どこまでも前向きなコットンが、募集を中止した張り紙をはがして掲示板の真ん中にスペースを作った。普段なら「勝手にそんなことしちゃだめじゃない！」と保護者の姉がツッコミをいれるところだが、ふてくされたハナにはそんな気力もないらしい。

「よしっと！　真ん中なら目立つし、きっとすぐに強い人が仲間になってくれるよ」

「いやコットン。どうもそういうわけにはいかなさそうだ」

　適当にめくった張り紙の中に、ブリッツはこの掲示板の状況を作った張本人の張り紙を見つけた。

「どうしてよぉ！　ブリッツまでお姉ちゃんみたいなネガティブさんなわけ？」

「そうじゃなくてな……どうも高額な報酬を用意して腕利きを集めてる奴がいるみたいなんだ。そういうのもアリなんだな……白はく銀ぎん騎士団、団員募集だってよ」

　目立つ銀色の張り紙には連絡先のメールアドレスと、事務所の番地が書かれていた。さっそくコットンがメモをする。

「じゃあさっそく入団テスト受けに行こッ!!　ねえねえお姉ちゃん聞いて！　素敵情報だよぉ！」

　言うが早いかテーブルでぐったりしている姉のもとに駆け寄ると、コットンはほくほく顔で白銀騎士団の話を始めた。

「そんなの門前払いされるに決まってるじゃない～～」

　けだるそうなハナとは対照的に、コットンはやる気満々だ。ケータイ端末で白銀騎士団の入団テストに申し込む。

　ハナとコットンが使っている端末はケータイ電話に毛が生えたような機能しかない廉れん価か版だった。見た目こそハートマークのシールなどを貼はってデコレーションしてあるが、中身は最低限の通信機能にカメラくらいしかついていない。端末も高級なものになると液晶ディスプレイではなく、空中に映像を投射するホログラフィックディスプレイを搭載していたり、ＧＰＳと連動して狙そ撃げきに使えたりと多機能高性能化していくのだが、値段も数十万～数百万ガオンはざらだった。さらに脳にナノマシンを注入して、端末の機能を自分自身に内蔵してしまう手術なんてものまであるらしい。

　そういった高性能なものには疎いコットンだが、シンプルな端末の機能を使いきるという点では三人の中でも一番の端末使いだ。キーを打つ指が分身して見えるくらいに素速い。

「えーと、ＩＤによる戦績証明ってなんだろブリッツくん？」

「知ってるかハナ？」

　ワンテンポ遅れてテーブルに戻ったブリッツが聞くと、ハナはしぶしぶ口を開いた。

「ＩＤっていうのは傭兵登録した時にもらったカードのことよ。戦闘の回数とか平均スコアとかが自動で上書きされていくの。改かい竄ざんや偽造、複製ができないようになってるから、これを見られるとどんな噓もバレちゃうわけ。メールで送るならケータイのカメラで、ＩＤの中にあるＱＲコードを撮影して送信すればいいんじゃない？」

　コットンは自分のカードを取り出した。そこには姉の言った通りＱＲコードも刻印されている。それをケータイ端末のカメラで撮影すると、申し込み画面に「ＩＤ送信完了」の文字が表示された。

「……あれ？　もう返事が来たよ！」

　送信完了から十秒もたたずにメールが返ってくる。送信エラーではなく、送信者の欄にはきっちりと「白銀騎士団、団長」と明記されていた。立体映像動画メールだがコットンの端末がそれに対応していないため、普通の動画メールになってしまっている。

　再生すると傭兵街を見下ろす高台の高級住宅地「ヒルズ」の光景が映し出された。青空から画面は白亜の豪ごう邸ていと、併設されたプライベートプールに切り替わる。プールサイドでガウンを纏まとい、リクライニングチェアーに横たわった金髪の美青年――おそらく団長なのだろう――が、ゆっくりと口を開く。

「初めまして。メールによる入団希望、確かに受理しました。ですがこの程度の戦績で白銀騎士団に志願するなんて……正直信じられません。騎士を名乗るにふさわしい人格と能力。二つが揃そろって初めて入団が認められるわけですから……能力のないカスには用はないんです。ごきげんよう」

　どうやら不採用らしい。映像はぷっつりと消えてしまった。

「じゃ、じゃあブリッツのＩＤで試してみよッ!!」

「三人一緒じゃなきゃ意味ないだろ？」

「あ、そっか……コットンちゃん早とちりしちゃった」

　自分のＩＤでは相手にされなかったのだが、そのことはコットン自身あまり気にしていないようだ。

「ずいぶん失礼なのね？　何が騎士団よ。戦績で足切りなんて」

　ようやくハナがテーブルから顔をあげる。断るにももっと言い方があるでしょ！　と、怒気混じりだ。

「まぁまぁお姉ちゃん、ダメもとだったんだし……それよりコットンちゃんまたしても名案考えましたー！」

　憂ゆう鬱うつそうな姉とは対照的に、妹は早くも次の提案を始めようとしていた。とりあえず何か発表があるようなので、ブリッツは拍手でコットンの名案に花を添える。

「今度は何？　もしかして自力でスカウトにでも行こうとか言うわけ？」

「さっすがお姉ちゃん！　以心伝心ってやつだね♪　ブリッツも賛成してくれてるみたいだし早速行動開始よ！」

「いや、別に賛成したわけじゃないんだけどな。景気づけの拍手だ」

「えーッ!!　二人とも顔色暗いよぉ？　早く手分けして最強チックな傭兵仲間を探しに行こう！」

　疲れを知らないタフなコットンはやる気まんまんだ。

　だが、本来ならそれを止めるはずのハナが意外にもうなずいてみせる。

「それならアリかも。分担して探せば効率もアップするし……なにより個人技を磨くにはちょうど良いわ！」

「探すのと個人技とどう関係があるんだ？」

「あんた本当になんにも知らないのね。この中じゃ一番傭兵歴長いんだからしっかりしてよッ!!　いいブリッツ？　人に出会うには人の集まる場所に行かなくちゃいけないわけ」

「傭兵街に行くのか？」

「じゃあその傭兵街で一体どうやって腕利きを見つけるのかしら？　実際戦ってみなきゃわからないでしょ？　つまり野や戦せんに出るのよ」

「野戦って……ああ、対戦するところか？　でもあそこは初級ミッションと違ってギブアップもないし危険だよな。大丈夫なのか？」

　少しだるそうにブリッツはつぶやく。野戦というのは平たく言えば対人専用の戦場のことだ。主にチームに所属していないフリーランスの個人が集まって、その場で二チームに分かれて対戦する。勝者にはガオンが支払われた。

「わたしたちみたいな素人しろうとなら、仮に死んだとしても失うモノなんてないんだし、問題なしよ」

「そういう考えは良くないぜハナ。死んでも良いなんて思ってたら、生き残る可能性が減るってもんだ。死なないように最善を尽くすからおもしろいんだしな。敵に負ける前に自分に負けるなっての。一生懸命やるからこそ、命っていうのは輝くんだと俺は思う」

　割と細かいことは気にしない性格のブリッツだが、こと致死率がらみになると小うるさいところがあった。

「ま、まぁそうかもしれないけど。でも、ともかく賞金のかかった戦いをしたいなら、遅かれ早かれ対人戦はしなきゃならないわけでしょ？　ここは一つ個人個人でやってみましょうよ？」

　どうもコットンはハナに頼り切りなところがあって、自立してくれる気配がない。今がチャンスとばかりにハナは持論を展開した。

「俺はかまわんのだが……」

　反対とまではいかないが、ブリッツはコットンを見つめながらぼんやりつぶやく。

「あたしだって大丈夫だよぉ！　ブリッツくんは心配性だなぁ？」

　心外とばかりにコットンはほっぺたを膨らませてみせた。時々コットンはお姉さん風な口調になって、ブリッツを年下のように扱おうとする。

「ちゃんと戦闘には参加せずに、観戦モードにして強そうな人を見極めるもんね☆」

「ならオッケーだな」

「そうねなら安全……って、ダメよそれじゃ個人練習になんないじゃない！」

「だからお姉ちゃんそこは問題ないって！　いざとなったらあたしはマネージャー的なポジションに落ち着けばいいんだし」

「むしろそうする気満々って感じだな」

　ブリッツに図星をつかれてもコットンは「にはははぁ♪」と笑って誤魔化す。これだけ図太い精神なら、戦場でも敵の傭兵相手に落ち着いて対処できそうなものだと、ブリッツは素直に思うのだった。
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　カンボジアの国旗にも描かれているアンコールワット……に、どことなく雰囲気が似ている遺跡寺院がコットンの選んだ野や戦せん場だ。灰色の石の遺跡に、ジャングルの緑という神秘的な雰囲気は観光名所といっても差し支つかえない。いくつかある戦場の中でも、遺跡寺院は美しさで五指に入る。

　他の二人もすでに行政府の紹介で違う戦場に向かっていた。

　個人技アップの目的もあるのだが、姉の「野戦に参加して、一回くらいは敵を倒しなさい！」という指令を、コットンはまるきり無視して最初から観戦に回るつもりだ。遺跡の外に設もうけられた十六分割巨大オーロラビジョンと観戦シート。マップ内の各所を映し出すオーロラビジョンの画面には、お互いの技と技をぶつけ合う傭よう兵へいたちの姿が映し出されていた。

　コットンが知る限り野戦の主なルールはこんな感じらしい。

　二チームに分かれて見ず知らずの人間と即興で組まされて戦う。チームは選ぶことができるが、人数差ができないよう偏った場合は少ない方に強制参加となる。

　基本的には全滅したチームが敗北。

　チームは攻撃側と守備側に分かれる。守備側はマップごとに定められた防衛拠きよ点てんを制限時間内まで守りきれば勝ち。攻撃側はチームで一つプラスチック爆弾をもっており、それを二つないし三つある防衛拠点のどれかに設置して、爆破すれば勝利。また一度拠点に設置された爆弾を防衛側が解除した場合は、即座に防衛側の勝利となる。

　単純に相手を全員倒せば勝負はつくのだが、たとえ最後の一人になっても攻撃側はプラスチック爆弾を仕掛けて拠点を爆破できれば、チームとしての一発逆転も可能なのだ。だから最後まで諦あきらめてはいけないし、気を抜いてもいけない。

「わはぁ～～♪　さっそくすごい人たちみっけぇ！」

　戦闘不能になるのは攻撃側のチームに参加したメンバーばかりだ。しかも全員が頭を撃ち抜かれて死亡している。

　防衛拠点の一つである、この戦場でもっとも美しい石仏「回かい廊ろうの女神」前にナップザックが転がっていた。攻撃チームに支給されるプラスチック爆弾だ。設置する前に運び手が倒されてしまい、防衛拠点に放置されたままになっていた。

　これを拾って設置し、爆発までの五十秒間を守りぬけば攻撃側が一発逆転……となるものの、拾いに行った攻撃側の傭兵たちは次々と撃ち殺される。

　狙そ撃げき手しゆが張っていたのだ。




　一発一発、装そう嗔てんし直すボルトアクションタイプの狙撃銃を使い、爆弾に近づくものを確実に仕留める。

　一人ではダメだと悟り、生き残った攻撃側の三人が連携してプラスチック爆弾回収に走った。

　ボルトアクションは精度、威力ともにトップクラスの性能を誇るのだが、一発撃つごとに弾の再装嗔が必要なため多対一を抑えきれない。

　死角から三人同時に飛び出すと、軽量なサブマシンガン持ちが爆弾をさらうように拾い上げる。装備重量を軽めにおさえ、さらに自身の脚力を重点的に鍛きたえることで獲得した動きの素早さが売りの傭兵だ。

　初心者は何か一種類の武器を習得して、あとは脚力などの基礎体力を鍛えることが多い。サブマシンガン持ちの動きは実に機敏だ。彼は自分の敏びん捷しよう性に自信があった。他には目もくれず、サブマシンガンと脚力を磨き続けてこれまで戦ってきた。

　どこに狙撃手が陣取ったかわからないが、残り時間も少なく劣勢なためサブマシンガン持ちは賭かけに出る。勝算はある……つもりだった。

　ドウウウウンッ！

　戦場全域に鳴り響く独特の銃声。

　サブマシンガン持ちは頭部を一撃で貫かれていた。狙撃手の先読みが優まさったのだ。だがそれもサブマシンガン持ちの想定の範囲内と言えた。

　ボルトアクションのもう一つのデメリットは、この音だ。存在と位置を相手に知らせてしまう。標的が一人なら目撃者は残さないのだが、爆弾回収にやってきたのは三人。すぐさまスコープ付きのアサルトライフルを装備した攻撃側の仲間が、仲間の犠牲を無駄にせず狙撃手の居場所を突き止める。

　狙撃手は肉眼でもぎりぎり確認できるかどうかという、数百メートル先の密林に潜んでいた。仲間のサブマシンガン持ちはヘッドショットに倒れたが、バックアップの二人が狙撃手の潜むブッシュめがけて小刻みに銃弾を放つ。二～三発で引き金を区切ることで、バララ、バララ、バララとリズム良く撃ち込んでいく。遠距離での集弾率を上げるバーストショットだ。一方、サブマシンガン持ちを倒した狙撃手は現在リロード中で無防備になる……はずなのだが。

　スッとブッシュの脇から大人の身長ほどもある四角い楯たてが現れて、狙撃手の前に立つ。リロードの間のコンマ数秒だが、楯に阻はばまれて攻撃側のアサルトライフルの反撃は通じない。

　再び楯がすうっとフェードアウトすると、次の瞬間銃声とともにもう一人が倒された。威圧的に響くボルトアクションライフルの吠ほえ声。この音を聞いただけで、相手は身震いし攻撃の勢いを失う。ボルトアクションライフルの銃声には敵に居場所を教えるヒントという表の顔と、敵にプレッシャーをかける威い嚇かくという裏の顔があった。

　残った一人は狙撃手に気け圧おされ、プラスチック爆弾を拾って違う防衛拠点の爆破に作戦を切り替えた。が、時すでに遅く防衛側の傭兵たちが攻撃側最後の一人を包囲する。

「チェックメイトだ。投降しろ」

　防衛側のアサルトライフル持ちから声をかけられて、最後の一人はプラスチック爆弾を石畳に置いた。まるで野球選手かアイドルの引退式だ。

　こういった場面はよくあることで、不用意な死亡を良しとしない傭兵は投降を呼びかけ、それに応じるのがマナーとされることが多い。今回はたまたま敵だったが、次に野戦で出会う時は仲間になる可能性もあるのだ。

　が、次の瞬間、再びボルトアクション狙撃銃が火を噴いた。十一人撃破という充分すぎる戦績をあげているにもかかわらず、投降の意志を示した相手まで狙撃手は撃ち抜く。

　狙撃手の通り名は「最強の矛ほこ」であり、それをぴったりの呼吸で守る「最強の楯」と常に組んで行動していた。

「おい……投降の意志があったんだ。なぜ撃った？」

　防衛側のアサルトライフル持ちの通信に、最強の矛は小さく笑いながらつぶやく。

「うちは二人で一つだからね。一匹でも多く狩っておきたいの」

「そーいうことだから、文句があるなら次のラウンドでかかってきなよ？」

　まだ幼さの残る、同じ声の二人。

　双子の「矛む盾じゆんブロス」の言葉と同時に、戦闘終了のブザーが鳴り響いた。




「あの！　今の戦い見てたんですけど、お二人ってすごいんですね！　それで単刀直入にお願いしちゃいます！」

　戦闘を終えて行政府庁舎のロビーで休憩している矛盾ブロスに、さっそくコットンは声をかけた。

「なにお前？　もしかしてチーム勧誘？」

「ヴァカが来たよヴァカが。気軽に声かけてくるってことは、つまり俺らのこと知らないってことだよね？」

「あ、あのぉ……すいません勉強不足で」

　顔も形もそっくりそのまま。ただ片方の髪の色が緑で、もう片方が赤だった。細身で狐きつねのような感じだ。赤い方が矛の狙撃手で、緑が楯なのはさっきの戦闘を観戦していて、とりあえずコットンは把握している。が、それ以上のことは何も知らない。

「で、契約金はいくらだすんだよ？」

「友達ごっこサークルみたいなチームはお断りだよ」













「あ、それならご安心！　うちのチームならきっとランキングの上位に食い込めるし、賞金もがっぽがっぽだから！」

　まるで今すぐにでも全国制覇できるような口振りだ。詐さ称しようはマナー違反なのだがコットンには自覚がないらしい。

「変な奴だな。そーだ。ねえＩＤ見せてよ」

　戦歴を見れば相手がどの程度なのか予想もつく。ＩＤで失敗したばかりなので、さすがのコットンも思わず口ごもってしまった。

「まさか見せられないほどお粗末なのかな？　覚えておくといいよ。スカウトする気があるなら、交渉役でもそれなりの戦績ないと信用も何もないんだってね。ま……どうしてもっていうんなら一試合これくらいでどう？」

　赤髪が端末を取り出して軽快なリズムでキーを叩たたく。端末の画面に表示された額にコットンは目を丸くさせた。一回の戦闘報酬でＢＡＲバーのメニューを上から下まで、全部三人前ずつ頼んでお釣りが来る額だ。

「ま、お金ができたら呼んでよね？　僕らに話しかけてきた勇気だけは認めて、五パーセント引きで受けてあげるから」

　一方的にコットンの申し出を振ると、矛盾ブロスは「世間知らずってホント困るんだよねぇあははははッ！」と、二人で笑いあいながらロビーをあとにし、傭兵街へと消えていった。

「うう～～ッ！　何よ！　金の亡者め！」

　ハナがこの台詞せりふを聞けば「あんた他ひ人とのこと言えないじゃない」と、頭を抱えるところなのだが、そんな姉は隣にはいない。彼女は他の戦場で、現在銃撃戦のまっただ中に身を置いていた。




　戦闘はハナたち攻撃側が押していた。どんな戦場であっても基本的には侵攻できるラインが二つ以上存在していて、防衛側はまんべんなく人員を割さかなければいけない。

　旧市街と呼ばれるこの戦場のルートは三つ存在した。古い街並みと入り組んだ路地が特徴的で、石畳やオレンジ色の屋根、時計台などは欧州の雰囲気だ。

　美しさとは裏腹にジャミングの影響で、通常なら味方の位置を知らせてくれるマップが利用できない。通信もとぎれとぎれになりまともに使えなかった。

　死角が多く出会い頭に戦闘状態というのもしばしばだ。初めてこの戦場にやってきた傭兵はよっぽど方向感覚がすぐれていないと、チームからはぐれて迷子になり各個撃破の餌え食じきになる。通称、人食い迷宮の旧市街。いつ物陰から敵に狙ねらわれるかもしれない不安と、孤立する恐怖が傭兵たちに襲いかかる。技術以上に、精神的なタフさが要求された。守備側が待ち伏せしやすい分、ルートも三つと攻撃側の選択肢は多い。

　ハナの参加した攻撃側は意志統制がはっきりしていた。

「ついてこい野郎どもッ!!　ちんたらやってる奴は撃ち殺すぞッ!!」

　無線ではなく声でコミュニケーションを取る。ジャミングの影響で少しでも群から離れると意志疎そ通つうが難しいためだ。ちなみに味方を誤射するとその回数がＩＤに残る。仲間を撃つようなまねはしないにこしたことはない。この場合の「撃ち殺すぞッ!!」は「テメーら気合い入れやがれッ!!」と意訳すべきだ。

　攻撃側、防御側ともに戦闘前のブリーフィングで、誰が指揮をとるのかを話し合いによって決める。どちらのチームであっても基本的にはＩＤの戦績が高いものか、指揮になれたチームリーダー経験者が選出されることが多い。防御側はそんな常識的な選出方法に従い、もっとも高い戦績をもち、なおかつ中堅チーム「ホーリービショップ」のリーダーであるミトラが指揮を担当することとなった。

　攻撃側の指揮を執るのはヘルハウンド。ＩＤにしめされた戦闘時間だけならハナよりも下だ。一般的な人間の顔ではなく、首から上が犬……猟犬だった。犬だが人じん狼ろうというのが雰囲気的に合っている。この人狼の顔というのも、覆面レスラーのマスクや着ぐるみのようなもので、人狼という種族が存在するわけではなかった。一種のコスプレだ。

　見た目で能力に有利不利は出ないのだが、人狼を選ぶのは物好きというかマニアックな趣味と言える。よほどのポリシーでもない限り初心者はまず選ばない。

　ＩＤの情報では訓練所を出たばかり……というヘルハウンドだが、彼がリーダーになることに誰も反対しなかった。

　その理由をハナは身をもって体感させられる。

「ホーリービショップのミトラは典型的なチキン野郎だ。進攻ルートは屋内を抜けていく裏の三番。この道はクソ狭くて横に逃げられるスペースがない分、ミトラなら二人配置すれば抑えられるとか思ってるだろうな。だからこそ戦力を集中させる」

　敵の弱点への一点突破。それがヘルハウンドの戦術だった。下手に戦力を分散させて相手の防衛網を突破できず、各個撃破の餌食では効率が悪い。

　だが一つのルートに絞った場合、挟きよう撃げきの危険性が増すことがある。守備側の指揮官の気質にもよるのだが、三つのルートそれぞれに守備隊を分けず二つにしぼり、しかも片方のルートから守備隊を突撃させる戦法だ。これは守備側としては賭けなのだが、うまくいけば攻め込ませた遊撃部隊が、攻撃側主力の背後に回り込み本隊と挟撃することも可能になる。

　ミトラはそういった博ばく打ちに走る指揮はしない。

　ヘルハウンドの予言通り、守備隊は三つのルートにバランス良く分けられていた。主要となる、この戦場の中では一番見晴らしの良い中央通りにスナイパーを配置し、護衛に三人つけた四人を置く。攻撃側が一気に攻めてきた場合、数的に同等以上はいなければ守りきれない左ルートに五人。もっとも守りやすい裏ルートに二人と教科書通りだ。

「チーム分け前にあいつの名前があった時から、もう攻略は始まってたんだよ」

　不敵に笑うヘルハウンド。

　裏ルートに十人がなだれ込む。屋内の通路で、途中左折しながら登る狭い階段があった。この階段を登り切った先も、人が二人並んで通れるかという細い通路が続く。防衛側はその通路付近に張って待ち伏せれば良かった。貫通力と連射力のあるアサルトライフルなら、敵が階段を登って通路に整列してくれたところで、適当に乱射しても何人か倒すことができる。並んだ団子を串くし刺ざしにする要領だ。

「突っ込めぇッ!!」

　ヘルハウンドがスモークボム……煙幕手しゆ榴りゆう弾だんを通路に投げ込み叫ぶ。足音と声を察知して防衛側が応戦しようとするのだが、狭い通路いっぱいに白煙が満ちていた。

「敵襲ッ!!　数不明ッ!!」

　無線連絡をしながら、煙の中にアサルトライフルを無む造ぞう作さに撃ち込む防衛側の二人の傭兵。だがジャミングによって連絡は遮しや断だんされ、白煙にいくら弾丸を撃ち込んでも敵を倒した手て応ごたえもなく……さらに白煙の中から手榴弾が複数転がってきた。壁を利用して跳ね返すように投げ込まれたものだ。突撃するかと思われた攻撃側の傭兵たちは、ヘルハウンドのハンドサインでその場に立ち止まっていた。




　気づいた時にはもう遅く、手榴弾が足下で炸さく裂れつして防衛側の二人を吹き飛ばす。

（――全部読み通りってことなの？　……すごい）

　一連の流れをやや後ろ寄りの位置からハナは観察していた。敵とまともにやり合うことなく、相手の急所を全員で突破する。とても初心者の手て際ぎわとは思えない。

　ヘルハウンドを先頭に通路を抜けると噴水公園に出る。守備側の防衛拠点だった。さっそくプラスチック爆弾がセットされる。ジャミングに関係なく戦場にいる全員に、爆弾がセットされたことが通知された。

　味方が二人倒されたことも同時に通知され、ミトラ率いる防衛部隊本隊が一斉に動き始める。だが、時すでに遅く立場は逆転。防衛側が隠れるにうってつけの、街の死角は今や攻撃側の支配下にあった。これから防衛側の傭兵たちは、攻撃側が仕掛けた爆弾を解体に向かわなければならない。この時点で防衛側の士し気きは最悪だ。

　その道の途中に罠わなが仕掛けられていることはみえみえだった。物陰に、角の向こうに……どこに攻撃側の傭兵が隠れているか判らない。

　攻撃側は一通り迎撃の配置についた。ハナはどうしていいのか解らず立ち往生だ。

「テメーは俺と来いッ!!　他は爆破十秒前までこの場所を死守だッ!!」

　ヘルハウンドに指名されてハナはたった二人の遊撃部隊に回された。

「あの、みんなで守った方がいいんじゃ……」

「俺に指図しようってのか？　良い根性してるな女ぁ？　そういえばテメーよぉ……行動が半歩おせぇんだよ。どんだけチキンな性格してやがんだ？」

　たしかに突撃に不慣れなこともあって、ハナの行動は自然と遅れがちだ。今も配置に付けずに棒立ちになっていた。それが気に入らないらしく、ヘルハウンドは中指をたててハナを挑発する。

「こっちが守りになるなら、下手に動くより拠点防衛した方が有利じゃない！」

　思わずハナは反論したのだが、ヘルハウンドは「ついてくりゃわかるぜ」と吐き捨てるように告げて走りだした。今侵攻に使った裏ルートを二人でさかのぼるように駆け抜ける。さらにルートの分岐点で防衛側が多数張っていたであろう左ルートを進んだ。

　爆弾をセットされた防衛側は、戦力を集めて移動を始めていた。とはいえ攻撃側の罠を警戒して進行は遅い。

　亀のような進行速度の隙をついて、防衛側の裏にヘルハウンドとハナが回り込む。この時には防衛側の先陣は攻撃側の部隊と戦闘状態にあって、誰もが目の前の敵に釘くぎ付づけになっていた。

「大丈夫だ！　まだ時間はあるッ!!」

　ミトラが声を張り士気昂こう揚ようを促すが、防衛側の心理は敗戦色に染まりきっている。裏をかかれて弱点を一突きにされ、しかも守備に有利な地形を明け渡してしまったのでは勝ち目が無い。

「ねぇよ。時間も。テメーの命もな」

　勝利を確信したのか、つぶやくとヘルハウンドは背後からミトラの脳天を撃ち抜いた。続けざま二人、三人と倒していく。

「何ボンヤリしてんだ？　入れ食いだぜ？」













　挟撃のチャンスに焦ったハナは、背後から攻撃できるという状況にもかかわらず、一人も倒すことができなかった。




「あの、さっきはごめんなさい」

　行政府のロビーで人狼が煙草たばこをふかしている。

「なんだよ？」

「援護できなくて……だから謝ってるのよ」

　ハナの顔を見るや、まるでゴミか汚いモノでも見るような視線でヘルハウンドは言葉を吐き捨てる。よっぽどハナは嫌われたらしく明らかにヘルハウンドは不機嫌だ。チーム勧誘どころではない。

「あの……教えて欲しいの！　あなたってわたしと戦歴もあんまり変わらないみたいなのに……なんであんなに強いの？」

「んなこと聞いてどうすんだ？」

「さ、参考にするのよ！」

「じゃあ教えてやらねぇ。ライバルに企業秘密をバラしてもしょうがねぇだろ？　テメーみたいなチキンは一生狩られる側にいるんだな」

　中指を立てるヘルハウンド。ハウンドの戦闘能力目当てでスカウトにやってくる人間も少なくはないのだが、この態度の悪さにすごすごと尻尾しつぽを巻いて逃げ帰るのがオチだった。だが、ハナは違う。臆おくするどころか逆に嚙かみつき返してくる勢いだ。

「チキン……って、臆病者ってこと？」

「そういうこった。俺様の好物はグリルチキンだ。じわじわあぶるのもいいが、一気に焼き尽くして蹂じゆう躙りんってのもいい。相手がどんな風に調理されたがってるか、まずは理解するところからだな」

　ヘルハウンドが何を言っているのかハナにはさっぱりで、ちゃんと会話できているのか不安になってしまう。

「なんで料理の話になるのよ？　わたしは強くなりたいのッ!!」

　獣人は吸っていた煙草を投げ捨てて、かかとで踏み消すと立ち上がった。

「テメー才能ゼロッ！　死ねッ!!」

　罵ば倒とうを残してヘルハウンドはロビーから去っていく。

「ちょ、ちょっと何よ！　そんな言い方しなくってもいいじゃないッ!!」

　追いかけようとも思ったのだが、追いついても何を言えばいいのか……。ハナが迷っている間にヘルハウンドは傭兵街の……とくにいかがわしい雰囲気満載な、裏通りともいえる歓楽街方面に消えていった。




「キーピングポジションできないんじゃ、チーム戦は諦めた方がいいですよ。それにそもそも銃を撃たないというのはどうなんでしょう？　常識を疑いますね。きみ自分がチームの足を引っ張ってるってこと自覚できていないんですか？」

「ぐちぐちうっせーなお前」

　闇やみに紛れるようにブリッツは石柱を背にして待機していた。隣には同じチームになった青年が援護という名目でくっついてきている。顔つきはどう形容していいのかわからないが、一言でいえば無個性だ。米軍のデルタフォース風な軍服に黒いベストとヘルメット＆ゴーグル。武器はアサルトライフルのＭ４Ａ１。銃口に長いサイレンサーが装着されている。それだけでは終わらない。オプションをつけるためのレイルシステムが、フォアグリップとレーザーポインター、スコープなどでごてごてデコレーションされていた。本人よりも武器の方が主張が激しいくらいだ。どうもオプションをつけすぎて重量過多になり、取り回しも悪そうだとブリッツには思えてしまう。

　ともかくそんなデルタフォース風の青年の印象は、目出し帽をかぶった量産型テロリストに通じるものがあった。個性というか、人間らしさが感じられない。

　初めて会う人間だが、ブリッツはこの即席チームメイトが気に入らなかった。理屈以前に感覚が拒絶している。

　舞台は砂漠。最も古い戦場と言われる流りゆう砂さ遺跡。ここで言う古いというのは遺跡が年代物だからではなく、多くの傭兵たちが戦った由ゆい緒しよある……という意味合いだ。この世界が創世されたころから存在する、歴史ある戦いの場だった。

　同じ遺跡といっても、灰色っぽい石と緑が絡み合う遺跡寺院とは全く雰囲気が違っている。岩肌はピラミッドのような薄い黄土色で、照りつける太陽はまぶしく空には雲一つない。観光地として有名なシリアのパルミラ遺跡に似ているのだが、ブリッツにとってはただの殺風景な砂漠の廃はい墟きよだった。

　この戦場は攻守の役割がハッキリしていて、ルートは基本的に二つだけ。薄暗い中央部の遺跡を通過するか、その脇にある遺跡の下をくぐるような、長くて広い直線コースを進むかだ。

　勝敗の八割は中央の遺跡部分を、どちらが先に制圧するかで決まると言われている。

　仮に攻撃側になった場合、遺跡内部を掌しよう握あくすれば、その遺跡にある三つの出口から自由に攻撃を仕掛けることができる。遺跡をとった瞬間ルートが増えるのだ。

　一方、防衛側が遺跡内部を制圧すると、攻撃側の選択肢は一気にせばまる。防衛側が待ち受ける薄暗い遺跡内部に突入するか、遺跡を避けた別ルートかの二者択一だ。しかも遺跡を通らないコースは、防衛側の狙撃手が待つにはもってこいの長い長い直線になっている。

　攻める性格のブリッツだが、人数制限の問題もあって今回は防衛側に回された。ブリーフィングで非殺ということが判明したとたん、変な奴に絡まれて今に至る。

「そもそも何？　なんで走るんですか……足音って結構大きいんですよ？　敵に自分の居場所を教えるようなものじゃありませんか？」

「走らなきゃ先に遺跡乗っ取られるだろうが」

　実際軽装のブリッツが両陣営の誰よりも早く遺跡にたどりついた。速攻で攻撃側の進入経路にスモークボムを投げ込み「すでに遺跡内部には防衛側がいる」というアピールをしたことで、攻撃側はコースを変更。現在遺跡ルートではなく直線ルートを攻撃側の一団は移動している。

　直線ルートの守備に回った狙撃手二人と、バックアップのアサルトライフル持ちから「問題なし」の通信も入り戦局は防衛側が有利だ。

「なあ、今ならここから出ていって、敵の一団の背後をとれるんじゃねぇか？」

「素人しろうとらしい安易で貧困な発想ですね。まずそういう思考を捨てるところから、口先だけではない真の中級者への道がひらけるんですよ」

　デルタフォースはサイレントキャンパーという二つ名を持っていた。もともとキャンパーというのは蔑べつ称しようで、格闘ゲームなどでいう「待ち」なのだが、サイレントキャンパー自身は「それも戦術」と割り切っているらしい。実際彼の生存率は高く、チームが敗北しても時間切れまでしぶとく生き残るので戦績は悪くなかった。

　問題はそのスタイルを他人にも強要する性格だ。ブリッツが感じた嫌な匂においの元はそこらしい。

「だからダメなんですよ。遺跡内部はきっちり押さえて、あとは他のメンバーに任せればこの場は問題なしです。特にきみみたいな初心者で、しかもつっこむことしか能がない猪ちよ突とつ猛もう進しんなタイプは、自分を抑えるところから始めなくちゃいけない」

　小声とはいえ、戦闘に集中せずおしゃべりに没頭というのもどうかとブリッツは思う。だがそのことは口にしなかった。勝っても負けても口論自体が面倒なのだ。

　それに実際、サイレントキャンパーが言う通り順調に敵の数は減っている。ジャミングの影響の有無にかかわらず、誰かが倒したり倒された場合は端末に名前が表示された。傭兵街でも連絡手段として使われるケータイ端末だが、戦場ではマップ上に仲間の位置情報を表示したり、無線連絡も可能にしてくれる情報戦の鍵かぎだ。通常無線は味方にだけ流れるようになっているが、周波数を調整すれば敵に対して呼びかけを行うこともできる。基本的な機能は廉れん価か版の端末にもしっかり入っている。

　戦況報告は主に三つの内容に分類された。

　爆弾が設置された時のアラートと、仲間が撃破された時の情報の表示。

　それともう一つ、強制的に情報が端末に流れる瞬間があった。

「……おや、こんなタイミングで援軍に来るなんて、どこの死にたがりなんでしょう」

　攻撃側の劣勢を見かねたのか、途中参加する傭兵が現れたようだ。その名前が表示された瞬間、サイレントキャンパーの顔が青ざめる。

「まさか……そんな」

「おい、どうしたんだよ？　いきなりそわそわし始めて」

「これは落ち着いていられませんよ。ジンノだなんて……」

　もともと対人戦に出るのはこれが初めてのブリッツには、誰がどんな戦闘スタイルでどれだけ強いのか見当もつかない。

「すごいのかそいつ？」

　ブリッツが言ったそばから、遺跡の外の直線コースに張っていた防衛側の狙撃手が次々に倒された。サブマシンガンやアサルトライフル持ちが応戦に出る。すでにこの直線コースでの攻防によって、攻撃側は残り二人にまで追いつめられていた。一方防衛側は十二人全員残っていた……のだが、状況は一転。守備の要かなめだった狙撃手を失い、防衛側も近接戦闘に持ち込まれてしまった。

　さらに驚くことに攻撃側に元からいた二人が倒された……にもかかわらず、途中参加してきたジンノという傭兵は、たった一人で次々と防衛側の傭兵を倒していくのだ。

　防衛側の戦闘不能者の名前が端末にずらっと並ぶ。

「本物ですね……これは」

　おしゃべりだったサイレントキャンパーは、その名の通り黙り込んでしまった。一方ブリッツはジンノがどんなやつなのか気になって仕方ない。

「よっし！　ちょっくらどんな奴か見に行ってくる。やっぱり化け物じみたヤツなんだろうな。顔からしてごっついハリウッドのアクションスター系か？　握手しただけで手首折られそうなやつとか……いや、でも意外に普通だったりしてな。あぁ……なんかわくわくしてきたッ！」

「この戦闘は我々の負けでしょうから好きにしてください。私はここでやり過ごしますから、できるだけ遠くにいってくださいね」

　サイレントキャンパーはこの戦闘の敗北を認め、逃げるための算段を始めていた。ブリッツはキャンパーを放置してひとまず遺跡の外に出る。自分を含めて防衛側の残りは五人。

　サイレントキャンパーと一緒に待つことに、ブリッツはある種のきな臭さを感じていた。その直後、端末にサイレントキャンパーの名前があがる。どうやらジンノの餌食になったらしい。

「しっかし、よく弾がもつなぁ」

　危険が迫っているにもかかわらず、ブリッツはのんびりと素朴な疑問を口にしていた。

　戦場の規模にもよるが、流砂遺跡のような中規模の戦場では弾薬の補給ポイントは設置されていない。

　相手がどんな化け物でも使う武器の弾には限りがある。予備のマガジンといっても持ちこめるのは三つが限度だ。銃の種類にもよるが、一つのマガジンはだいたい三十発入り。もともとささっているマガジンとあわせて計百二十発。一発で一人倒せれば百二十人倒せることになる。

　とはいえ、さすがに理論や理屈に弱いブリッツでもそれはないだろうと考える。もしワンショットワンキル――見敵必殺の腕があるなら、逆立ちしてもブリッツに勝ち目はない。さらに言えば一発で相手を即死させるのだから、ヘッドショットが前提だろう。

　ブリッツはひとまず最初の被害者になった狙撃手二人が陣取っていた、スナイプポイントに足を運んだ。

　はまれば手が着けられないスナイパーだが、力を発揮するにはいくつか条件がある。距離を詰められた時の退路があり、リロード中に隠れられる遮しや蔽へい物ぶつが近く、なおかつ敵進行ルートの直線コースを視野にいれられる場所というのは、戦場ごとに限られる。流砂遺跡の直線にはそのすべてが当てはまっていた。ここにスナイパーを配置するのは防衛側の必須事項だ。

　死体が二つ転がっている。戦闘不能になった場合はただ倒れているだけだが、死亡すると灰色に変色してしまう。どちらも綺き麗れいに頭を撃ち抜かれて灰色に染まっていた。

「ん？　なんか……妙だな」

　死体は二つだが、狙撃銃はセミオートのものが一つしか落ちていなかった。その代わりスコープのついていないアサルトライフルが転がっている。バーストショット――トリガーを引きっぱなしにせず、二～三発で区切るようにして射撃すればアサルトライフルでの狙撃も出来なくはないが、スコープを使った方が圧倒的に有利なポジションで、あえて使わないのはおかしい。調べてみると狙撃銃には弾丸が残っていたが、アサルトライフルの方は空っぽだった。

　ドウウウウンッ！

　と、どこからかボルトアクションの銃声が響いた。端末で確認すると……味方がまた一人倒されたようだ。

「生き残ってる同胞よ！　気をつけろ、奴は超一流の狙撃手だッ！」

　現在、防衛側の生き残りはブリッツ含めて三人。敵はジンノ一人。そのジンノの得意武器が、強力ながら「一発撃つごとに再装嗔」が必要なボルトアクション式狙撃銃なら、ブリッツたち守備側のチームにも勝ち目が出てくる。

　とはいえ相手がどんな化け物だろうと、ブリッツ個人は非殺という自分のスタイルを曲げるつもりはない。ブリッツが銃を使わないことを考こう慮りよすると、防衛側は実質二人で化け物を相手にするようなものだ。

「一回どこかに集まらんか？」

　通信でブリッツが進言したが、残る二人の反応はともにネガティブ――無理だというものだった。下手に動けばどこかで待ち伏せているだろう、ジンノの狙撃の的になる。それならば時間いっぱいまで粘ろうという魂こん胆たんらしい。もしジンノがプラスチック爆弾を仕掛けてくれるなら、待機してそれが爆発するまで我慢すれば生き残ることができる。

「いや、待っててもやばいと思うんだけどな」

　サイレントキャンパーと別れた直後、キャンパーはジンノに倒された。

「……だけど、あのときはボルトアクションの銃声はなかったような」

　ブリッツは簡易マップに味方の位置を表示させる。ちょうど二等辺三角形を描くように三人が点在してしまっていた。ジンノからすれば各個撃破には都合がよさそうだ。

　だが迂う闊かつに動き回ったり、遮蔽物の少ない場所に出なければ狙撃銃の餌食にはならないだろう。

「簡単な方に流れるのは……まずいことになりそうだ」

　ジンノという傭兵の実態がつかめない。どんな武器にも弱点があるのだから、うまくすればなんとかなる。と、ブリッツは思うものの、どうもジンノは読めないのだ。いや、ブリッツ自身まだ相手の行動を読むという思考や技術は持っていない。

　だが時間とともにジンノから感じる印象が変化していく。その変化の正体に気づかなければ、ジンノの姿を見ることなく一方的に倒されてしまう気がする。

　ブリッツは柱の陰に身を潜めると再び通信を行った。

「なぁ。妙なんだ。サイレントキャンパーと一緒に行動してたんだが、あいつと別れた直後にキャンパーは倒された。そのとき俺はボルトアクションの音どころか、銃声すら聞いてない。ジンノの武器はなんなんだ？　距離によって変形するような特注品か？」

「いや、そんな武器は聞いたことがない。が、確か噂うわさじゃジンノはサブマシンガンを愛用してるって話だ」

「おいおい、どう考えても狙撃手だろ？」

　チームメイト二人の意見が食い違っている。だが、ブリッツにはそれが自然に思えてきた。もう狙撃の線はないかもしれない。確証はないがそんな匂いをブリッツの鼻が嗅かぎとる。

　傭兵生活が長い人間ほどジンノの正体に気付きにくい。ブリッツはまだ傭兵歴がせいぜい半年程度……だからこそジンノがなんなのかを防衛側の生存者の中で、最も正確に推測できた。

　次の瞬間、通信が途絶えて仲間の悲鳴が上がった。ブリッツの予感した通り、威圧的なボルトアクションの銃声は聞こえない。すこしくぐもったような「バババババババッ!!」というフルオートの射撃音だ。

「降参だ！　撤退しようッ!!」

　残り二人になって防衛側最後の仲間がギブアップを宣言した。どうやら彼も通信越しに仲間の一人がやられる音と、断末魔の声をしっかり聞いてしまったらしい。

「それも悪くないんだけど……俺はもう少し試してみたいんだ。降りるなら一人で降りてくれ」

「すまない。お前も無理するなよ！」

　仲間の通信が途絶えたのと同時に、レーダーからその反応も消え失うせる。ジンノが他の傭兵を倒している間に、撤退を促した仲間は幸運にも、自軍の出撃ポイントまでたどり着いたようだ。ここまで来れば退却が認められる。

「ああ。死なない程度にやってみるさ」

「健闘を祈るッ!!」

　その言葉を最後にすべての仲間が戦場から姿を消した。

「さてと……これでタイマンだな」

　ジンノとの一騎打ち。ブリッツは決戦場所を中央の遺跡に決めた。というかブリッツの距離で戦えるのはここしかない。

　風化して砂になりかけた遺跡の欠片かけらをいくつか拾っておく。

　狙撃の可能性を考慮すれば足が遅くなるのだが、それは考えずにブリッツは戦場中央の遺跡へと飛び込む。サイレントキャンパーのそばまで来てブリッツは確認した。

　キャンパーは倒れたままだ。どうやら幸運にも死亡ではなく戦闘不能にさせられただけらしい。隣に、残弾がゼロになったボルトアクション狙撃銃が捨てられている。キャンパーのヘルメットのへこみと、狙撃銃の底部の形が一致していた。どうやら弾切れになったソレで殴り倒されたようだ。

　さらに調べてみると、キャンパーのアサルトライフル用予備マガジンがごっそりなくなっていた。

（――ってことは、今ジンノが装備してんのは……）

　一瞬、暗闇に赤い光の筋が見えた気がした。ブリッツは柱の陰に隠れる。レーザーポインターの赤い点がブリッツの隠れた柱に照射されていた。サイレントキャンパーの持っていたゴテゴテの悪趣味なフル装備のアサルトライフル。サイレンサー付きの銃口がブリッツを狙う。

　ジンノは常に武器を換えている。倒した敵から奪った武器を使っているのだ。

　何種類もの武器をただ使うことは可能だが、使いこなすとなれば相応の修練が必要だった。

　修練を基礎体力と格闘技にばかり注ぐ物好きは、この世界のどこを探してもブリッツぐらいなものだ。大抵なにがしかの種類の火器を集中的に練習する。得意武器を作ることで、その武器やポジションのスペシャリストになっていくのが傭兵の常道だ。

　同じ銃を使い続けることが重要だった。トリガーを引きっぱなしにすれば何秒でマガジンが空になるのかを体で覚え、走りながら弾をばらまくと、どの程度まで集弾率が落ちるのかを理解し、反動に慣れ、最適の威力を発揮する距離を経験からはじき出す。そうしてやっとその武器を「使いこなせる」ようになる。個人差はあるが癖が少ないとされるサブマシンガンＭＰ５でも、使いこなせるようになるまで一年は修練が必要だった。

　ジンノもある意味では、そんなセオリーからはずれているのかもしれない。すべての武器を使いこなす。適正な距離も移動しながら射撃した時のブレも、銃の持つ癖を手にした瞬間に理解してしまう……そんな化け物が今、ブリッツに銃口を突きつけていた。

（――やってみるかな……）

　覚悟をきめてブリッツは動き出す。

　拾っておいた石を壁に反射させるようにブリッツは放ほうり投げる。薄暗いが「何かが投げられた」ということをジンノは認識したらしい。この場合、投とう擲てきするものといえば手榴弾関係だ。迷わずジンノはブリッツに背を向けた。

　彼が投げるものがフラッシュボムだということを事前に知っていたように。閃せん光こうに対する一番の防御法は、目をつぶったりするよりも光源に背を向けることだ。もちろん無防備に背中をさらすことになるのだが、もし相手がつっこんできた場合フラッシュの影響は投げた相手自身も例外なく受ける。いくら目をつぶって顔を隠していてもそれは避けられない。

　背を向けている方が閃光の影響は少なく視界が回復するのも早かった。だからジンノは当然のごとく背を向けて、光の爆発を待つ。

　だが閃光は走らない。走ったのはブリッツだった。距離にして十メートルほどだが、投げると同時に飛び込むように闇の中を駆け、無防備なジンノの背中を見つける。

　フラッシュボムだとばかり思っていたジンノは、自分の足下に転がってきたテニスボールほどの石に目を丸くさせた。次の瞬間、そんなジンノの背中にブリッツのドロップキックが突き刺さる。

　今日、ブリッツが持ってきていたのは煙幕手榴弾と拳けん銃じゆうだけ。煙幕は序盤に使ってしまっていた。残る拳銃はといえば、まだ抜いてさえいないのだ。この世界においては丸腰といって差し支えがないくらいの軽装だが、おかげで所持重量が軽く、鍛え抜かれた強きよう靭じんな脚力とあいまって常識を越えた高速移動が可能だった。

　背中から衝撃を受けて吹っ飛ばされると、ジンノは床を転がった。ブリッツは即座に立ち上がり、倒れているジンノにのしかかって、総合格闘技のマウントポジション状態をとる。これがブリッツ本来の戦闘距離だ。

　ようやく顔を拝むことができたのだが、ブリッツは困惑して馬乗りパンチに移れないでいた。ジンノの顔に見覚えがある。穏やかな笑みをたたえたままの銀髪の少年だ。

「お前……雪山のミッションの時に人質部屋の隣にいた奴じゃないか？」

「……ＺＺＺｚｚｚ」

「って、なんで寝てんだよッ!!」

　パシンッ！　と、目を覚まさせるつもりでブリッツはジンノの頰ほおをはたいたのだが、それがトドメとなって銀髪の少年は戦闘不能に陥った。

　この瞬間、戦闘は防衛側の勝利で幕を閉じたのだった。




「初めてやられちゃったよ。君っておもしろいね」

「ん？　そうかぁ？　まぁ俺に負けたとはいえ、お前も結構すごい奴だな」

　行政府のロビーでブリッツに話しかけてきたのはジンノだった。

　遠巻きにだが二人の会話に誰もが聞き耳を立てている。ジンノといえばジーニアスの二つ名を持つトップクラスのランカーだ。総合的な戦績の評価は、単純に撃破数だけでなくアシストや爆弾の設置、解体なども加味される。ほかにテロリストと戦うミッションのクリア数に、チーム戦での評価も対象になった。

　ジーニアスジンノは間違いなく、その個人としての戦闘力が、日本国籍の傭兵の中でも五指に入ると言われている。総合ランクでベスト10にぎりぎりという成績なのは、彼がチーム戦に一切参加していないためだ。

　だからどのチームも彼をほしがり、口説き落とそうとラブコールをするのだが「ごめんね。今は一人でいたいんだ」と、さらりと断られてしまう。ガオンをいくら積んでもなびく気配は微み塵じんもなく、友達風に会話を弾ませて懐かい柔じゆうしようとしても暖の簾れんに腕押し。次第にどのチームも諦めていったのだが……今回は様子がおかしい。

「つうかさっき聞きそびれたんだが、お前とはちょっと前に遭ったことがあるよな？」

「え？　どういうこと？」

「これが初対面じゃないって言ってるんだよ」

「うーん……」

　腕組みをしてジンノは小首を傾かしげながら目をつぶる。考え込む癖があるらしい。

「そうかなぁ……いや、初対面だと思うよ」

　どうもブリッツは引っかかるのだが、そんな困惑を置いてけぼりにするようにジンノは続けた。

「それより、ねえ？　また一緒に戦えないかな？　今度は君と組んでみたいな。チーム戦なんかもおもしろそうだし」

「チーム戦かぁ……ま、ハナが良いって言うなら仲間にいれてやらんこともないな」

「ハナ？」

「チームメイトってことになんのかなぁ。ともかく仲間だ。結構細かいこと気にするタイプなんで、採用されるかどうかはハナ次第なんだが」

　まだチーム名すらないので、ブリッツは「仲間」という表現を選んでいた。

「仲間……か、なんだか素敵な響きだね。そのハナさんのテストにパスすればＯＫってことかな？」

「テストなんて仰ぎよう々ぎようしいもんじゃないけどな。面接くらいはしそうだし。……いや、そもそもうちはまだ人数もいねぇから、チームにすらなってねぇ」

「なら僕が加入すれば一歩前進かもね？　あとはハナさん次第か。技術ならちょっとは自信あるんだけど、好きになってもらえるかは会ってみないとわからないよね」

　周囲の傭兵たちがジンノの動向を気にする中、一番無む頓とん着ちやくなのはジンノ獲得のチャンスにもっとも恵まれてしまったブリッツだった。

　それなのに積極性をみせないブリッツを見かねて、修道士風の男がジンノに声をかける。

「交渉中のところ失礼。初めましてジーニアス。わたくしはホーリービショップに所属するバクルスと申します。チーム戦に興味がおありのご様子ですが、いかがでしょう？　我々ホーリービショップは中堅ながらチーム戦を主体とし、交流戦や大会参加もコンスタントに行っております。きっとご満足いただけるかと」

　ジンノはスカウトに顔を向けると「ああ、ごめんなさい。今大事な話をしてるんで」と、あっさりお断りをいれてみせた。

「は、はぁ……いや、ですがジーニアス！　盗み聞きするようでしのびなかったのですが、先ほどから聞いていれば彼の……えー」

「ブリッツだ」

　どうやらホーリービショップのスカウトはブリッツのことなど眼中になかったらしい。

「失礼……その、ブリッツさんの話では、まだチームにもなっていないのでしょう。それでは有意義な集団戦闘は楽しめないかと」

「うーん……そうだね。はっきり言うよ。僕は彼……ブリッツが気になるんだ。だから悪いんだけど、他のチームじゃ代えはきかないんだよね」

「でしたらそうだ！　ブリッツさんも是非いっしょにいかがですか？」

「お前んとこは銃を使わない傭兵ってのはアリなのか？」

　スカウトは「何を言っているんですか？」と、口には出さないが顔にそんな表情をうかべてみせる。

「じゃあダメだな」

「そうみたいだね。ブリッツ、そろそろハナさんのところに行こうよ？　早く僕のことを紹介してほしいし」

「んだな。そろそろみんなＢＡＲに戻ってるだろうし、できるだけ強い奴をスカウトしろって言われてたんだが、お前なら強さは文句なしだ」

　外野からの横やりが、結果としてブリッツとジンノに連帯感をつくってしまった。そんな雰囲気だ。

　ホーリービショップのスカウトが呆ぼう然ぜんとしている間に、ブリッツはジンノをつれて傭兵街の中央通りに向かう。目指すはたまり場にしている、いつものＢＡＲのテーブルだった。

　すぐさま様子見をしていた周囲の傭兵たちが、自分の所属しているチームや仲間に通信を始める。ジーニアスジンノのチーム参戦という電撃的なスクープは、傭兵たちのネットワークを介して瞬またたく間に広がっていった。




　中央通りのＢＡＲのテーブル。まだ事務所をもてないブリッツたちのたまり場に、見慣れない顔が加わっていた。

「やっほー！　ブリッツ遅かったじゃん！」

「げ……連れてきてる……ハァ」

　姉妹の明暗ははっきり分かれたらしい。ハナは落胆してテーブルにつっぷしていた。一方コットンはというと、整備士風のつなぎを着込んだ、長身の男を連れている。外見は二十台後半といった感じだ。黒いフレームの眼鏡に無ぶ精しようひげ。体の線は細くないものの、どこかちょっぴり頼りない感じもする。

「いやいや初めましてぇッ！　コットンちゃんオレッチの紹介よろしく」

「えーと、さっき知り合ったウリューくんだよ！　なんかよくわかんないけど、仲間になりたいって！」

「酷ひどいなぁコットンちゃん。オレッチはねぇ、矛盾ブロスにいじめられてる可か哀わい想そうなきみを見かねて、こうしてお話を聞きにきたわけよ？」

　声色は見た目よりちょっと高めで口調も外見より幼い印象だ。ウリューという男は陽気に笑ってみせる。

「なんだコットンすごいな。ちゃんとスカウトしてきたのか？」

　ジンノを連れてきたブリッツにコットンはＶサインで返してみせた。

「そういうブリッツも一人ゲットしてきたんだね！」

　ブリッツとコットンの視線は、そのままゆっくりとハナに向かう。

「わ、悪かったわね！　ちょっと運が無かったのよ。っていうか、対人戦の洗礼うけて疲れちゃったの。もう勝手にやっててくれる？」

　ハナはすこしやさぐれ気味だ。

　またブリッツとの差が広がった。戦闘の上達ぶりでもハナは引き離され気味なのに、仲間の勧誘でまで先を越されるなんて……。コットンが一人連れてきたのはまだ納得できる。妹の愛想の良さはピカ一だ。

「彼女がハナさん？」

　ここぞとばかりにジンノは交渉に入ろうとした。のだが、勝手にやってくれる？　と言ったくらいなので、ハナがジンノの参入にノーを突きつける空気は皆かい無むだった。自分一人誰もスカウトできなかったハナが、他人を責めたり仲間にするかどうか口出しできるはずもない。

「えーと、初めまして。ジンノっていいます。さっきブリッツと野戦で知り合って、興味が湧わいたのでこのチームに参加したいなぁ……って」

「あたしはコットン！　よろしくねジンノさん♪」

「よろしくコットンちゃん」

　コットンの差し出した手に、ちょっとだけとまどったものの、ジンノは軽くにぎって握手をしてみせた。

　どうもコットンは初対面の相手に「ちゃん」づけで呼ばれる宿命にあるらしい。人なつっこい性格がそうさせるのかもしれない。

　一方、ジンノの名前を聞いて、驚きのあまり目を丸くさせていたのは、もう一人の新メンバーであるウリューだった。

「じ、じじじじ……ジンノぉッ!?　もしかしてあなたってばジーニアス？」

「ああ、ええと……うん。そうだよ」

　ジンノ自身、ジーニアスという二つ名を他ひ人と事ごとのように思っているのか、少し考えてからゆっくりとうなずいてみせる。

「え、ええッ!?　なになにウリューくん？　ジンノさんってすごいの？」

「コットンちゃんホントね、ビギナーズラックってのがあるんだねぇ。いや、ご本人の前でこういうのもアレだけど、ジーニアスジンノって言えばどこのチームにも属さない、孤高の天才って。ストレイ・シープと双そう璧へきを成す謎なぞ多き傭兵なんだけど……実在したのかぁ！　すごいなぁ！」

　まるで幽霊かＵ．Ｍ．Ａ．未確認動物でも見たような口調のウリューに、ジンノは特に嫌そうな顔をすることもなく微笑を浮かべたままだ。

「ちょ、ちょっとブリッツ？　なんであんたみたいなのが、そんなスゴそうな人と知り合いになっちゃってるのよッ!?」

　ウリューの話を聞いてハナが恨めしそうに尋問する。

「気に入られたらしい」

　と、口にしつつブリッツが視線でジンノにふると、彼は少年っぽく笑ってみせた。

「うん。だってブリッツっておもしろいじゃない？　ドロップキックされたあとで、マウントポジションなんてさ？　ビックリしすぎてそのあと記憶も飛んじゃったよ」

「って、勝っちゃったっての？　ジンノに土をつけたりしちゃったわけ!?」

　ウリューはずっと驚きっぱなしで、テンションも声も鰻うなぎ登りだ。おかげで他のテーブルまでざわざわとし始めている。

　それに気づいてウリューは声のボリュームを落とした。

「ご、ごめんねぇ。ちょっと声が大きめになっちゃったみたいだねぇ。オレッチ興奮するとすぐコレだ」

　ウリューにしてみれば、物好きというか気まぐれで初心者チームの集まりに顔を出して、気に入らなければ「なかったこと」にしてもらうつもり……のはずが、うまくすればあの天才が加入しているチームに、自分も名前を連ねられるという空前のチャンスを偶然にも手にしてしまった。嬉うれしさを隠せないといったところか。

「っと、ともかく、オレッチも参加させてもらって構わないよねぇコットンちゃん？」

「もちろんだよウリューくん！　ばっちり稼ごうね♪」

　仲間が増えたのが嬉しいらしく、コットンの表情は明るい。姉は対照的に落ち込みまくっていた。

「わたしなんかが言うのもアレだけどさ。チームを組むなら、それぞれどんな戦闘スタイルか確認しておかない？」

　いじけモードのハナにブリッツがため息を一つ。

「ったく、らしくねぇな。野戦でなんかあったのか？」

「なんにもないわよ！」

　何かありましたが屈辱的なので言いませんと、ハナの顔に書いてある。

「そんなに腐るなって。ああ、そうだ。さっき野戦で勝ちを拾ったんで、ガオンが稼げたんだ。野戦だと勝敗を決めたらフィニッシュ特典で報ほう酬しゆうが増えるんだな。今日は俺がおごるから好きなモノたのんでいいぜ」

　不器用なブリッツができる一番の慰なぐさめはご飯をおごることらしい。

「じゃあフライドチキン……三皿！　コーラもピッチャーでよろしくッ!!」

「わーったよ。頼んでおくからハナから自己紹介な」

　ブリッツが気を回してくれたのが嬉しいのか、ハナはいつものペースを取り戻そうと声を張る。

「えーと、わたしはハナ。専攻はアサルトライフルよ。どっちかといえば防衛側が得意……っていうか、今日は攻撃側に参加したけどさんざんな結果だったの。これからはちょっとは前に出るよう、意識していきたいかな。はいじゃあ次コットンね！」

　姉からマイク代わりの卓上用コショウミルをコットンはつきつけられた。

「え、えーと。コットンです。ハナは実のお姉ちゃんで、最近二人で一緒に傭兵業を始めました。得意武器とかないけど、あえて言うならこの美び貌ぼうと可愛さが」

「はいはいそこまで。それじゃあウリューさんお願いね！」

　妹の自己紹介を勝手に編集してハナはウリューにミルを向けた。

「あ、えーと、こういうのってなんか改まって照れるねぇ。ウリューでっす。実はオレッチもその……コットンちゃんみたいに美貌と可愛さが売り……って、お姉さんそんな怖い目しないで！　ジョーダンだよジョーダンですってば！　えー、でも正直戦闘はからっきしなんです。武器いじったり調整したり、それと今度実装されるって噂うわさの車両関係はスキル取る予定……くらいかなぁ？　あ、あとねＡ．Ｉの研究なんかもしてるんだよねぇ」

「研究って……具体的にはどんなことするの？」

　ハナの質問に少し考えてからウリューは続ける。

「ミッションはやったことあるよね？　Ａ．Ｉが制御してるテロリストって、はっきりいってまだ人間らしい動きができてないでしょ？　そこでオレッチはその思考パターンのプログラムとかを研究してるわけ。簡単に言えばテロリスト用戦闘教本を作ってるって感じかな。オレッチが書いた教本で、もっと強いテロリストに鍛えるってわけよ」

「な、なんかそれってすごそうね。えーとじゃあ次も新人のジンノさんね」

　ハナのマイクがジンノに向かう。

「ジンノです。ずっと一人で戦ってたけど、これからはチーム戦もしてみたいなぁって思って。あとブリッツの戦闘スタイルを、もっとみてみたいっていうのもあるかな。得意武器は特になし。でもだいたいの武器は使えると思うよ。よろしくね」

　ジンノの口から出た言葉は自然体そのものだった。どんな武器でも手足のように使いこなせる。その言葉には虚きよ栄えいも見み栄えも皆無だ。天才にとっては当然のことらしい。

「じゃあ最後にブリッツ！　ちゃんと自己紹介しなさいよ？」

「そう心配すんなって。えー、ブリッツだ。得意な武器はないっつうか、武器は自分の体一つだと思ってる。ま、死なない程度に楽しくやろうや。楽しい顔で食べれば、皿一つでも宴会だ……って言うしな」

　実際に戦ったジンノは解っているのだが、今の説明でウリュー一人が首を傾げている。

「うーん、なんでしょうか……体一つって。まさか本当に素す手ででジーニアスを？」

　ウリューの問いに答えたのはブリッツではなくジンノだった。

「そうだよ。あ、えーとウリューさん。できればジンノって呼び捨てでお願いできるかな。なんだかその呼び名はこそばゆいんだ」

「お、そうなの悪い悪い。ついでにブリッツも呼び捨てさせてもらうけど、問題ナッシングかい？」

　わざとらしくおちゃらけてみせたウリューに「ああ、そっちの方が気楽で助かる」とブリッツも首を縦たてに振る。

「しっかし……素手かぁ。技師の腕が見せられないなぁ。それにまだチームと呼ぶにはメンツが足りないし。バラエティーは豊かだけどねぇ」

　ウリューがテーブルを見回す。特殊な近接戦闘型に、距離を選ばない万能天才。ディフェンス重視のほぼ新米と、マスコットな女の子。加えて技師の五人になる。

「足りないって？　ウリューくん大丈夫だよ！　チームは最低五人いれば結成できるんでしょ？」

「それはコットンちゃんの言う通りだけど、戦力面を考えるとチョッチねぇ。野戦してきたなら解るでしょ？　まず狙撃手。特にスペシャリスト色が強いポジションね。チーム戦じゃ防衛の要かなめって感じかなぁ。それと斥せつ候こう。野戦じゃあんまりお目にかからないケドさ、チームに一人いるだけでずいぶん違ってくるんだよねぇ」

　今まで傭兵業界の事情はハナが一番理解していたのだが、ウリューはそんな彼女よりもさらにつっこんだ知識の持ち主らしい。

「狙撃手は解るけど、セッコウってなに？　彫刻とかやるときに使う白いやつ？」

　聞き慣れない単語にコットンが首を傾げた。慌ててツッコミつつウリューが解説を始める。

「それは石せつ膏こうだよコットンちゃん！　よぉし！　教えてあげましょう！　斥候っていうのはスパイみたいなポジションなんだよぉ。火器は軽量なものに抑えて、脚力をはじめとした基礎体力を強化。素早く相手の陣内に侵入して、敵の数や位置を味方に伝える。情報を盗んで来るのが主な仕事って感じだね。この中じゃブリッツが一番適してるっぽいんだけど……話してみるとあんまり向いてなさそうだし」

　沈着冷静で任務に忠実な性格が向いているとウリューは付け加えた。遊び心の多いタイプにはつとまらないとか。素手で倒すのが信条という趣味に走りまくりなブリッツは、遊び心の固まりだ。

「なるほどな。狙撃手に斥候か。なんか大変だなチーム組むのって」

　ぼそっとブリッツがつぶやいたところで、頼んでおいたハナ専用のフライドチキン三皿の他に、オードブルセットやフライドポテト。コーラにピザにグリーンサラダがテーブルにずらっと並ぶ。

「ま、とりあえず食いながらにしようぜ？」

「ブリッツってば大好き！　このおごり上手ッ!!　プレジデントッ!!」

　おごってもらうのが大好きなコットンが、ブリッツに投げキッスまでして感謝の気持ちを示す。

　難しい話はここで一旦切り上げて、名も無きチームの新人歓迎会は始まるのだった。
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　ハナはコットンがあんまりにもお荷物なのが気がかりだった。もともと上昇志向というか、金銭にこだわるつもりのなかったハナだが、ジンノとウリューが加わって、これからさらにメンバーが増えればそうも言ってはいられない。せめて人並みとまではいかなくても、コットンの快楽乱射病――トリガーハッピーは矯正が必要だ。

　ハナはメンバースカウトをお休みして、コットンと二人練習用ミッションで特訓という運びになった。もちろんコットンのためなのだが、同時にハナ自身のためでもある。先日の野や戦せんで思ったように動けなかったことが悔しかった。自分の動きを確認する時間が必要だと思い、ハナは特訓を決めたのだ。

　ウリューは情報収集を担当した。ジーニアスジンノと実力で肩を並べるというストレイ・シープを、掲示板やネットを使って捜索するらしい。これまでジンノとストレイ・シープはほとんど他の傭よう兵へいと関かかわり合いにならないことから「もしかしたら高性能なＡ．Ｉなのでは？」と囁ささやかれていたくらいだ。ジンノの存在が確認された今、その線で言えばストレイ・シープこそ人工知能なのかもしれない。ストレイ・シープの声を聞いた人間はいない……とか。

　それはそれとして、ストレイ・シープ捜索と並列作業で主要なランカー級、セミランカー級の傭兵情報や、高額な賞金が設定されている大会を、公式非公式問わずピックアップしていく。戦闘に出ることを極端に拒むウリューだが、情報関係にうといブリッツたちには大助かりだ。

　結局スカウトに出たのはブリッツとジンノの二人だけ。ブリッツは手分けした方が良い気もしたのだが、ジンノから「いっしょの方が楽しいよ」と申し出もあり、二人一緒に野戦に赴おもむくことになった。




　行政府を経由して二人が送り込まれたのは夜明け前の埠ふ頭とうだ。巨大な倉庫が主な戦場になる。外も薄暗く倉庫に入れば物陰は真っ暗だ。倉庫自体の照明もそれほど多くはなく、貨物の入ったコンテナが無む造ぞう作さに並べられて死角だらけ。ブレーカーが落ちれば闇やみに支配されてしまう。そのため傭兵たちには小型ライトが行政府から支給された。

　さほど広い戦場でもなく、おのずと近接戦闘になりやすい。死角が多く接近しやすいのはブリッツにはありがたかった。

　さらに通常の拠きよ点てん爆破ミッションとは違い、今回攻撃側は防衛側が守っている要人の暗殺が目的になる。倉庫の二階にある事務所に要人は棒立ちで、殺されるのを待っているという状態だった。外見は金髪の青年で、がっしりとした筋肉質。アメリカの元ハリウッドスター州知事を彷ほう彿ふつとさせる。この要人は防衛側が指示をすることで、ある程度自由に移動させることはできるのだが、相手の傭兵に反撃したり自分の意志で逃亡することはできなかった。そのため防衛側の傭兵たちが体を張って守らなければならない。

　ブリッツとジンノは防衛側で参加。攻撃側を全員倒すか時間いっぱいまで要人を警護できれば防衛側の勝利だ。

　ブリーフィングルームでジンノを見た他の傭兵たちから「本物なのか？」やら「噂うわさじゃブリッツってのと組んでるって……」とか「これって勝ったも同然じゃん」などなど、憶測が飛び交う。

　が、ブリッツもジンノもさして気にはしなかった。指揮官にはジンノが推おされたが、本人が「ごめんね。たぶんそういうのはもっと慣れてる人がいいと思うんだ」と、やんわりお断りしてしまう。

　結局、守備側の指揮は中堅チーム「東とう京きよう銘めい菓か」でリーダーを務める「バナナクーヘン」が担当することになった。ちなみに「東京銘菓」はチーム全員が甘党で血糖値がやばいのが自慢だとか。指揮経験はそこそこだが、自分のチームにジンノがいるという状況なので、おのずとバナナクーヘンの表情もリラックスしてしまう。ジンノが噂通りならまったくもって負ける気がしない。

「えーと、倉庫正面入り口に五人。裏口に二人。天井の換気用通風口出口に二人。要人にはジンノさんとブリッツさんでお願いします」

　ジンノをどこに配置するかが焦点だったが、バナナクーヘンの采さい配はいは防衛側の参加者全員が、おおむね納得できるものだった。要人さえ守りきれれば負けはない。

　ブリーフィングを終えて戦場の時計が動き出す。全員一斉に配置についた。だがブリッツとジンノは初期出撃位置からほとんど動かない。

　要人が待機する事務所の中だ。

「暇ひまそうだな今回は」

　ライトをカチカチさせてブリッツが小声でつぶやく。

「そうだね。なんだか攻撃側のチームは萎い縮しゆくしちゃってるみたいだし」

　チーム分けが終わった時点で、すでに攻撃側の戦意はどこかに吹き飛ばされてしまったらしい。それくらいジンノの名前が持つ影響は強かった。

　戦闘開始から一分が経過。どのルートからも攻撃側は侵入してこない。

　それどころか次々と攻撃側の傭兵たちがドロップアウト……撤退していく。ブリーフィングでも作戦がまとまらず、ジンノの名前を前に攻撃側は降伏という結論に至ったらしい。

「これじゃ練習にもならんな。ジンノは目立つから偽名でも名乗るか？」

「それは無理なんだよブリッツ。個人の特定ができなくなるっていう理由で、一度決めた名前は死なないと変えられない仕様なんだよね。死亡時にメリーに頼めば別人になれるって感じかな」

　ジンノはぽつりとつぶやくと事務所を出る。倉庫は吹き抜けになっていた。事務所を出ると建物の内側をぐるっと囲むような狭い通路と、一階に続く階段があるだけだ。この二階通路から、倉庫一階の貨物が置かれたフロアを見下ろすことができる。一階は身長の倍以上あるコンテナが乱雑に並び死角だらけだが、二階からなら様子が丸判りだ。

　といっても、ブレーカーが落とされてしまえば一階も二階もない。すべてが闇に包まれる。勝敗を左右するブレーカーは倉庫裏口そばにあった。もちろんそこにも防衛側はきっちり傭兵を配置している。

　ブウウウウン……。

　くぐもった音とともに、建物内の照明は一斉に落ちてしまった。

「なんだ？　停電か？」

　ブリッツは暗闇に飲み込まれた事務所内で、ハンドライトをオンにしながら端末の確認をする。どうやら裏口に張っていた二人が倒されたらしい。不意に事務所の扉が開く。ブリッツがライトを向けると……そこにはジンノの姿があった。

「ブリッツ。ライトは使わない方がいいかもしれない」

「攻撃側は全員が諦あきらめたってわけじゃないんだな」

「うん。そうみたいだね」

　ジンノに言われるままにブリッツはライトをオフにした。一階は軽くパニックに陥っている。バナナクーヘンが「全員ライトはオフに。同士討ちはまずいから……」と通信をしている途中で声がくぐもり、小さくなり、ぷっつりと通信はとぎれた。

　侵入した攻撃側の傭兵に倒されたのだろう。

　一階に残っていた防衛側の全員が、暗闇の恐怖に耐えきれず次々とライトを点灯してしまった。ブリッツとジンノは事務所を出て二階の通路から一階の様子をうかがう。

　闇の中にポツポツと光が浮かぶのだが、闇をまとい漆しつ黒こくの影に潜む攻撃側の刺し客かくには、殺してくださいというサインでしかなかった。

　光は一つ、また一つと減っていく。倒した人間のライトを消すことで、明らかにそいつは挑発していた。

「どうやら降りてこいって言ってるみたいだね」

「さっきから銃声は聞こえてないよな。それにやられた奴の悲鳴も上がらないなんて、どういう敵なんだ？」

「ブリッツ……今回は僕にまかせてくれないかな。要人警護を頼むよ」

　普段の鼻が利かない。相性が悪いのか、どうもこの敵からブリッツは匂においを感じ取ることができなかった。

「あ、ああ。悪いが頼む。なんかうまく言えないんだが、この敵はやばい匂いがする。いや違う。匂いがしないからやばいんだ」

「匂い？　それってどういう感覚なの？」

「なんつうか、うまく説明できんのだが……危険な予兆っていうのが感じられれば、その危険から逃げることができるだろ？　だけどその予兆みたいなものが感じられんのだ。鼻が利かない。見えないナイフでも突きつけられてるみたいだ」

「それは間合いが計れないから危険だね。匂い……今は理解を深めず保留にしておくよ」

「なんだその言い方。変なやつだな」

「なんでもないさ。それじゃあ行って来るね」

　バラララララッ!!

　一階に残っていた最後の一人が、同士討ちの危険はないと判断したのか、もうその判断もつかなくなったのかサブマシンガンを乱射した。

　だが１マガジンを撃ちきることすらできなかった。闇の中から伸びる手が息の根を止める。




　ジンノは一階のフロアに降りたった。立ち止まり耳を澄ます。足音は聞こえない。倉庫内は息苦しい沈黙に包まれていた。自分の呼吸音がやけに大きく感じられる。体内を流れる血の動き、脈拍を意識できてしまうくらいの静けさだ。

　ジンノの口元は小さくゆるんだ。こういった死角が多く狭い……アサルトライフルの取り回しがしづらい戦場ならと、全長が短く邪魔にならないサブマシンガンを持ってきた。どんな武器でもお手の物のジンノだが、サブマシンガンＰ90は装弾数の多さと独特のデザインが好みだった。

　そんなサブマシンガンを床にそっと置く。ジンノの頭の中では狙ねらい、構え、撃つ前に殺されるという明確な回答が出てしまっていた。そうなれば比較的軽量なサブマシンガンですら余計な重し……デッドウエイトだ。

「さてと……ナイフが得意みたいだね。じゃあ僕も合わせるよ」

　ナイフを抜いてジンノは歩き始める。相手がどこから来るのか予想すらしていない。余計な力を抜いてリラックス。まるで殺し合いをするという雰囲気じゃない。

　ナイフの殺傷力は間合いによっては銃以上に高い。敵は隠おん密みつ行動を主眼においた斥せつ候こう。その中でもナイフによる戦闘を好む……暗殺者。

「僕は……ケモノだ」

　ジンノは自己暗示でもかけるように、何度も同じ言葉を呟つぶやき続ける。次第にその目から光が消える。ぼんやりと焦点があっているのかもわからない。ふらふらと歩く姿は、墓場を徘はい徊かいするゾンビか幽鬼のようだった。

　かつてジンノが戦ったことのあるナイフ使いは、超一流の腕前だった。その戦い方を再現するように、ジンノは自分の中のスイッチを切り替えたのだ。普段からあまりナイフを使うこともないため、アサルトライフルや狙撃銃の時よりも、切り替えに時間がかかってしまった。




　暗殺者は暗闇の中で息を殺し、標的が自分の目の前を通り過ぎるのを待っていた。全身を黒装束でかため、口の部分を覆おおい隠すようなマスクをかぶっている。全身タイツ姿なので、さながら人間マッチ棒といったシルエットだ。目の部分だけが空いたマスクだが、そこも機械的なゴーグルで隠されていて素顔は判わからない。

　手にはナイフを構えている。光を反射しない黒い刃だ。すでに十人近くを血祭りにあげたが、刃こぼれ一つしていない。柔らかい部分をスッと切り裂く。それだけで人間は殺せる。暗殺者はそのことに酔ってはいなかった。ただただ事務的に、感情を殺して作業する……はずだった。

　ジーニアスジンノの命を取る。普段の作業にはない、小さな高揚感が暗殺者の心に芽生えてしまう。

　暗殺者の目の前を標的が横切った。心臓は高鳴るが暗殺者の動作は機敏で静かだ。音をたてずに動き出す。背後から標的の口元を抑えると同時に、首筋に刃を立てて引く。イメージした通りに暗殺者の体は動いていた。

　だが、次の瞬間標的の姿はこつぜんと暗殺者の前から消えてしまう。暗殺者が後ろから口元を抑えたはずの手は、むなしく空を切った。

「いい動きだ……けど……反応がコンマ五秒遅いね……それとも、殺されたかったのかな？」

　暗殺者の首筋にぴたりと冷たいものがあてがわれる。ジンノはほんの少ししゃがみこむようにして体勢を低くし、口封じの手をかわす。暗殺者のバランスが崩れたところで回り込んで、その首に自分のナイフをあてがった。

　暗殺者は呼吸をすることさえ忘れて、あっけにとられる。蛇に睨にらまれたカエルの気持ちだ。ジンノが軽く力をこめてナイフを引けば、その瞬間暗殺者の命は終わる。

　心臓が高鳴る。苦しみから解放される。死は目の前だ。今まで奪う側でしかなかった自分が、ついに圧倒的な強者の前に組み敷しかれ、踏みにじられ、蹂じゆう躙りんされ……ゴミクズのように殺される。

　暗殺者はその瞬間を暗闇の中で待った。だが……訪れない。




　不意にブレーカーが復旧して倉庫内の照明が回復した。一階から再び階段を登ってブリッツが二階通路から顔を出す。ちょうどコンテナ迷路の真ん中あたりで、暗殺者にチェックメイトをかけたジンノの姿を発見した。

「だめじゃないかブリッツ。要人の警護を任せたのに」

「一瞬だが匂いがして……嫌な予感っつうかな。でもいらん心配だったわけか」

「じゃあさっさと殺しちゃうね」

「いやいや待てってジンノ。なあ黒い人。たった一人でここまで戦えるなんてすごいな。俺たちの仲間にならんか？」

「……仲間？」

「そうだ。このまま死ぬよか全然いいだろ？」

　暗殺者は首を横に振った。

「……ひとおもいにやれ」

「だってさ。どうしよっかブリッツ？」













「ナイフでとどめはやめろッ!!　殺すのはダメだ。死んだらつまらん。それに一度殺したら、次に会うときになんか気まずい。相手にとって自分が仇かたきになるのは嫌だろ？　それに黒い人だって、ここまで築き上げてきたものがあるんだ。なくなっちまうのは悲しいだろ？　だからこういう場合は殺しはＮＧだ。もう勝負はついたんだしな」

　ブリッツの口調は真剣だ。

「うーん、懐かい柔じゆうするのはもともと仲間を増やすって目的に添うし、この暗殺者の戦闘力はかなり高いから仲間にするにはうってつけだけど……本人に従属の意志がないなら、ここで始末した方がいいんじゃないかな？」

　ブリッツ自身は相手を殺さず倒すことに奇妙なこだわりを持っている。状況が許すかぎり殺さないし、自分の仲間にも殺させない。もちろん弾の当たり所によっては、狙っていなくても相手を死なせてしまうことは多々あるのだ。それはブリッツも承知している。

　今回のケースは殺さなくても済むパターンだった。すでに敵は残り一人。その一人をジンノが今のところ殺さずに確保している。

「ブリッツ。敵はきっちり倒さないといけないよ。彼は防衛側の……僕らの仲間を皆殺しにしたんだ。それこそ仇討ちは必要じゃないか？」

「それは解る……けどな……やめろッ！　ジンノッ！　殺すなッ!!　今は殺さなくてもなんとかできる状況だろうがッ!!」

　二階の通路のフェンスを飛び越えて、ブリッツが無造作に積まれたコンテナの上に飛び降りる。さらにコンテナの上を駆け抜けて、ジャンプで隣のコンテナの上へ。

　あっと言う間にジンノの元へと飛んでくる。コンテナから飛び降りてブリッツが止めに入ろうとした時には、すでに暗殺者は床に倒れ伏していた。

　ジンノの胸ぐらを摑つかんでブリッツが吠ほえる。

「お前ッ！　お前なあッ!!」

　ＡエーＳエスの世界で正しいのはジンノの方だ。それはブリッツも理解している。だが心が納得できなかった。

「同じようにして多くの傭兵を彼は手に掛けてきたんだろうね。だからかな……彼には討たれる覚悟があったみたいだ……潔いさぎよかったよ」

　背筋が氷るような冷たい表情。ジンノの声には感情が欠片かけらも宿っていない。

「……なーんてね」

　だが、倒れた暗殺者が灰色の死体に変わることはなく、ジンノがイタズラっぽく笑うのと同時に、戦闘終了のブザーが倉庫に鳴り響いた。




　行政府のロビーで先ほどの暗殺者が一人、長いベンチに座ってブリッツとジンノを待っていた。

　防衛側の傭兵たちの姿はない。見事な全滅っぷりだ。

「なぜ殺さなかった？」

　生き残ったことを喜ぶという感じではない。暗殺者の口調には静かな怒りがまざっている。それはブリッツとジンノに向けられていた。

「お、おいジンノ……どういうことだ？」

「言ったじゃないかブリッツ。ちゃんと倒したって。首筋に手しゆ刀とうをたたき込んで気絶してもらったんだよ」

　意地悪っぽくジンノは笑う。その笑顔にブリッツはほっと胸をなで下ろし、暗殺者は逆に一層不機嫌になった。

「ねえ。君……名前教えてよ？　君の口から聞きたいな」

　戦場でみせた冷たい表情が噓うそのように、ジンノは人なつっこい笑みを浮かべる。

「シャドウ……」

「ねぇシャドウ。ブリッツって結構おもしろいでしょ。この世界で敵の命にまでこだわるなんて」

「変人だ」

　ブリッツは思わず「失敬な！」と声に出そうとしたのだが、その口をジンノは抑える。二人のやりとりにため息をつきながら、シャドウは暗視機能のあるゴーグルを外して、頭からすっぽりかぶったマスクを脱いだ。黒髪。しかも長髪のストレートで、眉び目もく秀しゆう麗れいな顔立ちの青年だ。

「なぜジーニアスはこんな男と連つるんでいる？」

「ブリッツとならおもしろい戦いができると思ってね」

「おもしろい……か」

「君もいっしょにどうだい？」

「無理な話だ。私は……殺あやめる運命なのだから。誰と組んでもおもしろくはできない」

　シャドウの台詞せりふはどこか芝居がかって聞こえるが、本人は大まじめらしい。

「別に殺すなとはいわねぇよ。ただ、さっきみたいな状況なら話は別ってだけだ……」

　先ほどはとっさに仲間に誘ってしまったが、半分はジンノに殺させないための方便だったのかもしれないとブリッツは省みる。

　こうして対たい峙じしてみても、ブリッツはやっぱりシャドウから生気を感じられなかった。図太い性格のブリッツでも、未知のものには自然と恐怖心がわきあがってしまう。どうもシャドウの持つ雰囲気が苦手だ。

「今回も防衛側で私が倒した傭兵は全員死亡した。これが私だ。狙っていなくても自然と急所に攻撃が入ってしまう。ナイフが相手の首筋に吸い込まれるように……おかげで恨みを買うことも多い。だから私はどのチームにも属さない」

「チームに迷惑がかかるから……かな？　致死率が極端に高いのもある意味才能かもね。ブリッツとは違った興味深さがあるよ……ところで僕の名前を見て逃げなかったのは？」

「ジーニアスが本物ならば、私と互角に戦えると考えたからだ。だが私の思い違いであった。完敗だ」

　いっそ殺してくれればよかったのに。そんな言い回しに聞こえてしまう。

「うーん、なんでそこまでして傭兵やってんだ？」

　ブリッツの疑問にジンノもうなずく。敵を倒すこと、殺すことを楽しんでいるという雰囲気ではない。むしろシャドウの口振りは辛そうだ。

「……理由か。考えたことはない」

（――はぁ……なんか小難しい奴だなコイツ）

　質問したことを後悔しながら、ブリッツはやれやれと肩をすくめる……のだが、自分の中のルールに素直すぎて常識からはみ出ることの多いブリッツも、十分に変人だった。性質は違うが変人という点ではブリッツとシャドウは似たもの同士だ。

「二人ともコーラでいいよな？　今回も勝ちを拾ったんだ。おごらせてくれ」

　言い残してブリッツは自販機に向かった。

　ブリッツが背を向け歩き出したのを確認すると、ジンノの表情から笑みが消える。

「シャドウ。僕らの仲間になれ。これは命令だ」

　二重人格のように、無む邪じや気きな表情からジンノの顔つきは加か虐ぎやく的なものに変わっていた。絶対遵じゆん守しゆを強要する冷たい口調、表情、すべてがシャドウの背筋を震わせる。戦場でシャドウは恐怖を感じることはなかったのだが、こうやってジンノと対峙していると、自分にも人並みに感情があるのだとシャドウは再確認させられた。

　ゾクゾクする。身震いが止まらない。冷たい声に脳がゆさぶられる。

「断れば？」

「君は死にたがりなんだろ？　自分よりも強いものに蹂躙されたい。そんな願望があるんじゃないかな？　だったら僕は君を殺さない。受けてくれるなら、君が望む形で最高の死を味わわせてあげるよ」

　シャドウの心は氷の微笑を浮かべる悪魔の誘惑に、すっかりとらわれてしまっていた。殺し文句とはいうが、実際に殺す約束をジンノはしてくれる。

「……承知した」

「やっぱりそういう人間だったんだね。君みたいなタイプは以前にある程度学習済みだけど……ブリッツのためにもしばらく僕につきあってもらうよ。それと、僕に殺してほしいなら他の傭兵に下手に倒されない方がいい」

　コーラの缶を三本抱えたブリッツが戻ってくると、ジンノの表情はすっかりいつもの、どこか幼さが残る笑顔に戻っていた。

「お帰りブリッツ！　一本もらうね」

　缶を一つ手にとってジンノはプルトップを開封する。

「で、どうするんだお前？」

　ブリッツが手渡したコーラをシャドウは受け取った。

「しばらく世話になる」

「そうかそりゃあよかった……ん？　どうやったんだジンノ？　さっきまで全然仲間になりそうにもなかったのに」

「それは企業秘密だよ。ね？　シャドウくん」

「……仰おおせのままに」

　ブリッツが席を外した数十秒の間に、二人は主従関係を結んでしまったらしい。

　少し不気味な雰囲気もするのだが、こうしてブリッツたちに新しい戦力が加わるのだった。
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「と、いうわけでシャドウが斥せつ候こう役をしてくれることになった。仲良く頼むな」

　いつものＢＡＲバーのいつものテーブル。そろそろ名前が欲しいブリッツたち無名チームは全員集合していた。

　戦闘中でもないのにシャドウは頭からすっぽりボディースーツに身を包み、暗視ゴーグルという出いで立ちだ。ボンベを背負って足ひれでもつければ、陸おかサーファーならぬ陸ダイバーの出来上がりだった。

「ちょっと……大丈夫なのこの人？」

　ブリッツに小声でハナが確認する。みるからに怪しいうえに、テーブルにきて紹介されてからほとんどしゃべらない。

「シャドウって……まさかダークストーカーのシャドウッ!?　うわっは～～！　これはすごい！　このチームもしかしたら化けるかもしれないねぇ」

　テーブルの上に置いたノートパソコンのキーを先ほどからずっと叩たたいていたのだが、全身黒タイツの名前を聞くなり手をとめて、ウリューのテンションがいっきにあがる。

「なんだよ。有名なのかシャドウって？」

「ジンノほどじゃないけど、ソロで活躍する傭よう兵へいとしては……ある筋には特に有名さぁ。狙ねらわれたら最後ッ！　決して生き残ることはできない死神。影に潜み闇やみとともに近づき死の淵ふちへと引き込む暗黒の追走者ってねッ!!　特にその殺傷能力の高さはランカーにとって恐怖のまと。一時期ランカーたちが結けつ託たくして、集中的にダークストーカーをサツガイしようとしたって噂うわさが流れたくらい。なのに死なない！　他人は殺しまくっても自分は九死に一生を得まくる幸運の持ち主ッ！　あ……えーと、怒った？」

　途中から他のメンバーたちは半分も聞いていなかった。これでは技師の独り言だ。

　せっかく口数の少ないシャドウ本人に代わって説明したのに……と、ウリューはがっくり肩を落とす。

「ど、ドンマイだよウリューくん！　あたしもメロンソーダに夢中でよくは聞いてなかったけど、ウリューくんのがんばりは認めるからッ!!」

「ありがとうねコットンちゃん！　でも聞いてなかったってところは言わなくていいんだよぉ。オレッチのガラスのハートは今にも砕けちゃいそう」

　胸のあたりを抑えて、ウリューはノートパソコンを閉じるとばたっとテーブルに倒れ込む。

「ああッ!!　しっかり！　しっかりするのよウリューくん！　傷は浅いんだから！」

「もうオレッチはダメだよ。死ぬときは女の子の胸の中って決めていたのに……」

　ゆっくりした動作でコットンに抱きつこうとしたのだが、ウリューの腕はひらりとかわされてしまう。不意にコットンのケータイ端末が鳴ったのだ。それを取るついでにウリューの抱ほう擁ようからも逃れるコットン。

「あ、ごめんねウリューくん。メールみたい」

「……む、無念」

　おしゃべりな技師を放置して、コットンがメールの内容を確認する。

「ふむふむ……えーと……うーん。なんだろこれ？」

「ちょっと見せてみなさいよ」

　ハナが横からコットンの受け取ったメールをのぞき込んだ。そして妹と同じく小首を傾かしげる。

「これって相当不気味な文面よね。なんていうか解読不能？」

　それがハナの正直な感想だった。

　シャドウは微び動どうだにしない。戦闘以外でチームメイトと交流するつもりは一切ないらしい。ウリューは放置されたショックで、ノートパソコンを抱えつつテーブルにつっぷしたままだ。

「僕にも見せてよ」

　コットンは自分の端末の画面をジンノに向ける。

「光の戦士……転生と輪りん廻ねが……神の抱擁……ＺＺＺｚｚｚ」

　途中でジンノは電車の中で居眠りする人よろしく、首をこくりこくりとさせてしまった。ここまできてブリッツがそのメールを見ないわけにもいかない。

「なんだよ。どれどれ……ああ、こりゃあれだ。呼び出しだな」

「え、ええーッ!?　なんでこんな文章なのに意味が解わかるのよ？」

　ハナが素すっ頓とん狂きような声をあげるが、ブリッツは平然と「ちゃんと書いてあるんだから解るだろ？」と俺ルール的な返事をしてみせた。

「要するに、指定された時間にこの野や戦せん場で会わないかって。憶えてるだろ？　俺たちが最初にここのＢＡＲの掲示板でメンバー募集したときのこと。その張り紙に載ってたアドレスをみつけたみたいだぜ？」

「ま、まさかブリッツ。行かないわよね？　だってこのメール、明らかに電波っていうか……お花畑系よ？　太たい陽よう神しんの生まれ変わりって単語、普通待ち合わせで使わないでしょ？　っていうか待ち合わせでなくても使わないわよ！」

　ハナの悲鳴にブリッツは首を横に振る。

「いや、どうも狙そ撃げき手しゆらしいから会うだけ会ってみよう」

「ブリッツなんで狙撃手ってわかったの？　コットンちゃんにはちょっと高度すぎてお手上げなんだけど」

「えーと、この三行目のところ。我が目は鷹たか。爪つめは獲物の頭を摑つかみて、一瞬でその魂をヴァルハラへと運ぶもの。だな」

「ごめんブリッツ！　わかんない！　あたしわかんないよッ!!」

　一同の心の中をコットンが代弁する。

「なんか俺たちってついてるな。探しに行かずに狙撃手の方から仲間になりにきてくれるなんてよ」

　一人ブリッツはお気楽に笑いながら、コーラをぐびぐびやってみせるのだった。




　流りゆう砂さ遺跡ツヴァイは流砂遺跡戦場の改良型だった。ノーマルの流砂遺跡と同じく景観はパルミラ遺跡風なのだが、フィールドが広くなったせいで戦闘が散漫になってしまい、人気が出ずにすっかり過か疎そ化という状態だ。

　今では野戦で使われることもほとんどなくなり、フリーフィールドとして開放されている。こうして街中以外で集まるにはちょうどいい。

　ブリッツたちを待っていた女は、薄い褐かつ色しよくの肌に銀髪だった。まっすぐでサラサラとした髪は銀の糸のようだ。長身のモデル体型。その上チャイナ服をベースにしたような戦闘服で、脚きやく線せん美びはもちろんのこと服の背中がまるっとあいてしまっている。必要以上に露出度が高い。

　自分の身長ほどもあるロングバレルの狙撃銃を、太ふと股ももにはさみ抱き込むようなポーズでブリッツたちを待っていた。太股のあたりからはさみ込んだ銃身がそそり立ち……なんとなくいやらしく見えてしまう。













　同性のハナやコットンは目のやり場に困っていた。大喜びのウリュー。マイペースなせいか、特に感慨もわいていなさそうなジンノ。放ほうっておくと「コーホー」と呼吸器がないのに、どこかの暗黒卿きようのような呼吸を始めるシャドウ。無口なせいで口癖も無いのだが、この呼吸の仕方がシャドウの癖らしい。もちろん狙撃手の刺激的なポーズに対しては興味ゼロだ。

　そんな中、ブリッツはというと。

「挟みこんだ銃身を祭さい壇だんに見立てたか……メールにあった『荒あらぶる神を鎮しずめる姿勢』……お前がナスカだな？」

（――セクシーなポーズなのにそんな仰ぎよう々ぎようしい名前ついてるのーッ!?　っていうかなんでポーズの名前言い当てられちゃうわけーッ!?）

　ハナは心の中でツッコミをいれてしまっていた。というか、そのポーズのことを知っているブリッツもブリッツだ。

「ね、ねえブリッツ？　そのポーズって結構有名なのかな？　もしかしてブリッツってオカルト系な人だったりしちゃうわけ？」

　不安そうにコットンがブリッツを見つめるのだが、ブリッツは手のひらであおぐように「ないない」と否定した。

「いや、なんとなくそんな雰囲気がしたんでな」

「あ、そうなんだ。ブリッツの直感はすごいから一安心だね♪」

　妹はそれで納得したのだが、姉はというと「いや、直感でそう思うっていうのもそれはそれで問題ありな気がするんだけど」と、吐息混じりにつぶやく。

「はて……ナスカ……ナスカっと」

　ブリッツの口から銀髪女の名前が出て、伸びきった鼻の下をもとにもどしウリューが腕組みしつつ小首を傾げ……直後に爆発した。

「ああ！　お、思い出したぁッ!!　不幸の魔ま弾だんのナスカッ!!　や、やばいよぉ。彼女はまずい！　ささ、みんな帰りましょー！」

「あれ？　どうしたのウリューくん顔色悪いよ？」

「コットンちゃん。彼女はまずいんだよねぇ。不幸の魔弾に関かかわると、もれなく周囲の人間は呪のろわれて不幸になるって噂が……」

　顔面蒼そう白はくな技師の話に、ジンノの表情がぱぁっと明るくなる。

「それっておもしろそうだね。不幸か……どんな不幸なんだろう」

「……コーホー」

「シャドウも気になるってさ」

　まるで金魚と会話する赤い毛玉のパペットのように、ジンノは妙に嬉うれしそうだ。

「ようこそ光の戦士たち」

　ようやくナスカが口を開いた。次の瞬間、ハナとコットンとウリューが同時に後ずさる。

「ね、ねえ今……言ったわよね！　猛烈な電波ワード！」

「お姉ちゃん怖いよ。怖いよぉッ!!」

「だ、だだだ、大丈夫だって二人とも。オレッチがついてるから」

　奥歯をカタカタとさせながら、この中で一番不幸の魔弾に詳しい技師が、無理矢理笑顔をつくってみせた。引きつってしまっていて余計に怖い。

「ね、ねえウリューくん。不幸の魔弾ってそんなにすごいの？　今、片へん鱗りんをちょびっとだけ味わったけど」

「狙撃の腕は確かみたいなんだけどね、彼女が参加した野戦は彼女以外敵味方全員死亡した……とか、傭兵街で彼女が食事をしたＢＡＲは、必ず食中毒が発生して潰つぶれてしまう。ほかにもチームを組めば味方の武器がことごとく装弾不良を起こして故障する。設置したはずのプラスチック爆弾が誤作動を起こして爆発しない。もしくは設置した瞬間に爆発。黒猫が横切る。新品のブーツのひもが切れる……ｅｔｃ．ｅｔｃ」

　おそらく尾お鰭ひれ背せ鰭びれがついて肥大化してしまったであろう噂なのだが、ひもとくほどにどんどん鬱うつになっていくウリュー。だがこれだけ話せばさすがのブリッツも「仲間にしよう！」とは言わないだろう。

「よしナスカ。俺たちの仲間になれ」

「そのような軽い気持ちでお話をされても、受けかねますわ」

「そう言わずに頼む」

　ウリューは凍り付いていた。ブリッツはまったくもって忠告を聞いていない。そのうえさらにこちらを呼びだしたくせに、ナスカは仲間になることを拒んでみせる。無茶苦茶だ。

　そのまま「じゃあ、他をあたるさ」とブリッツがなってくれればそれで良かったのだが、彼は珍しく執着心をみせた。ジンノが小さく笑う。

「ねえブリッツ？　もしかして例の……匂においってやつかな？」

「お前も解るようになってきたな」

　言われてナスカが少し眉み間けんにしわをよせる。

「わたくし戦いくさの園に出向く時は、禊みそぎをかかしたことはありません。入浴剤はバラの香りを愛用しておりますわ」

「そうなのか。おしゃれな奴だな」

　どうにもブリッツがこの電波スナイパーに興味をもつことが、ハナには理解できなかった。いや、逆にこれだけ変人なナスカにブリッツがこだわるということは……。

（――まさか一ひと目め惚ぼれッ!?　ブリッツってああいうお姉さん系が好みなのかな……って、な、なんでそんなこと考えるのよわたしッ！）

　ハナの気持ちをかぎ取る嗅きゆう覚かくはないらしく、ブリッツはナスカとの交渉を続けている。

「それでは本題に入りましょう光の戦士たち。わたくしはヴァルハラよりまいりました。今、この世界は闇に飲まれようとしているのです。わたくしはそんな世界を救いたい。ですが……たった一人では世界に対して、あまりに無力」

　ナスカは銃を手に、天を仰あおぐと祈りの言葉を続ける。

「ですから……光の戦士たちよ。今こそどうかその力を示してほしいのです。あなた方が真に平和を望み愛する存在であるなら、どのような試練も乗り越えられるはず……」

　ジンノは途中で飽きてしまったのか、首をコクリコクリとさせている。器用な立ち寝っぷりだ。シャドウは言うに及ばず「コーホー」を繰り返す。

　ハナとコットン、それにウリューはさらに二歩三歩引いていた。ナスカの奇妙な雰囲気に対応できているのはブリッツだけだ。

「えーと、つまりアレか。仲間になりたいってことだよな？」

「違いますわ。ちゃんとお聞きになってくださいませ」

「大丈夫だって。お前の不幸体質なんてこっちは気にしねぇからよ」

　笑い飛ばすようなブリッツの表情に、ナスカの顔がみるみる赤くなっていく。

（――え、ええーッ!?　今のでなんでそうなるの？）

　愕がく然ぜんとするハナを後しり目めに、ブリッツが握手の手を伸ばす。ナスカもまんざらではなさそうだ。

「わたくしの……運命の人」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　なんでいきなり二人の関係性が密接っぽくなっちゃうわけ!?　初対面でしょッ!?」

　我慢しきれずハナが二人の間に割って入ろうとしたとたん、突然全員の端末に「警告」の文字が浮かぶ。敵襲の表示だった。人数は一人。フリーの戦場なのにあえて単独で敵側に入ってくるところが不気味でならない。

「あぁ……運命がわたくしたちを引き裂こうとする。こうして前世で契ちぎりをかわした貴方あなたと、百年の時を経てようやく再会できたというのに。これも試練……この試練にうち勝てたなら……わたくしは貴方のためにまた、この命を捧ささげましょう」

「何言ってるんだお前は？」

　きょとんとするブリッツだが、すっかりナスカはその気らしい。顔が恋する乙女のそれになってしまっていた。

　端末の表示をみると敵側で乱入してきた傭兵は「ボマー」という名前らしい。コットンが例の如ごとくウリューの顔色を窺うかがう。青を通り越えて少し緑っぽくなっていた。

「しょ、しょしょしょ……処しよ刑けいボマーってぇ！　ブリッツってなんなの？　奇人変人を収集する運命の持ち主とか？　オレッチもいろいろ見てきてる方だけど、これってオカルトじみてるって！　そのうち本当にストレイ・シープまで出てくるかもしれないッ!?」

「ウリューくん異議ありだよ！　お姉ちゃんたちはともかく、それじゃあたしまで変人みたいじゃない！」

　ほっぺたを膨らませて抗議するコットン。「可愛いくらいしか特徴がない」と本人は思っているのだが、そう思えてしまうあたり充分に変人の素養アリだ。

「いやごめんねぇ……だけど本当に心臓に悪いって。どれくらい心臓に悪いかってのを、ちゃんと説明しなくちゃね。処刑ボマーもこれまたソロで活動する傭兵なんだけど、その戦闘目的は爆破、爆殺、皆殺し。野戦で仲間もろともやっちゃうっていうんだよ。爆発物のスペシャリスト……って、これまた珍しいよねぇ」

「そいつはおもしろいな。仲間になりたいのか？」

　いきなり二人も仲間が増えたとブリッツは笑顔になっていた。ハナは頭が痛い。

「何言ってるのよ！　ウリューの話聞いてなかったの？　仲間まで爆死させるような危なっかしいのと、どうしてチームが組めるとか思っちゃうわけ？」

「ハナの言うことにも一理あるな……でも、仲間になる可能性だってあるだろ？」

「勧誘する前に攻撃されたら元も子もないでしょ！」

「そりゃそうだが……爆弾使いなんておもしろいのに勿もつ体たいねぇ」

　ブリッツたちのやりとりに目を細めながら、ジンノはシャドウに小声で指示を出す。

「先行して情報収集ね。新装備の出番だよ」

「……御ぎよ意い」

　音も立てずにシャドウは走り出す。ジンノもとりあえず自前のサブマシンガンをチェックした。ブリッツがしぶしぶ準備運動の屈くつ伸しんを始めながら確認する。

「で、ハナはいいとしてコットンは大丈夫なのか？」

「うん！　もう乱射しないよ★　お姉ちゃんとしっかり練習もしたし。じゃきーん！　このサブマシンガンが目に入らぬかぁ！」

　下手すればちょっと大きめのハンドガンで通ってしまいそうな、小型サブマシンガンを手にコットンは自信満々に胸を張った。




　おのおの戦闘準備をする間に、敵味方関係なく戦場の全員に無線回線が開かれた。乱入者の演説が始まる。

「獲物ぉ……獲物獲物獲物獲物発見～～！　日頃の行いの良さだぁ！　ヒーッヒッヒッヒッヒ！　被告どもに判決を言い渡すぅッ!!　全員爆殺死刑皆殺しぃぃぃ!!」

　やけに甲かん高だかい声が無線から垂れ流される。最初から脳内麻薬がどぷどぷ溢あふれてしまっているようなテンションだ。さっそくウリューが尻尾しつぽを巻いた。

「悪いねぇ。後方支援だからオレッチは下がらせてもらう！　みんなの健闘を祈るよ！」

　逃げる姿勢を誰も責めない。それどころかハナにはウリューの判断が一番的確におもえた。

「みんなおかしいわよ！　なんでわざわざ戦うの？　別に今回は無視して逃げちゃってもいいじゃない？」

「なあハナ。そうしたらナスカが仲間にならんだろ」

「い、いいじゃないの別に！　狙撃手なら他にもいるんだし」

　どうもナスカの参入にハナは否定的な様子だ……と、ブリッツが思うのはそこまでだった。彼女の心の機き微びにはブリッツの鼻はまったくもって役に立たない。

「お前なんで怒ってるんだ？」

「怒ってないわよ！」

「ん～～なら戦闘準備な。で、ナスカはどうする？」

「わたくしはここで待たせていただきますわ。貴方の帰りを……永と遠わに」

　ナスカのブリッツに向ける熱い視線がハナには気にいらない。

「戦う気がないならウリューみたいに戦場から出てなさいよ！」

「いやハナ。こいつはいいんだ」

「なんでブリッツまで肩もつわけ？　なんなの！　二人って元々知り合いとかなの？」

「前世からのつながりに導かれて、こうして再び出会えたのです。まだブリッツは転生後遺症の影響で記憶が完全に蘇よみがえっていないだけですわ」

　ぽんやりと頰ほおを赤らめるナスカに、ますますハナの機嫌は悪化していった。だがブリッツはナスカを仲間にいれると決めてしまったらしい。

　一番はここで処刑ボマーに負けて、ナスカの方から離れてくれればいいのだが、ハナ自身死ぬのはごめんだった。

（――ああ～～ッ!!　もう、どうしたらいいのよッ!!）

「じゃあここで狙撃な」

「わかりましたわ。わたくしの銀の弾丸は光となって……」

　その後もナスカの口こう上じようは続いたのだが、ブリッツは右の耳から左の耳に聞き流しチーム分けに入る。

「えー、じゃあナスカはここってことで。ちょうど防衛拠きよ点てんだし、マップの角に陣取れば、遺跡通路ルートと迂う回かい路ろのどっちも押さえられる。で、遺跡通路ルートはコットンとハナ。先行しなくていいから曲がり角んとこに標的が来るまで待機。接敵したら迎撃しつつ後退。この拠点に誘い込む。そこをナスカが狙撃で支援して叩く感じだな。俺とジンノは迂回路側から戦場をルート順になぞっていって、先行したシャドウの情報をもとに虱しらみ潰つぶしにしていく。んなとこか？」

　ブリッツのおおざっぱな作戦を聞きながら、ジンノは「うん、じゃあ早速行こっか？」と、ブーツのひもを結びなおして笑う。

　ブチンッ！

　いつも通りの力のいれ加減にもかかわらず、靴ひもはいとも簡単にちぎれてしまった。他の誰も気づいていない。わざわざ教えて不安を煽あおることもないと、ジンノは判断する。

「不幸か……おもしろいね」

　気にせずひもをだらっとさせたままジーニアスは立ち上がった。

　不意にチーム回線の通信が入る。

「……こちらシャドウ。敵影なし」

「さ、早くしないとシャドウが寂しがるしね」

「ジンノ、お前あいつの気持ちがわかるのか？　ある意味すごいな」

「一度同じようなタイプの人間を理解してるから。彼もそういえばナイフ使いだったな。あ！　別に昔の仲間とかじゃないよ。ちょっと野戦で戦ったことがあるってくらいで」

　時々ジンノは彼特有の言い回しをすることがあった。別段ブリッツは気にもとめず走り出す。

　こうして流砂遺跡ツヴァイ戦は幕を開けるのだった。




「ねぇねぇお姉ちゃん！　特訓の成果をみせちゃおうよ！　あたしたちでボマーをやっつけるの！」

「あんたねぇ……この前の特訓でもテロリストを倒したの全部わたしじゃない？　確かに無駄撃ちっていうか、無意味な乱射はしなくなったけど……」

　遺跡の出入り口から離れた通路の角で、手鏡を使ってハナは様子を窺い続けていた。距離にして三十メートル。遺跡内は暗い。中からボマーが出てきたところを押さえるのが姉妹の役目だ。

「あのねお姉ちゃん……あたしこのままだとお荷物になっちゃうよ。だってみんなスゴイ人ばっかりだし……それなのに」

「なに落ち込んでるのよ？　あんたはそういう性格じゃないでしょ？」

　落ち込みたいのはむしろこっちの方だ。と、思っていてもハナは口にしなかった。ブリッツとの差はどんどん開いていく。それはＩＤに表示される戦績という、数字的なものだけではない。さっきのチーム分けもブリッツはごく自然にこなしてみせた。すっかりチームのリーダーといった風格だ。

　ハナはそんなブリッツにおんぶに抱っこな自分が嫌だった。何か一つでもいいから、ハッキリとした役割やポジションが欲しい。正直に言えば狙撃手の登場でいっそう焦りが強くなっていた。

「でもでもでもッ！　お姉ちゃんだってもっとアピールしないと！　でないとあのナスカって人にブリッツのこと取られちゃうよ？」

　コットンがハナの急所を一撃で貫つらぬく。こういう時の妹は言葉の無駄弾を一切撃たない。

「あんたいきなり何言い出すのよッ!?」

　慌てるハナにコットンは小さく首を傾げてみせた。

「あれ？　違ったの？　お姉ちゃんってブリッツのことが好きだから、一緒にいるんじゃないの？」

「ど、どーしてそうなるかなぁ」

「だって普通に傭兵するなら、ブリッツみたいなちょっと変わった人とは組まない方が効率もいいでしょ？　ガオンでごちそうしてくれるのは嬉しいけどね！　でも、やっぱり普通のチームの方が稼げると思うし」

「そりゃそうだけど……でも好きとかそういうのじゃないの！　断じて違うわ！」

　姉の否定する顔は真っ赤だった。怒っていて赤いのか恥ずかしくて赤いのか、実の妹にも判断がつかない。

「うーん。お姉ちゃんってば、じゃあなんでブリッツといっしょにいるの？」

「あいつ……おもしろいじゃない！　それだけよ」

　自分の直感、感覚を信じてそれに身をゆだねる。だからなのかブリッツはいつも、戦闘で勝利したときはきまって「勝ちを拾った」なんて言い方をする。まるっきりの偶然ではないのだが、偶然を味方につけているような……ハナが持っていない何かをブリッツは持っていた。

　自分にないものを持っている人間がいた場合、嫌うか憧あこがれる。自分のできないことをやってのけるブリッツがうらやましくて、妬ねたましくて、そしてどこかでハナは憧れていた。一緒にいるほど開いていく距離感を、目まの当たりにさせられるのは歯がゆい。けれどブリッツの元を離れて傭兵を続けるのは、想像してみるとまるでおもしろくない。

「うーん。まぁ今はそういうことにしておいてあげるね！　それじゃお姉ちゃん！　さっそく探険に行こうよ。もうお荷物なんて言わせないんだから！」

　角から無防備に飛び出して、コットンは遺跡の入り口に駆けていった。

「ちょっと待ちなさいってば！」

　慌てて追いかけるハナ。だが、アサルトライフル持ちのハナに比べて、軽量な小型サブマシンガンを携帯しているコットンの方が足が速い。

　暗い死角だらけの遺跡内部に、何の警戒もせずコットンが足を踏み入れた。

　こういう時の妹の無茶は、決まってろくなことにならない。ハナはアサルトライフルを投げ捨てていた。一秒でも早く止めないと手遅れになる。

　ブリッツのような「匂い」を感じることはハナにはできないが、妹に関する悪い予感だけは良く当たる。

「だめッ！　コットン止まってッ!!」

「ほぇ？　なんかひっかかったような」

　ピアノ線だった。接触起爆型のトラップだ。

　ハナがコットンの体を抱きしめて、遺跡の外に引っ張り出そうとした瞬間、爆音とともに遺跡の天井が吹き飛ぶ。二人の少女を巻き添えにするようにして……。




　爆音は反対側のルートから進行するブリッツたちの耳にも届いていた。直後に端末に表示されるハナとコットンの名前。マップからも二人の姿は消えていた。

　遺跡の入り口前でジンノが立ち止まる。

「あの二人どうしたんだろう。相手は処刑ボマー。爆弾使いなら手しゆ榴りゆう弾だんでも投げられて気づかなかったか……ううん、違うね。ブリッツの指示を無視してつっこんだんだ。手榴弾にしては爆発の規模、威力が大きすぎるし」

「急ぐぞ……止まるな」

　ブリッツが遺跡の入り口を確認する。素人しろうと目めだが罠わならしい仕掛けは見あたらない。

「でもこれでちょうどよかったかもね。あの二人がいるとブリッツは戦闘に集中できないみたいだし。初級レベルなら良いんだけどね……ここから先の領域では、彼女たちはブリッツにとって負担にしかならない。今回でそれがハナにもコットンにも自覚できたんじゃないかな？　こういうのを怪け我がの功名っていうんでしょ？」

「それ以上言うな……」

　普段より口が回るジンノだが、ブリッツの反応は悪い。

「どうしたんだいブリッツ？　二人が死んだかもしれないことに、憤りを覚えたのかな？　でも、ここは戦場なんだ。死ぬこと、失うことをみんな了承してやってくるんだし仕方のないことだよ」

「ああ。そいつは解ってる……けどな、ハナとコットンを次に負担だの言いやがったら……お前とは絶交だ」

「え？　なんで？　どうしてそうなるの？」

　ジンノの言っていることがブリッツにも解らないわけじゃない。ハナとコットン……とくに妹の戦闘適性は絶望的だ。それに死はどう抗あらがっても訪れるものだし、そこから逃げたいなら傭兵稼業をやめるのが賢明だ。ウリューはその好例。直接戦闘には出ないが、知識を提供することで間接的に戦闘に参加している。

「僕の言ってることに問題あったかな？」

　どこが悪くて怒られているのかわからないらしく、ジンノは不安そうな表情を浮かべる。

「正しいけど……気にいらん」

　まるでこれではブリッツの方がだだっ子のようだ。ジンノの思考は弱いこと＝罪というある種の合理性に基づいている。チーム戦で弱者の存在は仲間全員を危険にさらすことになるわけだ。

　だが、ハナもコットンも初めてブリッツのスタイル、銃口を相手に向けない戦い方を認めてくれた仲間だった。

「うーん。とりあえず理解は保留しておくよ」

　今は討論している時ではない。ジンノはブリッツの背中を追う。

　再び処刑ボマーから全周波数帯無線で通信が入ったのは、その直後だった。

「ヒャーッハッハッハッハッハ！　早速二人が死亡ぅ！　トラップの爆薬はたっぷり致死量の200％だから完全激げき殺さつぅッ!!　かすっても腕とかぁ、足とかぁ……なくなっちゃってるかもねぇ？　つまり生き残ってても傭兵として死んだも同然ってことぉ！　はい正解は接触起爆式でしたぁッ!!　超爆殺ッ!!」

　演出なのか真しん性せいなのか、ともかくボマーはイッちゃってる雰囲気だ。しかもシャドウの索さく敵てきにもひっかからない逃げ足と感性をもっている。

　かすかにだがブリッツは匂いを感じていた。処刑ボマーには技術や技量を超えた何かがある。

「なあジンノ。別々に行動ってのはどうだ？」

「え？　僕のことそんなに嫌いになっちゃったの？」

「いやそうじゃねぇよ。分散すればまとめて二人トラップにかかって爆発……てのはなくなるだろ？　ジンノとシャドウならボマーと一対一になっても、まず負けない。もちろん俺も負けるつもりはねぇしな」

　高性能なプラスチック爆弾。守備側の防衛拠点を破壊するために使われるそれだが、アサルトライフルやサブマシンガンの代わりに、戦闘に追加で持ち込むことができる。しかも、追加分は防衛拠点以外でも自由に設置可能。さらに起爆装置を使えば爆発のタイミングも自在だ。

　裏を返せば、爆弾使いは銃の扱いに慣れていない。修練のすべてを一途なまでに爆弾の取り扱い技術につぎ込んでいる。

「うん！　それいいかも。じゃあ僕は外から攻めるよ。ＣＱＢ……閉所近接戦闘の方がブリッツもやりやすいでしょ？」

　正方形型の薄暗い室内から地下へと下る階段と、外の砂漠に出る道に分かれていた。出れば初期位置とは別の防衛拠点に向かうルートだ。ブリッツたちが守備要員をさいていないためそちらを爆破するのはたやすいはずだが、ボマーは目的を勝利ではなく殲せん滅めつ、虐殺と明言している。

　先行させたシャドウはすでにマップを半周していた。敵発見の報告が上がってこない。ボマーは移動しているのだろう。一度通った道でも安心はできなかった。

「ああそうだブリッツ。一つ聞いておきたいんだけど、もしボマーを見つけて……相手を殺さずに倒せそうな場合は、僕はどうしたらいいかな？」

「意地の悪い質問だな……殺さなくて済むならそれに越したことはない」

「でも殺してしまった方がいいんじゃない？　結構迷惑な存在だと思うけど。僕らの仲間になる気配もなさそうだし」

「こういう奴は自分が殺されたら、その憎しみや恨みをさらに膨らませちまう。だから余計に殺せない……殺しちゃいけないんだ」

　ブリッツは一歩も引くつもりはないらしい。

「わかった……善処するよ。じゃあどっちが先にボマーを捕まえるか競争だね？」

　薄暗い石室から光のある世界へとジンノは駆けていく。

「さて……ジンノに負けてられんな。ボマーはこの手でぶん殴らんと気がすまんし」

　殺しはしないがハナとコットンの借りはきっちり返したい。整えるようにゆっくり息を吐きながら、ブリッツは地下へと続く階段を一歩一歩降りるのだった。




　斥候にはまだシャドウは不慣れなところが多い。忍びより音も立てずに相手を倒す。一人ずつ確実に始末していく。それがすべてだったのだが、今は違う。仕留めるのは敵ではなく情報だ。暗殺者としては一流でも、斥候としては初心者だった。

　敵の人数。配置。装備。指揮官。能力。それらの情報を可能な限り集めなければならない。

　ジンノが余ったガオンで買ったという新装備は、シャドウの隠おん密みつ性をより一層高める結果になった。

　今のシャドウは味方のレーダーに映るだけで、その姿を肉眼で確認することはできなくなっている。光学迷彩。平たく言えば透明人間になれる装備だ。傭兵街でも裏の武器商人に多額のガオンをつぎ込んで、やっと手に入れることができるレアなアイテム。赤外線センサーなどには反応が出てしまうが、肉眼ではごく近距離になるまで非常に見分けがつきにくい。

　まだ軽量化が進んでおらず、装備すると重量の関係で動きがだいぶ重くなり、アサルトライフル類を装備した場合機動力が大幅に損なわれる。そのため、近接戦闘になりづらい狙撃手用の装備というのが、多くの傭兵たちの統一した見解だ。それでもロングバレルで大型な狙撃銃自体には光学迷彩がかからないため、効果が値段と釣り合わないことが多い。

　シャドウに限って言えばそんな一般的な見解は、どれも当てはまらなかった。

　ナイフと手榴弾各種。それに火器は持ってもハンドガンという軽装だ。積み重ねたトレーニングによる基礎体力の高さも手伝って、光学迷彩を装備しても充分人並みに動けてしまう。

　周囲を警戒しながらシャドウは通路を進む。

　現在地下通路になっているところも元は地上の建築物で、それが砂に埋もれて地下通路扱いになっていた。近年遺跡の発掘が進み、一部の深く沈んでしまった通路や部屋以外は地上に顔を出した……とか。

　光がまったく入らない地下通路を、発掘のために備え付けられた電灯が黄色い光で照らしている。

　そんな道のど真ん中にプラスチック爆弾は堂々と設置されていた。通路にはピアノ線が幾いく重えにも張り巡らされている。まるで蜘く蛛もの巣だ。

　普通なら隠しておくべきものを、ここまでおおっぴらに配置しているのは明らかにおかしい。接触起爆式なら通路の照明を破壊するなり電源を落として暗くし、爆弾はできるだけ目に付かないよう柱の陰か天井に設置。起爆スイッチとなるピアノ線も、ごてごてと目に留まるような張り方はしない。

　状況からシャドウは考察する。

　ここまで目に見える挑発的な爆弾配置の理由。意図はなんなのか？

　暗殺者の自分なら考えることなく迂回するのだが、今はチームのために情報をもたらさなければならない。

（――見つけてくださいと言っているようなもの。つまり威い嚇かく。この先に進ませないための脅し）

　ゆっくり近づいて確認する。壁に張り巡らされたピアノ線は、一本たりとも爆弾に繋つながっていなかった。切ってしまうのは簡単だが、通路の真ん中に設置された爆弾自体がダミーという可能性もある。

（――判断できない）

　シャドウはひとまず爆弾の所在を仲間たちに伝えることにした。情報を収集するまでが自分の仕事であり、その先の推理や思考というパートは、ジンノやブリッツにゆだねる方が良い。そういう考えだ。

　だが、シャドウが端末の回線を開いた瞬間……爆弾は起爆した。一本道の細い通路で逃げ場はない。

　爆発によって地下通路は崩壊し、シャドウの姿は砂すな埃ぼこりの中に飲み込まれてしまうのだった。




「アーッヒャッヒャッヒャッヒャッハー！　楽しいぃッ!!　チームプレイは大事だよぉ諸君ッ!!　通信結構！　ばんばん情報を交換して、円滑に追いつめていきなよぉッ!!　できるもんならねッ!!　はい今回の正解は発信電波感応式ッ!!　うかつに爆弾のそばで通信したら死んじゃうよぉ？」

　甲高い驚きよう喜きの声はブリッツとジンノの耳にも届いていた。遺跡の外に出て太陽の下、岩陰や石柱を伝って慎重に足を進めるジンノだが……その表情は笑っている。

「……へぇ。おもしろいね」

　冷たい笑みだ。これでジンノたちは通信を封じられた。起爆方式は一つではないらしい。いくつ爆弾が持ち込まれたかも解らない。処刑ボマーの名前はどうやら伊だ達てではなかったようだ。

　今のところ爆弾は遺跡内の二カ所で爆発した。一つは頻ひん繁ぱんに往来があるだろう、メインルートの出入り口。

　もう一つはシャドウが先行していた裏道的な通路。ボマーの言葉を鵜う呑のみにするわけではないが、爆弾発見の通信がシャドウから無かったことを考えると、何かを報告するため通信した瞬間にやられたという感じだろう。

　本来なら全周波数帯通信でボマーに呼びかけてみるのも手なのだが、足下に通信に反応する地雷が埋まっている可能性を考えると、ジンノは手を止めざるを得ない。

「おい爆弾使い。俺はブリッツだ。とりあえず爆弾は何個か教えろッ!!」

　別の場所からブリッツは通信をいれていた。思わずその無謀にジンノはブリッツをかいかぶっていたかと後悔したが……ブリッツの位置をマップで確認して納得する。

　シャドウが爆発に巻き込まれ、半分埋まった通路付近にブリッツは到達していた。一度爆発が起こったあとなら、発信電波感応式もなにもない。

　すでに通路は砂に埋まっていて、ブリッツはそれ以上先へは進めなかった。シャドウの体が砂の中から足だけでている。それをブリッツは引っぱり出して、横向けに寝かせて回復体位をとらせた。生存率があがるかは不明だが、やらないよりはマシ……そう考えるのがブリッツだ。

「何個かなぁ？　うーん！　二百個！　三百個！　対人地雷が一千億万個ぉッ!!」

　処刑ボマーは楽しそうに奇声をあげ続けている。まともに取りあう気はないようだ。

「あなた……お友達がいませんわね？」

　沈黙を守ってきた狙撃手ナスカが、ふと気づいたように無線でつぶやいた。この一言でボマーの笑い声がぴたりと止まる。どうやら急所をついたらしい。聞き取れないくらいの小声でボマーがぶつぶつ、ぐちぐち、なにやら呪いの言葉を続けている。

「……ろしてやる……ころしてやる……殺してやるううううううッ!!」

　とはいったものの、基本的に動き回らず防衛拠点で張っているナスカが相手となると、ボマーはお手上げだ。近づこうにも視界に入れば狙撃される。死角から攻めてもボマーにはアサルトライフルのような武器がない。近づきすぎれば気づかれて反撃される。

　ジンノのように倒した敵から銃を回収するという手もあるのだが、爆弾の火力を過剰にあげすぎていて、武器もろとも相手をふっとばすボマーには、再利用という思考自体が存在しなかった。

　ある意味処刑ボマーと同様の、安全な場所からのナスカの一撃。ここまでずっとペースを相手に握られてきたブリッツたちにとって、最初の反撃と言えたかもしれない。

「そうやって一人孤独に生きるのは……悲しすぎるとおもいませんか？　近づくものすべてを破壊するなんて……あなたは何をそんなにも憎むのです？」

「ああ憎いね！　憎いよ！　みんな死んじゃえばいいんだからッ!!」

　ボマーの口調に今までとは違う雰囲気が混ざり込む。まるで好きな人に振られて自じ暴ぼう自じ棄きになった女の子のようだった。

「そんな悲しいことはおっしゃらないで。生きていればきっとあなたにも光が見えるはずです。冬場堪たえ忍んだからこそ、春に咲く花は美しく……気け高だかく、そして強いのですからッ!!」

「死ね――ッ!!　このキモ電波女ぁッ!!　あーもう虫むし酸ずが走る蕁じん麻ま疹しんデルー！」

　ナスカの方がボマーよりも一枚上手だ。受信っぷりで電波が一本多く立っていた。その間にジンノは戦場を駆けめぐる。

　そしてついにボマーの顔を拝むことに成功した。ボマーは無防備にも第二防衛拠点につっ立っていた。その姿は異様だが、ある意味砂漠の風景にはよくマッチしている。

　顔が包帯でグルグル巻きになったミイラ男なのだ。体たい軀くは子供か女の子のように小柄で、指の先まで包帯で肌が徹底的に隠されている。さらにトレンチコートと、どこを切っても見事なくらい断面が綺き麗れいに変態チックだ。

　手にプラスチック爆弾を二つ用意したまま、ボマーは作業を中止してナスカと口論を続けていた。といってもナスカの方は奇妙な説得。ボマーは罵ば詈り雑ぞう言ごんでまったくお互い会話がかみ合っていない。

（――なるほど。そういうことなんだ）

　ジンノは二つのプラスチック爆弾の意味を瞬時に分析、理解した。

　防衛拠点に爆弾が設置されると全員にその情報が流れる。それを利用した罠だ。殲滅、全滅を口にしておきながらも狡こう猾かつなところがある。現状ボマーは三人を倒し、戦績的にも充分な成果を得たといっていい。ここで防衛拠点（ナスカが待機している場所を仮にＡとするなら、もう一方は防衛拠点Ｂといったところか）を爆破すれば勝利。さらに爆弾解除にやってきた連中もあわよくば、まとめて倒そうという算段らしい。

　一つ目の爆弾は防衛拠点Ｂの目立たない陰や、建物の上などに設置。それから十秒ほど遅れて爆発するよう、防衛拠点のど真ん中にもう一つの爆弾を設置する。

　あとは防衛側が解除にやってくるのを待つだけだ。ボマー自身は爆発の殺傷圏外へ逃げてしまえばいい。仮に二つとも解除されてしまっても問題なし。防衛側が勝利してもバラバラに吹き飛んだであろうコットンとハナは元に戻らない。処刑完了だ。

　大半の防衛側の傭兵はど真ん中に設置された爆弾だけを解除にかかる。だが、仮にそちらが解除されそうになっても、十秒早く先に設置しておいた隠し爆弾が炸さく裂れつするという仕掛けだった。ボマーのような爆弾のスペシャリストという傭兵も希け有うな存在なので、爆弾使いとまともに対戦することは野戦でも公式戦でもあまりなく、爆弾が二つあるというケースに不慣れな傭兵は多い。

　それでもジンノはボマーの作戦を見抜いていた。そしてボマーの作戦は未然に防がれようとしている。

　接近に気づいていない処刑ボマーを、ジンノがサブマシンガンで撃ち抜けば戦闘は終了だ。

（――少し……遠いかな）

　遺跡の建造物の陰をつたいながら、少しずつジンノは距離をつめていく。狙撃銃なら発見地点からボマーの手足を撃ち抜いて終わりだったが、集弾率でライフル類に劣るサブマシンガンで、きっちり急所を外して殺さずに倒すにはもう少し近い方が良い。

　ナスカとのやりとりに手一杯でボマーはジンノに見向きもしなかった。ジンノも近づきつつ足下や周囲には常に気を配る。砂場のような場所は避けて、石畳が見えている足場を選んで歩くようにした。せっかく追いつめたのに地雷を踏んでは興ざめだ。

　ブリッツへの報告はボマーに感づかれる可能性も考えてジンノは行わなかった。

　サブマシンガンを構える。狙うのは足。太股のあたりだ。

　安全装置はすでに外してある。トリガーを引く。

　当然の如く銃口が火を噴いた……のだが直後にフルオート射撃が止まってしまう。違和感で最初の数発も見当違いの方向に飛んでいった。

　装弾不良……ジャムったのだ。千回野戦に出て一度あるかどうかという不幸が、肝心な時に天才を襲ってしまった。薬やつ莢きようが詰まってサブマシンガンは使い物にならない。これがナスカの言う不幸なら、彼女をチームにいれるのは賛成しかねるとジンノは心の中で息を吐く。

　さすがのボマーも銃声でジンノの姿を視認していた。

　困ったことにジンノはハンドガンもナイフも持ち込んでいない。あるのは壊れたサブマシンガンだけだ。しかも靴は片方ひもが切れていて、すこしぶかぶかとし始めている。

「み、見つかったぁッ!!」

　敵の急接近に驚いたのか、ボマーはその場に尻しり餅もちをついた。ジンノまでの距離は十メートルとすこし。ボマーの動揺っぷりから、相手が丸腰だとジーニアスは推測する。

「なら……そうだ。やってみよっと」

　つい最近、ドロップキックで倒された経験から、ジンノは近接格闘に持ち込むことに決めた。ブリッツには悪いがお株かぶを奪わせてもらうことにする。

「こちらジンノ。これからボマーを確保するね」

　味方への無線報告も問題なし。通信に反応する爆弾があるなら、ボマーがこの場で無線を用いた会話に没頭するというのも考えがたい。ジンノの読み通り爆発は起こらなかった。

「ヒイイイイッ！　来るなぁッ!!」

　ジンノが走り込み、ボマーは慌てて悲鳴を上げながら立ち上がる。そのままボマーはトレンチコートを脱ぎはらった。ほっそりとしたミイラの体には、ダイナマイトの束がぐるぐると巻き付けられており、ベルトのバックル部分にドクロマークの起爆スイッチまでついている。

「なんちゃってぇぇ！　他の雑ざ魚こはオマケッ！　狙いは最初からあんたなんだよジーニアスジンノォッ!!　倒されたって聞いた時は焦ったけど、殺されてないんならこのボマー様が初めての人になってあげるぅ！　一緒に死ねッ!!」

　最後の手段は自爆だった。飛び込んできたジンノを諸手を上げて迎え入れる。抱きついて腰を一度振れば、ドクロマークのスイッチが押し込まれて起爆。ジンノの武器がトラブったのをいいことに、つっこんでくるジーニアスにわざとおびえてみせて無防備を装う。瞬時にこの判断ができるあたり、ボマーの頭の回転はなかなかのものだ。

　ジンノが回避できる隙すきはなかった。銀髪の少年の顔から血の気が失うせる。靴が片方ぶかぶかっとなり、砂に足をとられて体勢を崩した瞬間の――死の抱擁。

　だが、ボマーの手は空を切る。触れようとしたジンノの体はすぅっと溶けるように消えてしまった。




　ジンノの目の前には支援Ａ．Ｉのメリーが立っている。上下左右一面白い壁に覆おおわれている部屋には、窓も扉もない。

　そこはＡエーＳエスのログイン画面だった。

　支援Ａ．Ｉの声が部屋に響く。

「エラーの発生に伴い、回線を一時遮しや断だんしました。もう一度ログインし直すかシステムを終了してください」

　これもナスカがもたらした不幸なのか、ジンノにとっては幸運だったが……回線が落ちてしまったのだ。

　ＡＳもネットゲームである以上、こういったトラブルは発生してしまう。ちなみに自分の死亡を回避するためにわざと回線落ちしようとすると、その場で三十秒間棒立ちになるペナルティがあった。回線落ちしてもＡＳ内の自分の分身は、一定時間その場に存在し続けるのだ。

　だが、時たまサーバー側のエラーによってそのペナルティもろとも機能しなくなるバグが発生し、突然プレイヤーの姿が消えてしまうことがある。傭兵たちの間で「消失」や「神隠し」と呼ばれている現象だ。

　ジンノは一度深呼吸すると、メリーの問いかけには答えずにぼんやりその場に立ちつくすのだった。




「なんてタイミングで神隠されてんだ――――――ッ!!　ああッ！　もう我慢できないッ!!　誰でもいいから抱きつき殺してやる！　死なんて怖くない！　何度でも蘇ってみんな道連れにしてやるぅううううううううううッ!!」













　トレンチコートを脱いでしまい、ボマーのテンションは上がりっぱなしだ。導火線に火のついたボマーには、可か及きゆう的てき速すみやかに次の標的が必要だった。

　そんな中、ジンノからの通信をうけてブリッツがようやく防衛拠点Ｂにたどり着く。

「お前がボマーか。悪いがお前のことは一発殴らんと気がすまんのだ」

　拳こぶしを握り込み、殴りかかるブリッツ。

　ハンドガンを構えずにつっこんでくる敵チームリーダーに、人間爆弾は声をあげて笑う。

「神様に感謝ぁああああっ！　こいつに決めたぁッ!!　ジンノを倒した男なら合格ぅッ!!　一緒に死ねええぇぇッ!!」

「なんか……見るからにやばいんじゃねぇか？」

　ボマーのダイナマイトの危険性は匂い云うん々ぬん以前の問題だ。ブリッツは百八十度体の向きを変える。敗走ではなく後方に向かって前進を開始した。脚力で優まさる……はずが、ボマーも速い。爆弾を仕掛けながら敵から逃げ回らなければいけないため、ボマーが爆弾関係のスキルといっしょに、脚力を鍛きたえているのは充分考えられた。しかもボマーは先ほど設置しようとしていたプラスチック爆弾二つを投げ捨てている。

　ほとんど重量差はない。今まで爆弾がないことを確認しながら進んできた道を、ひたすらブリッツは逃げる。いくらブリッツが格闘戦を得意としていても、抱きつかれれば即アウト……というのでは勝算が低い。

　遺跡に飛び込み階段を駆け上がって、再び遺跡の外に出ると直線通路を走る。それ以外のルートに下手に踏み入れば、ボマーの罠につかまってしまうかもしれない。今はいちいち爆弾が設置されているか確認して移動する余裕なんてない。

「来るなぁッ!!」

　さすがのブリッツも悲鳴を上げていた。

　そんな時だ。全周波数帯通信でナスカの声が戦場に響く。

「見えましたわ……希望の光が」

　直線の向こうに狙撃手は待機していた。ブリッツの肉眼ではナスカの姿などほとんど確認できない。だが、次の瞬間ヒュウンと空気を切り裂く音とともに、ボマーの足が撃ち抜かれる。

　続けざま二発、三発と。ナスカの操るセミオートマチックの狙撃銃が、ボマーの右足、右腕、左足、左腕と、瞬まばたきする間に次々射抜いた。手を封じられて、自分で起爆スイッチも押せなくなったボマー。威力はボルトアクション狙撃銃に比べれば低めだが、セミオートの連射性能をいかんなく発揮しつつ、狙撃精度も抜群という技術力をナスカは見せつける。

「これ以上わたくしは戦いをのぞみません……投降してください」

「甘い……ゲロ甘くて吐き気が出るぅ」

　膝ひざから崩れ落ちるボマー。ブリッツはそのまま走り続けた。これで終わるとは思えない。ブリッツは全力で直線コースを駆け抜ける。ボマーがどうなったのか振り返って確認する、気持ちの余裕すらない。

　処刑ボマーはわざと前のめりに倒れ込んでいた。ベルトのバックルを地面に押し込むようにする。

　次の瞬間、爆音と突風にブリッツの体は吹き飛ばされた。背後から押されるように転がって、砂山につっこみ埋まってしまう。

「……ふぅ……なんとか勝ちを拾った……のか？」

　ブリッツは這はうようにして砂の中から顔を出す。ぶつかった砂山がクッションになって命に別状はなかったが、倒されるかどうかというぎりぎりのダメージをうけて、しばらく立ち上がることができなかった。




　いつものＢＡＲのいつものテーブルをブリッツたちは囲んでいた。

　なんとか処刑ボマーをしりぞけた……のだが、ジンノが姿をみせない。神隠しからまだ復帰していないのだ。

　爆弾に吹き飛ばされたハナは、何事もなかったようにテーブルについている……が爆発で死亡したため、実はハナ（二代目）になっていた。名前も外見も変えていない。ただＩＤだけは初期の新兵に逆戻り。

　といってもハナの戦績は元々新兵に毛が生えた程度だったので、一般論で言えばベテランやランカーが死ぬのと比べると大した損失ではない……。

　ハナ本人は貯ためていたガオンが全部消し飛んで落ち込み気味だが、コットンが無事だったのは救いらしい。爆発の瞬間にハナがかばったおかげで、コットンは一命を取り留めたのだ。

　ブリッツの表情は珍しく少し暗い。

「ごめんな二人とも……守ってやれなくて」

「なにブルー入ってるのよ？　あんたらしくないわよブリッツ！」

　ハナもコットンも努めて明るく振る舞った。そもそもこうなったのもコットンが先走ったためだ。ブリッツの指示を無視して暴走した当人も責任を感じているようで……コットンはある決断を心の中で下していた。

「ばんばばーん！　ここで暗い雰囲気を吹き飛ばすように、コットンちゃんから報告だよ！」

「コットン。大丈夫なのか？　無理はすんなよ？」

「ブリッツくんは心配性だなぁ～～♪　でもノープロブレム！　爆発した時にお姉ちゃんがかばってくれたから……。でね……もうみんなに言われる前に、自分から言うね。あたしウリューくんといっしょにバックアップに回ることにしたのッ!!　右手に再起不能なダメージもらっちゃって……もう銃は撃てそうにないんだ」

　本人は「にはは」と笑ってみせるが、テーブルの空気は重い。気を回してウリューが口を開く。

「そ、そんなこと言わなくても！　まあ一番に逃げたオレッチが言うのもアレだけどさぁ……いっそ人生やり直してもいいんじゃない？　ね、ねぇブリッツ？」

　どうするかは本人の意志次第なので、ブリッツもコットンが望むなら生まれ変わりもありだと思う。姉妹そろってゼロからの出発だ。

「ううん。いいの！　ありがとねウリューくん。でも……この命はお姉ちゃんが救ってくれたものだから。それに腕だってバックアップで調べものしたり、チーム戦の時のオペレーターをする分には支障ないし」

　コットンの決心は固いらしい。ハナもすでに了承していた。

　先ほどの戦闘で最後の最後で美お味いしいところをさらっていったナスカが、胸むな元もとで手を組んで神に祈るようにしながら声をあげる。

「なんと美しい姉妹愛なのでしょう！　わたくし……わたくし……ううっ」

　気持ちが高ぶりすぎてナスカは涙をぽろぽろ落とす。ハナは憂ゆう鬱うつそうに吐息を一つ。

「ジンノが戻ってきてないけど、どうすんのよブリッツ？　あ！　もう私たちのことを心配して暗い顔をするのはなしよ！　ともかくリーダーとして決断してちょうだい」

　ブリッツを気にかけつつも、ハナは視線をナスカの方にちらちらとさせている。

「……そうだな……狙撃手はナスカで決定だな。口も腕もどっちもたつし」

「あら、わたくし相手を貫く術は知っていても、決しておしゃべりではありませんわ。本当に大切なことは、言葉ではなく心で伝えあえますもの」

　ポッと頰を赤らめるナスカ。彼女がブリッツを意識しているのは明白だった。

「……コーホー」

　主人不在で余計に孤立気味なシャドウが息を吐く。ジンノに死ぬなと命令を受けていたのだが、今回は不覚にも死にかけて……ブリッツに助けられた。もともと持っていた超常現象的な悪運とブリッツによる救出。その二つが重なって事なきを得てしまった。

　落ち込んでいるわけではないが、情報収集という役目を果たせなかったのがシャドウには心残りだ。叱しつ責せきしてくれる主人の姿もない。

　少し落ち込んだ（？）シャドウにブリッツはとりあえず確認をとる。

「ナスカでいいよな？」

「……コーホー」

　ゆっくりうなずくとシャドウはその場で光学迷彩を使い姿を消した。以後の決まったことにはすべて従う……という意志表示のつもりらしい。

　それを理解し翻訳できるのはジンノだけなので、奇行にしか見えなかった。

　が、そんなシャドウのボディーランゲージを理解したものが……もう一人。

「そうですか。シャドウさんはみなさんの決定に従うので、気にせず話し合いを進めてほしいとおっしゃっていますのね」

　にこっと微笑ほほえむナスカ。ジンノがいないときはナスカを経由すればシャドウと意志疎そ通つうができそうだが、そのナスカと普通に話せるのはブリッツだけ。時として絡み合った糸がほどけなくなり、毛玉だらけになりそうな人間関係だ。

　黙々と片手で愛用のノートパソコンのキーを叩たたき続けるウリュー。最近のウリューはテーブルにつくたびに、しょっちゅうノートパソコンを開いていじっていた。

「ところでウリュー。前から気になってたんだが……何を打ってるんだ？」

　ブリッツが聞くと技師は手を止めた。

「ああ、これ？　可愛い我が子の調整中♪」

「調整中？」

「オレッチの本職は情報屋さんじゃなくて技師なわけで。Ａ．Ｉのメンテね。一応、この先何があるかわからないし、予備のメンバーも必要じゃないかと思っちゃったりしちゃったりなんかして」

　パタンとノートパソコンを閉じ、ウリューは首をぐるりと一周させてポキポキ鳴らす。肩がこったというアピールだ。

「それにしても……オレッチが入った時はまさかこんな個性的な……あ、良い意味でってことよ。豪華なメンバーになるとは思ってなかったんだよねぇ。これで斥候と狙撃手も揃そろったわけか……」

　技師が最後まで言い終える前に、バックアップ転向を宣言したコットンが「はいはいはーい！」と手をあげる。間違って注文を聞きにウエイトレスさんがやってきてしまった。とりあえずコーラをピッチャーで追加しつつコットンは続ける。

「大会でしょウリューくん！　五人から参加できるのもあるっていうし！」

「そういうこと！　で、実はとある金持ちが作ったチームのお披露目をかねた、プライベートトーナメントが開催されるって情報をゲットしたんだよねぇ」

「賞金はッ!?　もちろん出るんでしょッ!?」

　隣に座る技師の首根っこをつかんでコットンがぐわんぐわんと振り回す。右腕に致命的な負傷をしたとは思えない元気っぷりだ。

「も、ももももももちろん！　個人が開催する非公式大会で、額の方はまだわからないけど、度胸をつけるにはうってつけかなぁ～～と。ねっ？　どう？　みんな？」

　一番に反応したのはナスカだった。

「すばらしいですわ。わたくしたちの未来を作るガオンを手に入れられるなんて……」

　狙撃手が熱のこもった視線でブリッツを見つめるのだが、リーダーは小首を傾げる。

「何言ってるんだお前は？　あ、えーと俺もオッケーだ。楽しそうだもんな。ハナも出るだろ？」

「え、ええ！　決まってるじゃない！　あんたの背中はわたしがきっちり守ってあげるわッ!!」

　ナスカのラブコールを平然と払いのけるブリッツに、ハナは心の奥で妙な安心感を得てしまった。

「……コーホー」

「了承だそうですわ！」

　シャドウの呼吸音をナスカが翻訳する。ブリッツはゆっくりうなずいた。

「ジンノだって反対はしないだろうし、とりあえずその大会に参加ってことでいこうぜ？」

　テーブルについた全員の意志が一つになった……のだが、ウリューが申し訳なさそうに口を開く。

「あ、いやそれで決まったのはいいんだけどね。その……エントリー手続きに名前がいるんだよ。さすがにもう無名チームってわけにはいかないじゃない？」

「そーいやぁまだだったな」

　すっかり忘れていたのかブリッツがぼんやりつぶやいた。

「じゃあじゃあコットンちゃんと愉快な仲間た……えーと、冗談だよぉ♪」

　誰も文句は言わないのだが、さすがにコットンも自重する。沈黙が続くと妹がいたたまれなくなるので、姉がすかさず言葉を挟んだ。

「なんだかんだでリーダーっぽいし、ここはひとつブリッツに決めてもらいましょ？」

　残るメンバーも首を縦たてに振る。光学迷彩中のシャドウもたぶん振った……ということで話は進められた。

「いいのか？　俺が決めて」

「わたくしは是非そうしていただきたいですわ！　きっと素敵な名前になると信じていますもの」

　ブリッツは心を決める。

「じゃあ……『シュウマツの旅団』なんてどうだ？」

「終末だなんて素敵ですわ！　わたくしたちの手でこの争いばかりの世界を正しく終末に導き、新たな世界を創造する……前世で果たせなかった夢が実現しますのね」

　うっとり気味のナスカに「いや、前世ってなんだよ。それにそっちの終末じゃねぇって」とブリッツは真顔でツッコミをいれた。だが、都合の悪い返事や言葉はナスカには聞こえないらしい。

「シュウマツって……もしかしてウィークエンドの週末？」

　素っ頓狂な声をあげるハナにブリッツは笑顔を作る。

「なんか変か？」

「変ってことはないけど……もっとあるじゃない？　たとえば閃せん光こうの旅団！　とか、幻想の旅団！　あと雷鳴の旅団！　みたいなの。なんで週末なのよ？」

「休日は積極的に集まって遊びたいからな」

　ブリッツらしいシンプルな理由にハナの肩から力が抜ける。

「でも旅団って付くとそれなりにかっこよく聞こえるのは不思議かも。コットンちゃんは異議なしだよ★」

「ま、ある意味ブリッツらしいってことで、肩かた肘ひじ張ってないしいいかもしれないわね」

　姉妹はおおむね了承したようだ。

　少し眉間にしわを寄せながらウリューが腕組みする。

「旅団っていうと千五百人から六千人くらいの規模……って辞書なんかにもあるんだけどねぇ」

「じゃあ六千人仲間を集めりゃいいんだな？」

　ブリッツは無む邪じや気きな笑顔のままだ。冗談……とは思うのだが、もしかしたらブリッツの変人を集める習性がうまく働けば、集まった人間の人脈まで吸収して週末の旅団は百人規模の大おお所じよ帯たいになるかもしれない……と、ウリューは一瞬とはいえ妄想してしまった。そうなれば初期メンバーは自分も含めて組織の幹部扱いだ。

「ジョークだよねぇブリッツ？　とりあえず旅団でも師団でも軍団でもそこらへんはあんまり深く考えずに、ノリで行っちゃえばいいってことなんだねぇ？　そうだエンブレム決めないと。デザインはどうしようか？　知り合いに頼んでチーム腕わん章しよう作ってもらうよ！　手続きとかそういうのはオレッチの腕の見せ所ってね」

「なら……日曜日は英語でもＳｕｎｄａｙだし、デザインのモチーフは太陽なんてどうだ？　そっちの二人も別にいいよな？」

「……コーホー」

「妙案だそうですわ」

　翻訳されたコメントが本当かどうか怪しいのだが、シャドウも了承したらしい。

　ジンノがいないのは少し寂しくもあったが、こうしてブリッツたちチーム「週末の旅団」は結成の運びとなった。

　目指すは地道に、非公式大会での一勝だ。
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　戦いの舞台はカジノ・バラクーダ。

　釣り上げればデカイが、大半の客の財布を飲み込む怪かい魚ぎよ……それが名前の由来だとか。普段はスロットやバカラ、ルーレットにブラックジャックといったギャンブルを楽しむことができるのだが、会員制のため並みの傭よう兵へいが通える場所ではなかった。ガオンをチップに換えて、増やしたチップはレアなアイテムやガオンと交換ができる。毎晩、億単位の金が動くといわれていた。

　その金庫が攻撃側のターゲットだ。

　ジンノの姿はない。ウリューも忙しいらしく、途中で非公式大会参加の手続きなどはコットンが担当した。噂うわさでは主催者チームのメンバーに、ヘルハウンドとサイレントキャンパーの二人が参加を決めたとか。さらに矛む盾じゆんブロスへもオファーがあったらしい。金で動く兄弟の動向は注目の的だ。そんな情報収集もコットンはウリューから引き継いでいた。

　一方ブリッツたちはチーム戦の練習もかねて野や戦せん場に出向いていた。といっても野戦なのでブリッツたち四人に、居合わせた傭兵六人の合計十人というチーム編成だ。戦場の構成上、今回は作戦よりも個人技がものをいう。細かな作戦指示を誰かがするという感覚は薄い。

　ブリッツはチーム練習と言ったものの、特に作戦の指示はしなかった。下手に連携を意識するより、まずは個人個人が自分のベストを尽くす。その上で何が足りないのか反省材料が手に入はいれば申し分ない。

　そして簡単には死なない。結果的に死ぬことはあっても、最後まで生き残り勝つことを考える。これがブリッツの提案だった。

　ブリッツたち攻撃側がカジノの屋上から侵入し、三階、二階、一階と制圧しつつ、地下の金庫室へ向かうという単純な構造。戦場のマップにあわせた配置や移動経路を考える必要はなく、攻撃側と防衛側が正面からぶつかり合うことになる。

　とはいえ、攻撃側は通気口から敵チームの裏手に出たり、三階の管理室でブレーカーを操作して照明を消したりと、やれることは微妙に多い。管理室には監視カメラのモニターもあるため、防衛側の配置をある程度までなら事前に把握できた。

　どの階もフロアは広くサッカーコートの半分くらいの面積で、三階にはスロットマシンなどの機械系が列を作り、二階はルーレットやバカラのテーブルが並んでいる。防衛側に有利なように、テーブル類は倒されて攻撃側への死角を増やしていた。

　監視カメラの利用や通風口による裏からの奇き襲しゆうはできるが、基本的には防衛側有利と言われている。攻撃側、防衛側ともに狙そ撃げき手しゆの活躍できる場所は限られるため、おのずと中・近距離戦が主体となった。

　戦闘開始の合図とともに、屋上から攻撃側は一斉に建物へとなだれ込む。

　同じく防衛側も一階建物入り口前からカジノの中へ。ロビーになっている一階は南国の海とリゾート地をイメージした内装が施ほどこされていた。白い砂浜を再現した壁に天井は透き通るような青。明るく開放的な照明が……パッと消える。

　守備側への威い嚇かくのようなものだ。しばらくして予備灯が点つき、フロアを赤っぽい光で染めた。一瞬で海辺の雰囲気も夕暮れだ。

　通常の照明と比べるとぐっと視認性が落ちる。

　守備側の先頭を行くのは、ショットガンを構えた黒い革製のライダースーツの男だ。胸むな元もとがはだけており、シャツの類たぐいは着ていないため立派に蓄えた胸毛が溢あふれてしまっている。しかも暗くなり視界が悪くなったにもかかわらず、サングラスは外さなかった。

　顎あごが割れた彫りの深い顔。なによりの特徴は……七十年代刑事ドラマなら、配属された捜査一課でのあだ名が200％「アフロ」になる……という髪型だ。













「やっこさんたち、こりゃ説得が通じるような感じじゃぁねぇなぁ！」

　ガッハッハと豪快に笑う。アフロ男の名前はライアット。つなぎのようなライダースーツの背中には、散弾銃刑事というプリントが目立つ金色で施されていた。彼は限定条件では無類の強さを誇るのだが、その人格が独特すぎてどこのチームも「腕だけ欲しい」という少し困ったタイプの傭兵だ。

「ちゃーらっちゃちゃ～～ん♪　ちゃーらっちゃちゃちゃ～～ん♪」

　どこかで聞いたことのある、太陽に吠ほえたくなるようなフレーズを口ずさみながらライアットは走る。一階ロビーから主戦場となる二階のフロアへ……行く途中、不意に立ち止まった。防衛側の他の傭兵たちは、我先にとキャンプポイント――待ち伏せに適したポジションへ向かうのだが、ライアットは廊下の通風口の前で立ち止まったままだ。

　さらにもう一人、ライアットと同じように通風口前で停止する。

　白いロングコートに身を包み、フードをすっぽりかぶった小柄な少年だ。その顔にはジェイソンマスク。名前はＳ・Ｓと何かの略称のようだった。むしろかぶっているマスクの方が印象的で、野戦ではジェイソンマスクで通っていた。手には小型のサブマシンガンを二丁拳けん銃じゆうの要領で構えており、黒いベルトで×字にたすき掛けにしていた。両手を銃から離しても銃がぶらさがるような格好だ。リロードしやすいようにという少年なりの工夫らしい。

「…………？」

「ん？　なんだぁちびっ子？」

　ジェイソンマスクは通風口の前で止まったのではなく、このアフロ男の前で立ち止まっていた。

「ほらさっさと行けっつーの！　あん？　オレ？　オレはなんつうか……事件の予感がすんだよ。この通風口……なんかある。やっこさんたちのうち一人は必ずここを使う！」

　根拠の無い自信だが、ライアットの言葉にジェイソンマスクは小さくうなずいた。サブマシンガンを持った手を軽く振って、遅ればせながら少年は二階フロアへ向かおうとする。途中角で立ち止まって、もう一度ライアットの方に向き直って手を振った。

「だぁ～～ぃじょ～～ぶだっつぅぅの！」

　小さく首を縦たてに振って少年は二階へ続く階段を駆け上がる。

　静かになった廊下でライアットは通風口のある壁に張り付くようにして待った。

　通風口の出口は全部で二つ。「ここから来る！」という、ライアットの予想は半分だけあたっていた。




　ライアットから死角になった、角の向こうのもう一つある通風口。そのカバーが外される。光学迷彩がきっちり効いているため、外されたカバーが空中に浮いているように見えた。

　音も立てずに廊下に降り立つシャドウ。ここまでの動きは完かん璧ぺきだ。廊下に残って待ち伏せているのは一人だけ。三階管理室のナスカからの情報通りだ。待っているアフロ男の裏をかく形でシャドウはその背後に出た。

　ゆっくりと廊下の角まで移動する。相変わらず照明は非常灯のままで薄暗い。この暗さに加えて光学迷彩。さらに見張りのアフロはサングラスといういでたちだ。

　発見される気がしない。

（――ショットガン……）

　廊下には柱や自販機といった身を隠せる場所がない。気付かれればショットガンの餌え食じきだ。いかに身体能力に自信があるシャドウでも、密閉空間を埋め尽くすように、広がって飛んでくる散弾相手では分が悪い。回避は不可能だ。

　だが、このアフロを倒して敵本隊の裏に出なければプレッシャーを与えられない。アフロが倒されれば防衛側もそれはすぐに把握する。そのままシャドウが金庫室まで行けば防衛側の敗北だ。追撃のため何人か一階フロアに向かわせなければならなくなる。

　すると主戦場の二階フロアで正面からぶつかりあっている両軍に確実に人数差がうまれ、迎撃主体で有利なはずの防衛側を追い込むことができる。

　シャドウはゆっくりと息を吐いた。

　相手に自分は見えていない。音を立てず近づきナイフを急所に突き立てる。今回の場合は殺さなければ自分が危ないというケースだ。ブリッツもそれは理解するだろう。ダークストーカーの代名詞ともいえる、暗殺者の足取りでシャドウは気配を闇やみに溶かしながらアフロに近づいていった。

　アフロは首を上向きにさせて通風口を見上げるようにしている。異状があれば愛用の散弾銃を通風口内にお見舞いするつもりらしい。いつでも撃てるよう安全装置は解除されていた。

「あぁ～～首痛ってぇ」

　上向きが疲れたのかゆっくり首をもどしてコキコキさせながら、廊下の左右を見回すライアット。

　シャドウは確実に真正面から見られていた。だが光学迷彩の効果はてきめんで、ライアットはまったく気付いていない。再び首をくいっとあげて、通風口に注意を向け直す。

　一切音を立てずにシャドウは自分の殺傷距離まで近づいた。あと三歩でアフロの首に手が届く。二歩……まったくアフロは動かない。

　最後の一歩を踏みだした……その瞬間、突然ショットガンの銃口がシャドウの胸元に突きつけられた。

「なぁんじゃおまえぇぇッ!!」

　ライアットは絶叫しながら引き金を引く。ズドンッ！　と重い音とともに、硬質ゴム製散弾が炸さく裂れつした。衝撃で光学迷彩が解けて、シャドウが廊下に大の字に倒される。散弾銃の衝撃にノックアウトだ。

「…………なぜ……だ」

　先日の斥せつ候こう的な任務ではなく、今回は暗殺者としての動きが要求されていた。にもかかわらずシャドウの行動は見破られていたのだ。

　高こう揚よう感のある殺意もわき上がらなかった。殺気に気付かれた感触もない。

　親指を立てるとアフロはビシッと自分の顔を指さし叫ぶ。

「このサングラスはなぁ……ここのカジノで取ったレアなんじゃコレぇ！　どんな偽装も見抜くスーパーサングラス……その名はダイモンッ!!」

「……なるほど……な」

　光学迷彩という装備に慢まん心しん、油断があった。光学迷彩自体がレアなのだが、さらにそれを見破るスーパーレアな装備があるという情報を知っている傭兵は少ない。

　光学迷彩などないという前提で動くべきだったのかもしれない……とシャドウは心の中で呟つぶやいた。

「光学迷彩なんて高額装備しておいて……あ、いや、今のは別に駄だ洒じや落れてねぇッ!!　ともかく逮捕だッ!!」

　腰に下げているケースからアフロは銀の手錠を取り出した。それをきっちりシャドウの手にはめる。

　通常、撃破されると名前が戦場にいる全員の端末に表示されるのだが、シャドウの名前は撃破ではなく逮捕という表示といっしょに流されるのだった。




　二階のバカラやルーレットのテーブルがならぶ主戦場に、ナスカが降りてくる。三階のモニタールームから状況をシャドウに通信し、援護のためにすぐ二階に移動した……その数十秒後、シャドウが逮捕されたという情報が端末に流れてくる。

「これは困りましたわね。まさに神の試練」

　二階のフロアは現在、３：７で防衛側が制圧している。フロアの中心にある巨大魚のオブジェがちょうど分ぶん岐き点だ。そこよりも攻撃側は大分圧おされ気味だった。

　単純に戦場の構造が防衛側有利ということの結果なのだが、ともかくブリッツたちは攻め手に欠いている。

「……こちら狙撃手。配置につきましたわ」

　ナスカが狙撃ポイントにつく。が、それは裏を返せば相手にとってナスカが絶好の標的になる場所とも言えた。特に狙撃手同士の狙ねらいあいでは、先に陣取っていた方が圧倒的に有利……なのだが、ナスカは即座に防衛側のスナイパーを一人撃破する。実力で狙撃のラインを奪い取った……までは良かったが、そのラインにそれ以上敵が来なければ意味がない。

　防衛側は先に張っていた自軍の狙撃手を倒され、少しだけ浮き足だった。相手に凄すご腕うでの狙撃手がいるとわかると、一層守備を固める形になる。

　ハナが柱の陰からアサルトライフルを適当にばらまくと、その倍の数の弾がやまびこのように返ってきた。防衛側はこのまま時間を使って攻撃側を封ふう殺さつする腹らしい。

「これじゃどうしようもないじゃない！」

　ハナの悲鳴にも応こたえずブリッツはフロアの天井を見上げる。薄暗い補助灯がぼんやり光っているくらいだ。落とすには絶好のシャンデリアは見あたらない。壁は一面熱帯魚の泳ぐ水槽のようになっているが、本物ではなく映像だった。水槽を割ってフロアを水浸しにし、照明を落として都合良く電源コードが水に触れて高圧電流が流れる……なんてことにもならなさそうだ。

「わかったわ……わたしが出るッ！」

　攻撃側の勢いが完全に死んでしまった。ずっと守備的な動きしかできなかった自分を戒めるように、ハナが無線で進言する。ブリッツに認めてもらえるような「何か」をここで摑つかみたい。摑まなければいけない。

　仮に死んでも自分には失う物は何もないのだ。その状態自体が武器になる。突破口を開かなくては、このままチェックメイトが目に見えていた。

「ダメだハナ。そういう気持ちは」

　ブリッツには見み透すかされていたらしい。

「じゃあ誰が行くのよ!?」

　ハナの声に攻撃側の傭兵が一人小さく手を挙げた。

「オレ行くよ！」

　呼応するようにもう一人が挙手してみせる。もちろん円柱の陰や倒したテーブルの裏から出るようなまねはしない。立ち上がれば撃ち抜かれる。

「いやいやミーにまかせて！」

「ここはおいらの出番だべ！」

　次々と立候補し始める攻撃側の傭兵たち。釣られてブリッツも「なら、俺が……」と口にした瞬間。

「どーぞどーぞどーぞ！」

　今まで立候補していた傭兵たちは、一斉に権利をブリッツに譲じよう渡とした。

　どうやら便びん乗じようして立候補した三人は顔馴な染じみらしい。チーム「オーストリッチ同好会」のメンバーだ。戦場では巧たくみなチームワークを見せるのだが、もっぱら戦闘行為よりも話術の方が得意だとか。

「わかった。やってみっか」

　乗せられてしまったのだが、気にせずブリッツは考える。持ち込んだのはハンドガンと閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんが二つだ。

　死ぬつもりはない……とはいえ結果的にそうなる可能性も否定できない。だからこそ考えられる最善の策を選択し、ブリッツはそれに身をゆだねる。

　ハンドガンでブリッツは自陣を照らす補助灯を撃ち抜いた。照明が減って防衛側から攻撃側への視認性がぐっと下がる。

　続けざまブリッツは、テーブルの陰から閃光手榴弾を一発敵陣に投げ込んだ。暗闇から投とう擲てきされたそれに気づき、通常の手榴弾と予測して着弾地点に待機していた防衛側の傭兵が、体勢を低くしたまま後退する。一階フロアに繋がる階段通路まで下がった瞬間、閃光が走った。暗闇に目が慣れていたため、網もう膜まくが焼かれるような感覚だ。

　続けざまもう一発が投げ込まれる。この場合一発目の閃光手榴弾は囮おとりで、二発目が通常の爆弾ということもあるのだが、ブリッツの二投目は防衛側の傭兵が誰もいない、フロアの中心付近で炸裂した。二投目も閃光手榴弾だ。

　ブリッツの味方である攻撃側のチームメイトも予測していなかったようで、大半が視界を白い闇に奪われていた。無意味なフラッシュボム。しかも二連続。時間稼ぎのために使うことはあっても、攻撃側が時間を稼ぐ理由はない。

　自じ暴ぼう自じ棄きとしか思えない行動だ。

「ブリッツ！　何して……あれ？」

　ハナはとっさに光源に背を向けていた。非殺を誓うブリッツが投げるのは煙幕手榴弾か閃光手榴弾だ。読みが的中したおかげでハナは他の誰よりも数秒早く視力を取り戻す。

　レーダーを確認すると、自軍の傭兵が一人相手陣内に切り込んでいる。テーブルの陰からハナが肉眼でフロアの状況を確認する。

　ブリッツが相手に背を向ける格好で走っていた。バック走だ。そして一階へ続く階段そばで、まだ視力が回復していない傭兵を蹴けり倒す。流れるような動作でマウントポジションに持ち込み一気に戦闘不能に追いやった。そのまま階段をブリッツは駆け下りる。単独で金庫狙い……一発逆転のシナリオらしい。

　ようやく視力が戻った防衛側の数人が、ブリッツの援護に立ち上がった。防衛側の追撃を阻止するために、ハナがアサルトライフルの掃射を開始する。オーストリッチ同好会もハナに続いた。防衛側はハナたちの手でフロアに釘くぎ付づけだ。

　だが、攻撃のために姿をさらすということは、同時に自分が標的になるということも意味している。防衛側のアサルトライフル持ちが移動して、ハナの銃口が放つ火花を標的に反撃に出ようとした。

　瞬間、ナスカの狙撃銃がそれを封じる。右肩を撃ち抜かれる防衛側のアサルトライフル持ち。ハナたちの攻勢に乗じてナスカも動き出し、より射角の広いスナイプポイントを確保していた。

　防衛側が崩れたのをみて攻撃側は一気に畳たたみかける。二階フロアで張っていた防衛側は一人、また一人と各個撃破されていった。

（――勝てる！　この勢いがあればッ!!）

　今まで怖いだけの存在だった狙撃手がバックアップをしてくれる。心強い。もちろん油断はできないが、攻める勢いが止まらない。防衛側の反撃に攻勢、威力をハナは感じないのだ。

（――それにしても……ナスカってすごい。こんな暗い中でも狙撃できるなんて）

　正直悔しいところもあるのだが、ハナはナスカの力を認めなければいけなかった。電波な発言はこの際忘れようと思う。そんな矢先……戦局にさらなる変化が訪れる。

　二階フロアを制圧し、残る防衛側の戦力はあと二人。こうなればもう防衛側の逆転はほぼ不可能だ。

　それこそジンノ級の傭兵でもいない限りは。

「……やられて……しまいましたわ」

　通信が途絶し、ナスカの反応が消えていた。攻撃側がなだれ込んだ隙すきに、防衛側の一人が強気に攻め込んでいたのだ。普段は慎重に行動するハナでさえも、勢いに流されてその一人の侵入に気付かなかった。攻撃側の一団をかわし狙撃手の死角から回り込み、小柄な少年は狙撃に集中しているナスカの背後を獲とっていた。その手には伸縮式の警棒が握られている。

　伏せ撃ちの体勢をしていたナスカの背中を打ち付け戦闘不能にする。こうして狙撃の可能性をなくしたところで、白いジェイソンマスクは警棒をしまうとサブマシンガンを二丁両手に構える。攻撃側の一団を追いかけるように走りながら、背面から全弾ぶちこもうとする。

「噓うそ……なんで!?」

　ナスカが倒されたことに他の攻撃側メンバーはまだ気付いていない。ハナが振り返ると小柄な白いマスクの傭兵が闇の中から浮かび上がり、両手のサブマシンガンを乱射していた。

　すかさずハナは倒されたルーレットテーブルの背後に飛び込む。が、足に数発もらってしまう。よくよく自分の足は弾丸と縁があるらしい。ハナは小さく息を吐く。

　攻撃側が気付いた時には手遅れで、オーストリッチ同好会が三人同時に「聞いてないよぉ～～ッ!!」と悲鳴をあげながら倒された。

（――まずい……ここにいたら……）

　足へのダメージでハナは動けなかった。取り回しに劣るアサルトライフルを捨ててハンドガンに切り替える。相手がテーブル側に回り込んできたところで、小回りの利くハンドガンで逆にヘッドショットをお見舞いする。それ以外に生き残る術すべはない。

　先ほどまでの膠こう着ちやく状態の沈黙と、死体と戦闘不能者だらけになった今のフロアの静せい寂じやくは、同じ静けさといっても全く異質、別物だった。もはやこの場所にぶつけ合うようなぴりぴりとした緊張感は存在しない。ハナを一方的に襲う恐怖だけがフロアを支配していた。

　一歩一歩、ジェイソンマスクは静寂の中を近づいてくる。サブマシンガンのリロードを行いながらだ。

（――リロード中……なら）

　相手は二つのサブマシンガンを乱射していた。ベルトでぶら下げているといっても、二つをリロードするには時間がかかる。

　一つ目のリロード音を聞いた瞬間、ハナは動いていた。這はうようにテーブルの脇から上半身を乗り出してハンドガンを構える。相手はもう一つのサブマシンガンのリロード中……のはずだった。

　白い影はサブマシンガンを腰のあたりに構えていた。二つ持っていたはずのマシンガンのもう片方は、奇襲のどさくさに紛れて撃ちきり捨ててある。

　すでにリロードを終えたサブマシンガンがハナにチェックメイトをかけた。

（――また……死ぬのかな……わたし）

　お荷物になってしまった。今のような状況で、攻勢の波に背中を押されて流されたのがそもそもの間違いだ。どれだけ押せ押せムードになっていても、少しだけ落ち着いて一秒でも周囲を見られる心の余裕があれば、ナスカを助けられたかもしれない。背後からの奇襲を阻はばむこともできたかもしれない。

（――ブリッツの背中は守るって言ったのに、全然できてないじゃないわたし）

　ハナが目をつぶり覚悟した瞬間、ジェイソンマスクは銃口を一階に続く階段へ向けなおしていた。掃射すると後退していく。

「……ブリッツ……なの？」

　暗闇の中をもう一つの影が走り抜ける。手にはショットガンを携えていた。人影は柱やテーブルの死角を縫いながら、小柄なジェイソンマスクに接近する。

　掃射で弾が空になったサブマシンガンを、ジェイソンマスクは投げ捨てると同時に警棒を伸ばして構えた。

　ハナを救った新たな影は本来の使い道を知らないようにショットガンを振り上げ、唐から竹たけ割わりの要領でジェイソンマスクに叩たたき付ける。

　横に軽くステップしてかわすと、ジェイソンマスクは自分を襲ってきた相手を見つめて理解する。どうやら味方のライアットは倒されて、防衛側で残っているのは自分だけらしい……と。

「…………ッ!!」

　軽いステップワークから、俊敏に踏み込んで警棒をテニスのフォアハンドのように振るうジェイソンマスク。だがその一撃はショットガンのバレルに受け止められてしまった。さらに逆ぎやく襲しゆうとばかりに警棒を押し返される。

　反動でジェイソンの手から警棒が弾はじかれた。武器を失い丸腰にさせられる。あとはショットガンの餌食になるだけ……覚悟を決めたジェイソンマスクだが、相手は事もあろうか得物のショットガンを遠くに投げ捨ててしまった。

　警棒を受け止めた時に故障したのか……しかし、この視界の悪い中では一回でも撃つ動作をしなければ、故障したかどうかもわからない。むしろ、最初から残弾なしで純粋に打撃武器として持ってきたとも考えられる。

　それならば今この状態で捨てるというのも腑ふに落ちない。

「…………？」

「人間、最後にものを言うのはコイツってことだ」

　影――ブリッツは拳こぶしを握りしめる。次の瞬間、ずっと無言を貫つらぬいてきたジェイソンが……甲かん高だかい声で笑い始めた。

「アーッハッハッハッハ！」

　拳を構えたブリッツの方があっけにとられてしまう。

「変なのッ！　超変ッ！　初めてだよそういうのぉッ!!」

　お腹なかを抱えるジェイソンマスク。仮面を取ると中性的だが……若干女の子寄りな童顔が現れた。

「ボクはストレイ・シープ。やっとおもしろい人に出会えて嬉うれしいよ！」

　一人称は「ボク」だが声質は明らかに女の子のそれだった。

「女なのか？　なら顔はなしだな」

「ごめん！　まいった！　ボクの負けにして！　ひいッ……ふぅ……はぁ」

　笑いすぎて少女は過呼吸に陥っている。

「ねぇ……なんで銃使わないのッ!?」

「いいだろ別に」

「よくないよぉッ！　だって銃使えばさ、キミならもっと簡単に勝てるじゃない？」

　ブリッツのことをずっと昔から知っているような、そんな口振りで少女は続けた。

「そうでもねぇよ」

「いや噓うそだよ。だってキミさ……鼻が利くんでしょ？　キミからはそんな『匂におい』がするんだ。ライアットって接近戦じゃかなり強い方なのに、あっさり倒してくるんだもの……間違いないよね」

　一度ブリッツは一階まで下りたが、ライアットは何を思ったのかベンチソファーで煙草たばこをふかして休憩していた。そこへ全力で走り込んでいってドロップキックからマウントポジション。ほとんど通り魔的にブリッツは勢いでアフロをはり倒し、そのまま金庫へ向かうはずだった。

　二階で次々と仲間が倒されていったため、慌ててブリッツは戻ってきたのだ。

「金庫を取ればチームの勝利は確実だったのに、変すぎだよ!!」

　ニコニコ笑いながら、会話の途中で突然ストレイ・シープがブリッツに殴りかかる。そのコンマ数秒前にブリッツの嗅きゆう覚かくが危険を察知して、体が勝手に動いていた。

　ストレイ・シープのパンチはブリッツの顔に当たりはしたが、背中を反そらせるようにしてブリッツはクリーンヒットを避けていた。手て応ごたえがないことをストレイ・シープは……喜んでいる。ブリッツの嗅覚は本物だ。

「ほら……やっぱり♪」

　すかさずブリッツは小柄なストレイ・シープの腕を取ると背負い投げる。反射的にブリッツは反撃してしまった。

　この一撃で少女は戦闘不能となるのだった。

「どっちが変だよ……ったく」

　呟きながらゆっくりとブリッツはハナの元に歩みよる。彼女は申し訳なさそうにしゅんとしていた。

「ご、ごめんね……なんか……わたし役立たずで」

「んなことねーよ。こうして勝ちを拾えたのも、お前が簡単に死なずに生き残って、白いやつの注意を引いてくれてたからだろ？」

（――やめてよ。そんなこと言わないで……甘えたくなんかないんだからッ!!）

　ハナから返事がない。ブリッツは小さく息を吐いた。彼女はご機嫌斜ななめなようだ。

　足を負傷して立てないハナをブリッツがお姫様抱っこした瞬間、戦場に戦闘終了のブザーが響き渡るのだった。




　大会までの数日間、ブリッツたちは野戦とミッションを交互に練習していった。野戦では状況に合わせた動きをそれぞれが考えて行い、通信をこまめにして柔軟に連携をとる。テロリストを相手にするミッションでは、戦場の状態から作戦を決め、それぞれが与えられた役割をこなしていった。

　ここ数回の戦闘で結果が残せていないシャドウも、ミッションでの斥候や野戦時の奇襲成功をきっかけに復調しつつある。光学迷彩はあくまで補助的な装置と割り切ることで、本来の持ち味を取り戻した結果だった。

　そしてカジノ・バラクーダでコツを摑んだ……というか、意識に変化が起こったのがもう一人。ハナだ。守備や援護に加えて、時には前に出る大胆さも出始めていた。ただ突とつ出しゆつするのではなく、ハナの場合前に出ながらも、後方へのケアを考える冷静さが見え隠れしている。ハナ個人の戦闘力は以前とそれほど変わらないが、連携し仲間に合わせようとする意識は、週末の旅団の個性的で……ちょっと自分勝手な面々にはない才能だ。

　ブリッツは依然丸腰に近い格好だった。それでも最後まで生き残るのは相変わらず。旅団メンバーが成長し活躍するほど、ブリッツの出番は減っていった。




　いつものＢＡＲバーのいつものテーブル。ジンノが顔を見せたのは一週間ぶりだ。先日、ちょうど仕事が一段落ついたというウリューも交えて、久しぶりの全員集合となった。

「コットンちゃんニュース！　ウリューくんの教えてくれた情報源を色々つかって、あれからさらに情報ゲットしてきたよッ!!　まず週明けからの非公式大会について～～!!　大会の名前は白はく銀ぎん杯っていって、団長っていう傭兵さんが主催するんだって。どうも団長って人はジェネシックゲームス関係の人らしくて、戦場は白銀杯用のオリジナル。サーバーも団長が用意するみたいなの！　ルールは時間制で先に敵を全滅させたチームの勝ち。時間いっぱいになったら生き残りが多い方の判定勝ち。同数の場合は延長戦。延長戦はどちらのチームにも襲いかかるテロリスト軍団が、人数無制限で戦場に出現するって話だよ。手榴弾は通常、閃光、煙幕の三種類で、持ち込めるのは一人一個ずつまで！　それと本サーバーでは未実装の仕掛けもあるって噂なの！」

　しばらく顔を出さなかったお詫わびということで、今日のご飯はジンノのおごりだった。それを聞いてコットンも情報の発表に気合いが入り、ついつい一気にまくしたてるような格好だ。ちなみに主催者の団長が、以前に自分たちのことを門前払い……どころかメール一通で足切りしたことは覚えているが、コットンはあえて口にしなかった。今は騎士団よりもずっと魅力的な旅団があるのだ。

　おごりだというのを良いことに、ブリッツは三枚のバンズに六枚のミートが挟まったギガバーガーを二つも注文している。運ばれてきた二つを合成してミート十二枚のタワーをうち立ててご満まん悦えつだ。

「つまり勝っていけば団長のチームと、主催者側で用意した戦場で戦うってことだな？」

　リーダーの質問に答えたのはコットンではなくウリューだった。

「いやぁ～～♪　個人開催じゃよくあることだよ？　それともブリッツは心配？」

　主催者なら戦場に手心を加えるくらい簡単だろう。が、それを疑っていては大会を楽しめない。

「なるようにしかならんだろうな」

　ミートタワーを作ったはいいが、どこから食べて良いのか解らずブリッツは腕組みして考える。

　ハナはカツサンドを一切れずつゆっくり食べていた。彼女なりの験げんかつぎらしい。

「ところでウリュー。そういう大会って死亡した場合はどうなるのかしら？」

「あ～！　お姉ちゃんあたしに聞いてよ！　なんでもウリューくんじゃ負担が一点集中しちゃうでしょ？」

「へー。あんた結構成長したのね？　それでどうなの？」

　言っておきながらコットンは質問者の姉から目をそらす。

「ウリューくん……パス」

「知らないんじゃないッ!!　成長してるって発言は撤てつ回かいね」

　ずびずびーッ！　と、コットンは月見そばをすすって姉のツッコミが聞こえないフリをする。見た目はＢＡＲでもメニューの品しな揃ぞろえはファミレス並みだ。

　改めてウリューが解説しようと口を開く。技師は片手でノートパソコンをいじりながらだが、片手間という感じではない。きっちり質問に答えてみせた。

「致命傷を受けても死亡はなし。でないと欠員が出た時とか大変でしょ？　大会によっては次の試合がない決勝戦にのみ死亡設定があったりもするけどねぇ。それとうちらの場合メンバーがギリギリなんで、念のためＡ．Ｉの補欠を出せるかどうかは確認しておいたんだけど、問題ないみたいなんでオレッチが用意しておくよ。だから大会当日はじゃんじゃん休んでくれちゃっても……あの、冗談だよ冗談だってば！　みんなそんなに怖い顔しないでッ!!」

　ブリッツは別段怖い顔をしたわけでもないのだが、技師は一人で盛り上がってしまっていた。

　そんな中、メロンソーダをストローでちゅうっと飲み干して、電波狙撃手がにっこり微笑ほほえむ。

「死者がよみがえるなんてまさに終末の世界ですわね」

「……コーホー」

「あらあら、殺し放題オレは魔王だなんて、思っていても口にしてはいけませんわよ。色々な意味で危険ですし」

　諭すようにナスカはシャドウに告げる。おっとりとした優しい口調だが、それが逆に怖かった。

　ちなみにシャドウの前にはショートケーキが一ピース乗った皿がある。何も頼まないのでコットンが気を利かせて注文したらしい。気の利かせ方を間違っている。

「あれ？　食べないのかいシャドウ？　じゃあ僕がもらっていいかな？」

　無言でシャドウは主人に皿を差し出した。

「それにしてもみんな、調子は上がって来てるみたいだね？　僕も練習に参加したかったなぁ」

　ケーキの上のいちごから手を着けるジンノ。

「お前は練習せんでも強いだろう」

「それを言うならブリッツだってそうじゃない？　ほとんど素手同然で野戦に出て、まだ一度も死んでないなんてすごいことだと思うよ」

「運がいいだけだっての」

　ブリッツの口から吐息混じりに言葉が漏れた。

「はいはいはーい注目ッ！　参加者のデータもコットンちゃん集めてきたよ！　えーと、有力チーム情報っていうのかな？　まず金に汚くて意地悪で最悪な矛盾ブロスっていう兄弟のスナイパーと護衛のコンビだけど、どうやら自分たちでメンバーを集めて白銀杯に出るみたい。それとホストチームの白銀騎士団。正式に発表されたメンバーはこの五人ッ！」

　まず団長。そして前回の報告にも出ていたヘルハウンドにサイレントキャンパー。さらに近距離戦のスペシャリストとしてライアットの名前が挙がっていた。

「そんでもってさらにッ!!　うわさじゃジンノくんに匹敵するっていう、凄すご腕うでの傭兵さんが参加するみたい」

　ウリューの耳がぴくりと動く。ノートパソコンをいじる手が止まっていた。

「コットンちゃんそれってまさかッ!?」

「うん！　ストレイ・シープが緊急参戦だって！　団長って人の能力は未知数だけど、こうして並べるとすごいメンバーっぽいね」

「……コーホー」

「あら、親兄弟親しん戚せき飼い犬はす向かいのご家庭まで皆殺しだなんて、思っていても口にしてはいけませんわよ。気持ちはあくまで胸の中に……時がくるまでそっと忍ばせておくものですわ」

　自分の胸元に手をあてながら、瞳ひとみをふせるナスカ。混沌とした光景に、食べていたカツサンドが気管に入ってハナはむせまくる。

（――本当に……まともな人の方が少ない）

　ブリッツはどこか朴ぼく念ねん仁じんで、ジンノは天然。シャドウは何を考えているかさっぱりだし、ナスカは常に電波三本バリ立ちだ。

　ウリューとコットンはとりあえずまともな方にカウントできる……が、これも微妙といえば微妙。妥協の末の、激甘な線引きをしてやっとだった。

「そしてみんなお待ちかねの賞金情報だよ!!　総額二千万ガオン。トーナメントで優勝チームに一千万。準優勝でも五百万!!　さらに大会中戦績が一番の撃げき墜つい王には五百万ガオンのボーナスだって!!」

　企業ではなく個人が主催する大会としては破格の額だ。

　だがその金額に驚く様子もなく、ハンバーガータワーの上のバンズから順番にめくってつまむブリッツ。現在上から三枚目のミートを制したところだった。ピクルスをフォークでぶっさしてぽつりとつぶやく。

「それにしてもコットンはお金が大好きだな？」

「うん！　だってお洋服とかお菓子とか、女の子は色々お金がかかる生き物なんだよ？　お姉ちゃんだってもっとおしゃれして可愛くなりたいよね？　ライバルには負けられないでしょ」

「ハナのライバルって誰なんだ？」

　ブリッツに見つめられてハナの顔が赤くなる。

「いないわよ！　あえて言うなら自分自身ね！　はいはいもうこの話はやめて、せっかくコットンが情報集めてきてくれたんだから検証しましょ！」

　ブリッツはあっさり「そうだな。情報を整理しておくか」とハナの意見にうなずいてみせる。鈍感で助かった……けどムカつくとハナは心の中でひとりごちた。

「ところでその、団長は狙撃手なのか？」

「それはないんじゃないかなブリッツ？　だって矛盾ブロスに声をかけてるくらいだし」

　ジンノがショートケーキを半分まで食べ終えて、ケーキの予想外の甘さにアイスティーをウエイトレスさんに注文しつつ推測する。

「あら、残念ですわね。わたくしそれでは張り合いというものがありませんわ」

　チームの構成やメンバーの技量は、所属する傭兵が有名なほど研究もされやすくなる……のだが、主催者チームはメンバー構成を公表してもなお、勝つ自信満々といった印象だ。集まったメンツをみれば、確かにハッタリで片づけられない戦力と言えた。

　パソコンを閉じるとウリューが足下のトランクからなにやら取り出した。全員に一枚ずつ腕わん章しようが配られる。

「ちょっと時間あいちゃったけどさ、オレッチだってちゃんとやることはやってるんだよぉ？　これチーム腕章ね。識別コードみたいなもので、チーム戦の時はちゃんと所属が解るようにお揃いでつけるわけ。太陽をモチーフにしたロゴがカッコイイっしょ？」

　全員に行き渡ったのを確認して、ウリューは親指をくいっと立ててみせた。

「これがわたくしたちの正義の旗はた印じるし……素敵な紋章ですわね」

　うっとり口調のナスカ。もう何を言おうが諦あきらめるしかない。正義という単語を堂々と自分のものにできるセンスがハナには理解不能だ。

　こうしてようやくユニフォームとまではいかないが、チームらしいアイテムも手に入ったところでリーダーがまとめる。

「気張らず楽しんでいこうぜ？」

　賞金も優勝も二の次っぽくブリッツは笑ってみせるのだった。
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　主催者自みずからが参加するのもどうかと思われるのだが、第一回白銀杯は選手代表でもある、団長の開会宣言によって幕を上げた。会場は中世の城を模もした建物で、参加者たちは中庭に集められている。傭よう兵へい街のＢＡＲバーや各施設、傭兵たちが持っている事務所にもこの戦闘の様子は中継されるらしい。

　主催者側が受けた参加申請の数がどれほどか解わからないが、中庭に集まったチームは八組だけだった。ホストチームの白銀騎士団をのぞく七チームは、応募のあった中から厳正な抽選の結果決められた……とか。中にはブリッツの知っている顔もあった。ジンノをスカウトしていた中堅チームのホーリービショップや、つい最近戦場でいっしょになったオーストリッチ同好会の面々だ。しかも彼ら三人に助っ人として矛む盾じゆんブロスが加わっている。３＋２の混成チームだが、即席の五人組よりも場合によっては怖い存在かもしれない。

　そしてこの大会でお披ひ露ろ目めとなる白銀騎士団。全員が白い詰つめ襟えりのような制服に身を包み、銀色の腕わん章しようという目立つ出いで立ちだった。













　米軍デルタフォース風のコスチュームを脱いだサイレントキャンパーは、衣装が替わってすっかり別人だ。それでもごてごてオプションのアサルトライフルを持っているから見分けられる。銃の方が本体といっても差し支つかえないだろう。

　獣面の男は詰め襟の前をはだけさせていた。ヘルハウンドだ。制服がいかにも窮きゆう屈くつそうで、開会式の間ずっとあくびをしたりそっぽを向いたり。一瞬だがブリッツたちの方をちらっと見て、小さく鼻で笑う。その視線は週末の旅団というより、ハナ個人に向けられていた。

　散弾銃を担いだアフロ男は、詰め襟を羽は織おるだけでマントのようにしていた。その純白の上着の背中にも、散弾銃刑事と銀糸の刺し繡しゆうがばっちり施ほどこされている。

　そして他のメンバーと比べると大分小柄なのがストレイ・シープだ。長身のヘルハウンドと比較すると頭二つ分以上低い。詰め襟なのだがフード付き。顔にはジェイソンマスク……と相変わらずだ。傭兵としての登録名は「Ｓ・Ｓ」だが、ストレイ・シープを名乗ったのは記憶にも新しい。その実力は対戦したブリッツが一番よく解っている。

　ジンノとストレイ・シープ、どちらとも対戦したことのあるブリッツだが、二人にはまともに勝った気がしていなかった。特にストレイ・シープはブリッツの戦闘スタイルに興味を示して、戦う気力がすっかりそがれていた状態だ。彼女の本気をブリッツはまだ知らない。

　今壇だん上じようで挨あい拶さつをしている団長を含めた五人が、白銀騎士団の精鋭メンバーということらしい。

　白銀騎士団結成とそのお披露目。他のチームは嚙かませ犬と、遠回しながら演説する団長。よっぽど自信があるのだろう。

「私たちの華麗なる戦い、是非ご覧あれ！」

　団長の宣言に運営スタッフを務めるサングラスをした黒服たちが一斉に拍手する。

　開会式が終わり、さっそくブリッツたちの出番となった……のだが。




「ごめん。ちょっとお腹なかが痛くて……実は今朝からあんまり調子がよくなかったんだ。次の試合、棄き権けんしちゃだめかな？」

　サッカーかアメフトのロッカールームのような作戦会議室に、週末の旅団のメンバーは集まっていた。そんな中で突然ジンノが申し出る。すかさずハナが素すっ頓とん狂きような声をあげた。そういうことは戦闘直前に言うべきではない……はずだ。

「いきなりそれはないでしょ!?」

「ん？　ああ、いいぜ」

　焦るハナとは対照的に、ブリッツはまったり口調でオッケーを出す。

「ってブリッツ！　どうすんのよ四人じゃ参加できないじゃない？」

「つうわけで、頼むな……ウリュー？」

　とりあえず腕章はつけているが、技師はチーム内では非戦闘員だ。ただ人数合わせのために戦場に出すのは考え物……なのにウリューは小さくうなずいてみせる。

「はっはっは！　大丈夫さハナ。この前、欠員対策はしておくってオレッチ言ったでしょ？　レギュレーション違反の心配もナッシング」

　少し男らしいキリッとした表情で、ウリューはロッカーに手をかけた。豪快に扉を開く。そこには等身大の全裸のマネキン人形がしまってあった。少し猟りよう奇き的な絵だ。

　マネキンは鼻の部分だけが真っ赤に塗と装そうされていた。ウリューは人差し指で鼻に触れて少しだけ押し込むようにする。

　全裸のマネキンはぐねぐねと形を変えて、ウリューそっくりに変身した。もちろん服も腕章もついている。

「これは不思議ですわね。ドッペルゲンガーでしょうか？」

「……コーホー」

「なるほど。ホムンクルスとおっしゃるのですね。シャドウさんもなかなかやりますわ」

　何がどうやり手なのか解らないのだが、とりあえずこの人形をジンノの代役にたてるつもりらしい。

　開発者のウリューは腕組みして胸を張る。

「これがオレッチの研究成果！　汎はん用ようＡ．Ｉをチューンして独自の戦闘用教本プログラムを施した特別製ッ!!　みてみてこの肌の質感ッ!!　本物そっくりでしょ？」

　自分の顔に頰ほおずりするウリュー。ちょっぴり顔が恍こう惚こつ気味だ。ハナ的にはウリューは自分に次いでまとも……と番付をしていたのだが、これなら守しゆ銭せん奴どな妹の方がまだマシかもしれない。

　ＢＡＲのテーブルでウリューがしょっちゅういじっていたのは、どうやらこのデータだったらしい。

「わぁ！　すごいよウリューくん！　ねぇねぇこの人形って売れないかな？　今はウリューくんが鼻を触ったからウリューくんの姿してるんでしょ？　これをお姉ちゃんとかナスカさんでやったら……でね、戦闘用教本プログラムじゃなくて、デート用教本プログラムとか恋人用とか、あとお料理とか耳掻かきプログラムとかスク水とかメイド服なんかを別売りしていったら……すごい！　あたしたちいきなりお金持ちッ!?　会社作ろう会社！」

　テンションが高まってしまい、コットンもウリューといっしょにうっとり妄想モードだ。

「あーもうッ！　ともかくちゃんと戦えるのこの人形？」

　懐かい疑ぎ的なハナにウリューは再び胸を張ってみせる。

「そらもう、モデルになった人間の挙動をきっちりと再現するからね。だいじょーぶだって！」

「モデルって……もしかしてウリューくんのこと？　え？　ええッ!?　じゃあこの人形さんってウリューくんにしかなれないの？」

「……まだ色々と研究中だからねぇ」

　コットンの野望は一瞬でうち砕かれた。

　ついでにいえば戦闘が苦手なウリューのコピーということで、その戦闘力も推おして知るべし。

　そうこうしているうちに、戦場への呼び出しアナウンスがブリーフィングルームに響くのだった。




　週末の旅団の記念すべき緒戦。

　結果は……圧勝。嚙ませ犬を集めたというのは本当らしく、ブリッツたちは今日までの「個人個人が最高のパフォーマンスを発揮する」という連携のしかたで、相手チームを圧倒してみせた。個人の技量差がものを言う。特にナスカとシャドウが猛威をふるい、週末の旅団の被害は、開幕と同時に敵陣へつっこんでいったウリューＡ．Ｉだけだ。

　ウリュー自慢のプログラムだが、その戦闘力はぶっちゃけるとミッションに出てくるテロリストの方がマシ……という感じだった。

　ウリューＡ．Ｉの突撃に相手が「週末の旅団はジンノ頼みのワンマンチームだ！　しかもそのジンノがいない！」と油断していた時点で勝負はついていたのかもしれない。光学迷彩を駆使して忍びより、背後から敵狙そ撃げき手しゆをシャドウが討うち取った。さらに敵チームの情報が旅団に流れ、重要な通路はきっちりナスカの狙撃銃がおさえて綺き麗れいな連携をみせた。

　難なく勝利してしまい、むしろブリッツたちは拍子抜けだ。

　一回戦はどこもほぼワンサイド。勝ち残ったのは週末の旅団、矛盾のオーストリッチ兄弟、ホーリービショップに白銀騎士団という組み合わせだった。

　週末の旅団二回戦の相手は、矛盾のオーストリッチ兄弟。本当の戦いはこれからだ。自分は試合に出ないのだが、なぜかコットンが一番気合いを入れてしまう対戦カードだった。




　戦いの舞台はツインタワービル。非常に単純な構成で、ルートは上下に二つ。ともに二本のタワーをつなぐ連絡通路となる。通路はガラス窓を大きくとってあり、そこから眺ちよう望ぼうを楽しむことができる。眼下に広がるのはニューヨークのマンハッタンの風景だった。

　二つの通路のうち、下のフロアを通る道は左右に広く作ってある。動く歩道も存在し、途中に搬はん送そう中のダンボールが山積みになっていたり、自動販売機や観葉植物といった障害物が配置されていた。

　一方、上の通路は狭く、人が三人も並んで歩けば窮屈といった感じだ。

「……まさに絶好の狙撃ポイントだな」

　戦闘開始と同時に、上の通路は矛盾ブロスに押さえられてしまった。何の障害物もない空中回廊。だからこそ楯たてが効いてくる。兄弟が上の回廊をおさえて、オーストリッチの三人が下の乱戦用通路で待つという非常にディフェンシブな作戦に対して、ブリッツたちは攻めあぐねていた。

　困ったことにまだジンノは調子があがらないとかで、今回も代役としてウリューＡ．Ｉが参戦した。ジンノ曰いわく腹痛は「精神的なものかもしれない」とか。他のチームならペナルティものだが、週末の旅団のリーダーは「しょうがねぇなぁ」と笑い飛ばすだけだった。

　そして現在の戦況に至る。

　下通路を五人で突撃、突破するのも手なのだが、ブリッツたち全員がまとまって下ルートを動けば、オーストリッチの三人はじわじわ後退。その間に上の通路から矛盾兄弟が週末の旅団側の陣地に移動して、下通路で挟きよう撃げきというパターンが濃厚だ。

　ともかくオーストリッチ同好会の連携はブリッツたちの想像を超えていた。個々の技量はそれほどではないのだが、息のあったコンビネーションと引き際を見定めるセンスはランカー級かもしれない。中途半端な距離での撃ち合いでは、こちらにもダメージはないがオーストリッチ側も被弾しそうにない。

「さて、どうするよ？」

　上の通路がある七十階と、下の六十九階を結ぶ階段で週末の旅団の四人は現場ミーティングに入っていた。ちなみにウリューＡ．Ｉは試合開始直後、下の通路につっこんでいき、オーストリッチの十字砲火を浴びて早々に退場したあとだ。撃ったオーストリッチの方が「ばかだなぁ～～」と声をそろえて、少しだけウリューＡ．Ｉに同情する始末。

「七十階の天空回廊は……申し訳ありませんがわたくし一人の手に余りますわ。せめて貴方あなたのために相打ちをとも思いましたが、あの楯に阻はばまれては……」

　思い詰めたようなナスカにブリッツは笑ってみせる。

「お前のせいじゃないだろ？　ま、あいつも病欠なんだし……ここは俺たちでどうにかしないとな」

　冗談混じりな雰囲気でリーダーは告げる。ジンノがいないなら、いないなりの戦いをするしかないのは他のメンバーたちもよくわかっていた。

「さて、狙撃対決が無理ならどうしたもんか」

　こういった密閉空間での戦闘では、狙撃手の射しや角かくはかなり制限される。狙撃手だけの話ではないのだが、こちらが相手をロックオンできる位置というのは、同時に相手からもこちらを狙ねらえる位置だ。特に狙撃手のポジションではそれが顕けん著ちよだった。

　障害物がない七十階側のフロアと通路に、ナスカが一人出ていっても逆に狙撃されるのは想像に難くない。そのまんまだが、相手は楯をもちこちらは裸同然。不利を覆くつがえせるほどの技量差による力押しは、狙撃を生なり業わいとしてきた矛盾ブロス相手にはのぞめない。全員で狙撃手を標的にしてつっこんでいくという手もある。

　矛盾ブロスが狙撃に連射性の低いボルトアクションを使っていることは、ブリッツたちもコットンから聞いていた。

　突撃しても最低一人は確実に倒される。すでに頭数で一つ後れをとっている週末の旅団には厳しい。しかも連絡通路の距離を考えると、楯のガードの間にリロードを終了されて、二人目が撃たれる公算も大きかった。

　煙幕を張るスモークボム。これを投げ込んで通路を白煙で満たし、矛盾ブロスの視界を奪い突撃という手もある。だが、狭い通路の都合で適当にボルトアクションをぶっぱなしても当てられかねない。仮にブリッツ、ハナ、シャドウの三人が、まっすぐ一列に並んで走れば被弾面積は三分の一になるのだが、これも危険だった。先頭を行く一人が被弾するとボルトアクションの貫通力によって、その後ろ……さらに三人目までまとめて倒される危険性も出てくる。

　また上の回廊を旅団全員で突撃すれば、下のオーストリッチが七十階通路から旅団側の陣地に侵入、最悪回り込まれて挟撃……こうなってはお手上げだ。

「じゃあ下のルートしかないんじゃないの？」

　少し攻めッ気の出始めているハナ。六十九階側の全員突撃を提案したのだが、それはそれで週末の旅団のメンバーに分が悪い。

　装備の関係から足が遅く、敵に張り付かれたらお手上げのナスカ。足は速いが隠密性が命のシャドウ。全員でドタドタと乗り込んでいっては、シャドウの良さが活いかせない。

「……コーホー」

「自分が先行してオーストリッチの一人と刺し違える……とおっしゃってますわ？」

　ナスカの通訳にシャドウは小さく首を縦たてに振った。

「あの三人は常にお互いをフォローできる位置にいるみたいだしな。攻撃する時は光学迷彩でもバレんだろ。暗けりゃアリかもしれないんだが……いや、そもそも刺し違えるっていうのが良くないな」

　ブリッツが窓の外の青空をながめつつポツリと呟く。雲一つない晴天だ。通路の採光もかねた大きな窓ガラスが恨めしい。刺し違えるのはダメだが、シャドウに相手の背後をとらせて攪かく乱らんさせれば、下の通路を突破できたかもしれない。

　時間だけが過ぎていく。このままタイムアップになれば、残存戦力が多い方が勝ちだ。たとえオーストリッチ一人を倒しても、シャドウが残っている仲間二人にやられれば戦力差は縮まらない。向こうは待っていれば勝ちが転がり込んでくる。リスクをおかしてまで動く必要もなかった。

「やっぱり下のルートを全員突撃しかないわよ！」

「突撃に向くのはハナだけだぜ？」

　正面から三人対四人でぶつかり合うような形にみえて、火力でいうとアサルトライフル三丁vsアサルトライフル＋スナイパーライフル（通路の障害物の都合でまともに射角がとれない）＋ナイフ＋素す手での戦いだ。ジンノ不在が致命傷になっている。

「で、悪いんだがハナ。俺にやらせてくれないか？　それがダメだったら、後を頼む」

　急にブリッツは改まった口調でつぶやいた。

「それって……まるで死にに行くみたいな言い方じゃない？　そういう気持ちで戦うなって言ったのはブリッツでしょ？」

「もちろんやられにいくつもりなんてねぇよ。ただ試してみたいことがあるんだ」




「ねぇ兄貴？　なんか簡単に片がつきそうだね？」

　楯持ちの弟が気の抜けた声でつぶやく。兄が構える狙撃銃は、ボルトアクションではなくセミオートだった。これまで矛盾ブロスといえばボルトアクションで名前を売ってきたのだが、密閉空間マップということも考慮して、今日はボルトアクションよりも柔軟に対応できるセミオートを選択した。楯も装そう甲こう値を普段のものより低めにして、その分軽量化が成なされている。場合によっては起こりうる近接戦闘も考えて、楯持ちの弟も普段持たないサブマシンガンを携帯していた。兄も近接戦闘を行う可能性があるため、サブマシンガンは二丁用意してある。

　不覚にも接近された場合、弟は楯を捨てて兄に用意していたサブマシンガンを渡し、兄は狙撃銃を破棄して弟とともにサブマシンガンで戦う。そんな戦法だ。

　自分たちのスタイルを崩してでも勝ちを取りに行く。むしろ賞金のかかった試合で、どうしても欲しい一勝を取るためならスタイルなんてなんの価値もない。

　この試合に勝てば決勝で勝っても負けても五百万ガオンは確定だ。戦力的に上がってくるのは白銀騎士団だろうから、適当に団長たちの見せ場をつくって負けてやればいい。

　だからこそ、この一戦の勝ちを取りに行く。

「それにしても兄貴。さすがだよ。すごいよ！　あいつらきっと予測もしてないはずだよ！　矛盾ブロスは狙撃手と楯使い……それがサブマシンガン持ちに瞬時に変身するんだからッ!!　ま、サブマシンガンの技術は本業よりちょっと未熟だけど、相手は油断してるだろうし余裕だよね」

　兄を賞賛する弟の口調は酔っていた。自分たちの作戦に絶対の自信があるのだ。

「下の連中も思ったより使えるみたいだな。それより問題は……」

　赤い髪の兄が心配しているのは煙幕による視界封じだった。敵チーム……週末の旅団の一投目の煙幕手しゆ榴りゆう弾だんが勝敗を決める。

　通常のボルトアクション狙撃銃と強きよう固こな楯持ちの矛盾ブロスなら、煙幕手榴弾は少し厄介だ。窓を割って白煙を吹き飛ばせばいいのだが、狙撃銃で一枚一枚割っている間に簡単に接近されてしまう。

　だからこそ弟にはサブマシンガンを用意させていた。

「大丈夫だよ兄貴ッ!!　俺らのタクティクスは完かん璧ぺきだってば！」

「ああそうさ。間違いねぇよ」

　と、呟つぶやきながらも赤髪の兄は弟ほど状況を楽観視していない。

　旅団のリーダーであるブリッツは、噂うわさでは閃せん光こう手榴弾や煙幕手榴弾を使って相手を煙に巻くペテン師らしい。サブマシンガンはそんなペテン師が単身つっこんできた時の備えだった。

　いくつかパターンは考えられるが、敵チーム全員が七十階通路につっこんできてくれれば、適当に狙撃銃を撃ち込むだけで迎撃……あわよくば殲せん滅めつできる。貫通力ではボルトアクションに劣るが、セミオートはある程度連射も効くため、発射スパンの短さも手伝って一気に勝負を決められるだろう。

　下の階で異常があれば即座にオーストリッチの三人から、矛盾ブロスに通信が入る。七十階通路に煙幕が張られ、さらに下の階から旅団メンバーの気配が消えた場合、考えられることは二つ。

　七十階通路全員突撃か、わざと階段フロアまで引いて立ち止まり、オーストリッチの三人が挟撃のため旅団を追って出たところを待ち伏せる。後者がもっとも可能性が高いと矛盾の兄は考えていた。

　だから六十九階が静かになっても、決して挟撃には出ず状況に応じて七十階に援護に来るようオーストリッチには指示してある。

　残り時間が一分を切った。旅団は動かざるを得ない状況だ。

「じゃ、ちゃっちゃと守りきって勝っちまうか」

「オッケー！　ばっちり兄貴はガードするよ！」

　通路に集中し、微細な変化にも反応できるよう矛盾兄は神経をとぎすませる。

　次の瞬間、下の通路からオーストリッチの通信が入った。

「つっこんでは来ないんだが、威い嚇かく射撃やらで微妙にちょっかい出してきてるんだけどどーするよ!?」

「距離をおいて待機。釘くぎ付づけにしておけば勝てるんだ。つうか、それのどこが異常なわけ？」

　狙撃に集中している兄に代わって、弟が無線のやりとりをする。

　兄弟で話す時は楽しげなのに、他人とのやりとり……特に相手が無能だったりムカつく相手だと兄弟の口調はそろって冷たくなった。信じられるのは互いの分身だけ……そんな絆きずなが矛盾ブロスの連携能力と強さの秘密だ。

「異常ってほどじゃないんだが、一人人数が足りないような……うお！　向こうもオケツに火がついたッ!?　ラッシュに圧力があるんでここらで通信終わりッ!!」

　通信を終えると兄弟は同時に口を開いた。

「……くるね」

　二つの声がハーモニーを奏かなでる。タイミングを計っていたように通路に投げ込まれる煙幕手榴弾。勢い良く白煙が吹き上がる。一気に通路の視界は白い闇に覆おおい尽くされ、濃霧のような状態だ。

「たった独りでつっこんでくるなんて、俺らをナメてるってことだな」

「スモークは予測済みなんだよッ！　ペテン師野郎ッ!!」

　楯からサブマシンガンに持ちかえると、緑の髪の弟が採光用の窓を次々割り始める。長くとどまるはずだった白い闇は、拡散して窓の外へと逃げていった。

　少しずつ視界が戻っていくなかで狙撃手の兄はじっと待つ。

　さらに薄まりつつある白煙の中から、もう一つ手榴弾が投げ込まれた。

　これも予想済みで、兄弟は揃そろって後ろを向く。閃光に背を向けることで直接フラッシュを食らうよりも、早く視界を取り戻すことができる。

　ブリッツの行動パターンを、矛盾ブロスはオーストリッチの三人から事前に聞かされていた。

「……フラッシュボムのあとにバック走。手の内は読めてるんだよ」

　この時点で矛盾ブロスからみれば、ブリッツの行動はすべて想定内だ。まず通路の距離だが、いくら脚力を鍛きたえていても走り抜ける間に、兄弟がフラッシュボムの視界不良から回復するだけの間合いはある。今回の大会のレギュレーションでは手榴弾に制限があった。通常、閃光、煙幕の三種とも、持ち込めるのはそれぞれ一人一個ずつまでだ。

　もうブリッツには投げる閃光手榴弾がない。

　閃光の発動を確認すると、まだ視界は焼かれたままだが兄弟は通路側に向き直る。

　うすぼんやりと通路が浮かび上がってくる。真ん中にはブリッツの姿があった。矛盾兄がスコープに切り替える。狙撃するにはうってつけの距離だ。

　だが、引き金を引く前にブリッツは再び手榴弾の投とう擲てきを終えていた。

「……下がって！　兄貴ッ!!」

　もしブリッツがあと一つ投げられるとすれば通常の手榴弾しかない。非殺を貫つらぬくという噂は噓うそだったのか……勝つために信念を曲げたのか。

　ともかく手榴弾を足下に投げ込まれては、狙撃は中止し退避するしかなかった。

　通路入り口からフロアに少し後退し、いつでも通路側に射角がとれるよう矛盾兄弟は身構える。

　次の瞬間、ブリッツが投げ込んだ三つ目の手榴弾が炸さく裂れつした。

　閃光が兄弟の視界を再び白く焼く。二発目の閃光手榴弾はないと踏んでいたため、今回はフラッシュを直視してしまった。

　さらに閃光が三発、四発と立て続けにフロアに炸裂する。閃光地獄だ。

「兄貴ッ!!　なんでッ!?」

「聞くなッ！　ともかく下がるんだ!!」

「どっち？　どっちだよ！　ねえ兄貴応こたえてよッ!!」

　いくら弟が呼んでも兄からの応答はない。打撃音がフロアに響く。

　十数秒も続いた白い闇がゆっくり引いて、弟は視界を取り戻した。

　最初に目に入ったのは拳こぶしだ。目の前にブリッツの拳が迫っていた。いくら反射神経が良くても避けられるタイミングではない。一発、二発、三発と弟の顔面に拳がたたき込まれる。

「……んで……なんでッ!?」

「ああ、フラッシュボムな。みんなの力を一つに……なんてな」

　一人が持ち込めるのは一種につき一個ずつだが、装備の受け渡しが可能なら手榴弾も同じことができたわけだ。自分たちが楯と狙撃銃を破棄してサブマシンガンに持ち替えを考えていたのに、相手が同じことをするところまで考えが回らなかった。

　実力はあるのだが自己陶酔してしまい、時に周囲が見えなくなる……それが矛盾ブロスの弱点だ。

「つうわけで悪いが止とどめだ……何か言い残すことはないか？」

　首根っこを摑まれたままの矛盾弟は、ほとんどブリッツの顔なんて見ていなかった。空を仰ぐようにしている。赤い髪の兄はすでに戦闘不能だ。

「なんで逝っちゃったんだよ兄貴ッ！　僕を一人残してッ!!」

　常に二人一緒に行動をしていた矛盾ブロスは、戦闘不能になる時も死ぬ時も戦場ではいつも同じタイミングだった。どちらか片方が欠けた状態は二人にとってあり得ない。強すぎるくらいの絆が弟を突き動かす。

　不意に弟の袖そでの下から何かが飛び出した。隠し武器だ。手のひらで包み隠せるほどの小型拳けん銃じゆう――デリンジャーだった。

「……って、聞いてねぇぜそういうのは」

　ブリッツは珍しく勝利を確信していた。だから最後に「言い残すことは？」なんて聞いてしまったのだ。いかにデリンジャーの威力が低くても、この至近距離で撃たれるのは危険すぎる。

「お前なんかにやられてたまるか！　貴重な鉛弾なんだ。お前にくれてやるような分はないんだッ!!　今逝くよ……兄貴」

　銃口はブリッツではなく、緑の弟自身のこめかみに向けられていた。兄がブリッツに倒されたせいで弟はひどく狼ろう狽ばいしており、死んでしまったと勘違いしているようだ。

「おい、やめろって……なんかそういうのは……よくないだろッ!?」

　ブリッツにはどうすればいいのか、どう声をかければ止められるのかわからなかった。倒す気だったのに思わずブリッツは矛盾弟を止めようとする。だが、その制止はふりきられ……弟はブリッツの目の前で自分のこめかみを撃ち抜く。

　結果的に大会だったこともあり、弟も本来なら致命傷で死ぬところを免まぬがれたわけだが……止められなかったことが悔やまれてブリッツは素直に勝利を喜ぶことができなかった。




　七十階の戦闘に決着がついた時点で、オーストリッチの三人はギブアップを宣言した。引き際はあざやかだ。戦術的勝利にはこだわらないらしい。ある意味プロフェッショナル然としていた。どうもその無害なスタイルに矛盾ブロスの方からオファーがあったとか。決して足を引っ張るようなことはしないが、逆転できる実力もない。おかげで消耗戦をすることなく週末の旅団は勝利を収めることができた。

　ブリッツに「閃光の魔術師」の二つ名がついたのはこの時だ。狙撃銃やサブマシンガン、拳銃にナイフのスペシャリストはこれまでも存在したが、煙幕＆閃光手榴弾の専門家という二つ名は世界的に見ても希まれだろう。誰が言い出したのかも解らない「閃光の魔術師」の名はウリュー経由ですぐにブリッツの耳にも入るのだった。




　決勝へ進めば賞金は確定。これは週末の旅団にとって貴重な二勝目だ。

　そんなタワーでの戦いと時間差で行われた二回戦もう一試合は、白銀騎士団がホーリービショップを一方的に蹂じゆう躙りんして、残り時間を十分以上余らせるという形で決着をみせていた。













[image: ]







　決勝戦を前に参加者は円卓の間に集められた。緒戦、二戦目と腹痛を訴うつたえていたジンノも、やっと参戦を決めて円卓会議に顔を出す。それでもどこか顔色がよくない。ウリューやコットンと矛む盾じゆんブロス戦を観戦していたのだが、終盤の自殺シーンを見たあたりでジンノの表情は蒼そう白はくになっていた。よっぽど緑の弟の行動がショッキングだったらしい。マイペースで図太いと思われていた天才の、意外な弱点が発覚した格好だ。

　ヨーロッパの古こ城じよう風な戦場……ここが決勝の舞台になる。

　古城は石造りで本城と外城に分かれており、本城側には大小合わせて八つの塔が立っていた。外城から本城への移動手段は跳はね橋ばしで、これがあがってしまうと本城へ行くためには堀を泳ぎ、そそり立つ石垣を登るはめになる。さらに本城の中にも堀があり、天てん守しゆ閣かくに向かう時にも跳ね橋を利用しなければならない。

　現在ブリッツたちがいる円卓の間は、その天守がある建物内だ。

　この会議の光景もすべて傭よう兵へい街に中継されている。バックアップチームのコットンとウリューは蚊か帳やの外で、集められたのはフィールドで戦う者だけだった。

　金髪の美男子――主催者でもある白はく銀ぎん騎士団団長が、円卓でも上かみ座ざの王の座についている。

　自分が神だといわんばかりで、先ほどから勝手なルール変更を提案中だ。

「そこで、決勝戦のルールですが……ここは一つ趣しゆ向こうをこらそうかと思いましてね。まず決勝ですから死亡判定も通常通り設定します。が、勝利チームに所属していた場合、仮に死亡していたとしても蘇そ生せいできるよう手配しましょう。勝者はすべてを手に入れ敗者は失うのです。次に、どちらかのチームが最後の一人になるまで戦う……というのはあまり美しくありません。それに逆転の目もなくなってしまいます。そこで大将を討うち取ったチームの勝利というのはどうでしょう？」

「大将はどうやって決めるんだ？」

　週末の旅団はブリッツが代表で質問や意見を述べていた。

「それは各チームで決めることにしましょう。ロザリオを一つずつ支給しますから、それを持っていた者が大将ですね。チームリーダーが持つのがセオリーかもしれませんが……そこは戦略ですから」

　どれだけ戦力が残っていても、大将を討ち取られたら敗北。ブリッツは吟ぎん味みせず即答した。

「おもしろいな……それ。やってみるか」

　独断なのだが旅団のメンバーに異論はない。ブリッツが受けたからには、何か作戦……いや、作戦というよりも勝利の予感があるのだと、ハナたちは自然と考えるようになっていた。

「今回の戦場はＥＣＭ通信妨害電波がオンになります。そして……サプライズな仕掛けもいくつか用意してありますから」

　他は今までのレギュレーションと変わらないらしい。持ち込める手しゆ榴りゆう弾だんの数と種類も固定で、延長戦になった場合は無差別に攻撃してくるテロリストが、城の中になだれ込む。

「サプライズってなによ！　教えなさいってば!?」

　よっぽどのことがない限りは黙っているつもりだったハナだが、さすがにサプライズと称して秘密にされるのは気分が悪い。

「ここでバラしてしまってはおもしろくないでしょう？　キュートなお嬢じようさん」

　ウインクしてみせる碧へき眼がんの美男子。だが、それで引き下がるようなハナではない。

「あんたはそのサプライズを知ってるし、そっちのチームだって何が起こるか把握してるって可能性は濃厚ね？　こんなの公平じゃないわよッ!!」

　机に両手のひらを叩たたき付けて立ち上がり、裁判をモチーフにしたゲームの主人公よろしく、びしっと指をつきつけるハナ。だが、団長は顔色一つ変えない。

「うだうだうっせーんだよッ！　テメーらはアウェイだってことを認識しやがれッ!!」

　団長ではなくハナに反論したのは獣じゆう面めんのヘルハウンドだった。

「な、なによ？　これって大会なんでしょ？　一つのチームが有利になるなんておかしいわッ!!　だいたいなんであんたみたいなのが騎士だのなんだのやってんのよ？」

「ほほぅ……前よりは口も達者になったみてぇじゃねぇか？」

　反撃されているのにヘルハウンドはどこか嬉うれしそうだ。血けつ気き盛んで好戦的なハウンドに、白銀騎士団の一人がため息をつく。

「それくらいにしてください。本当にあなたはすぐ感情を剝むき出しにする。正直迷惑なんですよ。相手の挑発に乗って無ぶ様ざまに死なれては困るんですから。いいですか、あなたの命はあなたのものではないのです。チームの所有物である以上独断専行など言語道断もっての他……」

　ぐちぐちと連ね始めるサイレントキャンパー。ヘルハウンドは「うるせぇんだよタコ。クソチキン野郎」と短い罵ば倒とうで返す。よっぽどそりがあわないらしい。

　このどさくさに紛れてライアットがドカッ！　と足をテーブルの上に放ほうるように乗せた。椅い子すを斜めにし、倒れるかどうかという微妙なバランスを保ちながら「とっとと始めようやぁッ！」と野の太ぶとい声で一同に告げる。さらにブリッツに首を向けてライアットは続けた。

「なぁ兄ちゃん。この前はいいキックありがとうな。おかげで目が覚めたわ。悪ぃんだが今日は勝たせてもらう。覚悟しとけよ！」

　がっはっはっは……と、笑い方も豪快だ。ハウンドとキャンパーのケンカを仲ちゆう裁さいしないあたり、どうも白銀騎士団はチームとしてかみ合っていないような印象をうける。

「……それはこちらの台詞せりふだ」

　ライアットの言葉に珍しくシャドウがかみついた。光学迷彩を見破るサングラス……その存在を知らなかった油断もあったが、ともかくライアットがブリッツに完敗したように、シャドウもライアットに辛しん酸さんをなめさせられている。リベンジにはうってつけの機会だった。

　口笛を吹き鳴らしてからライアットは「んなら、まずは暗殺者の逮捕を優先して、それから兄ちゃんの方だな？」と、シャドウのことは眼がん中ちゆうになしといった口振りだ。

「よろしくね。僕はジンノ。お互い有名人同士ってかんじかな？　噂うわさは聞いてたけど、こうして戦えるなんて嬉しいよ」

「…………」

　ジンノが笑顔を向けたのはストレイ・シープだった。マッチアップを意識しているのかいないのか、ジンノからの先制パンチなわけだが、ストレイ・シープは小さくうなずくだけで特に反撃もしない。相変わらずストレイ・シープはジェイソンマスクをかぶっているため不気味なのだが、ジンノの方もそれを気にしているそぶりはなかった。

　円卓は早くも本番前の前ぜん哨しよう戦せんといった雰囲気だ。いつもなら電波をまぜた発言で相手の戦意を削そいだり意識を分散させるナスカなのだが、興味がないらしく惚ほうけていた。

「ちょっとナスカ？　あんたもなんか言ってやりなさいよ？」

　軽くひじでハナがこづくがナスカは反応しない。何度かやっているうちに、やっと彼女は口を開いた。

「お花を摘みにいってましたの。わたくしがいない間に、何か問題でもありまして？」

　生理現象一つ言うにしてもナスカのキャラ管理は万全だった。その集中力が狙そ撃げきの技術に繋つながっているのかもしれない。

「で、結局どうすんだ？　そっちが受けないってんなら棄き権けんってことだよなオイッ!?」

　ヘルハウンドが挑発的に笑ってみせる。ハナが再び食い下がろうとしたのだが、ブリッツはそれを遮さえぎるように返答した。

「なんかおもしろそうだな。サプライズだってよ？」

「罠わなよ罠ッ!!　あんたバカなの？　ねえバカなわけッ!?」

　まさかの味方からの裏切り（？）にハナが吠ほえる。

「いいね。僕もサプライズイベントは大好きだよ」

　まだ本調子ではなさそうだが、それでもジンノはあっさり承しよう諾だく。連動して「……コーホー」とシャドウも呼吸音を出しながらうなずいてみせた。

　もちろんブリッツがいいというものをナスカが嫌がるわけもなく。

「いかなる試練が待ち受けていても、わたくしたちは負けませんわ……どんなに暗い闇やみが世界を覆っても、明けない夜はないのですから」

「ああ～～もうッ！　いいわよわかったわよ！　やってやろうじゃないのッ!!」

「乗り気だなぁハナ」

「あんたがこんな返事したからでしょうがッ!!」

　ブリッツの頭を軽くグーで殴りつけて、ハナも覚悟を決めるのだった。




　それぞれチームに分かれて大将決めの作業に入る。円卓の間をチームごとに順番に使い、相手には相談の内容が解わからないよう行われた。同時に作戦も話し合う。

　すべてが決まり再び両陣営のメンバーが密室に会したところで、一つ目のサプライズは発生した。

　突然甲かん高だかい声が円卓の間に響き渡る。外側から扉が開かれて参加者以外誰も入ることができないはずの円卓の間に、そいつは真正面から飛び込んできた。

「アーッヒャッヒャッヒャッヒャッヒャッ!!　たっくさんいるいるいる―――ッ!!　ここにバカがいっぱい集まるって情報を、こっそり教えてくれた情報提供者に感謝ぁッ!!　どいつもこいつも気に入らない顔ばぁ～～っかりぃッ!!　もう処しよ刑けいッ!!　処刑しちゃいますぅぅぅッ!!」

　トレンチコートを羽は織おったミイラ男だ。変質者よろしく、がばっとコートの前をはだけさせる。相変わらず体中にダイナマイトを巻き付けていた。しかも前回ブリッツたちが遭遇した時より本数が多い。ベルトのドクロボタンもゴージャスな金の箔はく押おし仕様だ。

　処刑ボマー・リベンジ。ブリッツたちの端末にはそう表示されているのだが、誰一人それを確認する余裕はなかった。

「吹き飛べ社会のゴミ虫ドモォォォォォ！　ぽちっとなぁッッッッッッ！」

　爆破ボタンの枕まくら詞ことば的な一言を最後に付け加えて、処刑ボマー・リベンジは問答無用で自爆した。ブリッツたちの視界が白く染まり、全員の端末に「サーバーエラーにより再起動。配置ランダム」の表示が出る。

　これが決勝戦スタートの合図だった。




　シャドウが気がつき体を起こす。左右は二メートル以上の高さの生いけ垣がきだ。迷路のように入り組んだ本城の中庭。そのどこかで目が覚めたらしい。妨害電波のせいでまともに連絡も付かず、周囲にチームメイトの気配もない。

　敵の策略により分断された。それがシャドウの推理だった。

　人が二人並んで歩けば窮きゆう屈くつな細い通路だ。前に進めばＴ字路が待っている。

（――合流か……それとも）

　分ぶ厚あつい生け垣は上から下までびっしりとしていて、登ってあがろうとするとガサガサと大きな音をたててしまう。それにあがれたとしても、歩いて移動すれば音はするし、枝の茂り具合が薄いところを踏めば、そのまま足がずっぽりハマって動けなくなり、射撃のいい標的だ。

　登って移動するリスクよりも、今はこの緑の迷宮を正攻法で抜けることが先決だろう。

　シャドウが頭を切り換えると、同時にＴ字路側から足音と生け垣のざわめく音が聞こえた。シャドウの背後は一本道で隠れられそうな障害物もない。

　光学迷彩を起動する。この数日の修練で使わないことを前提にしてきたのだが……今は状況が状況だ。相手がこちら側に気付かず通り過ぎてくれれば良し。味方なら合流し、敵なら背後から狩る。敵が左折してこちら側に歩いてくるようなら、正面からの近接戦闘もやむなし。

　頼りたくはないのだが光学迷彩がある分、シャドウは先せん手てを取ることができる。

　そんな暗殺者の計画は一瞬で崩された。Ｔ字路の陰から真っ黒なマリモ状のものが見え隠れする。同時にシャドウは閃せん光こう手榴弾をＴ字路手前に放りつつ、背を向けて走りだしていた。直線の距離はおよそ五十メートルほど。その先は左さ折せつ路ろだ。

　シャドウが背を向けたと同時に閃光が爆はぜる。だが敵の足をまったく止められない。

「閃光手榴弾ってことはブリッツかぁッ!!　逮捕だぁッ!!」

　散弾銃を構えたマリモヘッドの大男が路地に飛び込んできた。彼の視界を常にガードするサングラスは、閃光手榴弾まで無効化するらしい。威い嚇かくに使うなら通常の手榴弾の方が正解だったかもしれない。光学迷彩は肝心なときにこそ裏目にでる。

（――まだまだ修練が足りないか）

　光学迷彩を発生させたまま逃げるシャドウ。その背に銃口を向け、ライアットは硬質ゴムのシャワーを浴びせる。

　背中に数発散弾をもらう。が、ライアットの姿が見えたと同時に逃げていたため、ぎりぎりショットガンの有効射程距離から逃れることができた。ショットガン系の武器は近距離でこそ爆発的な威力を誇るが、対象から離れると威力が極端に落ちてしまう。

　だが、シャドウ自身へのダメージはそれほどではないものの、装備に不具合が生じてしまった。ボディースーツの背後には、光学迷彩発生用のモジュールが装着されている。不幸にもそのモジュールにゴム弾が数発ヒットした。衝撃が光学迷彩のシステムに影響し、シャドウの下半身だけが消えた状態になってしまう。

（――ちょうど良い。これで装備にすがる気持ちも殺せるか）

　もちろんサングラス「ダイモン」効果で、光学迷彩が壊れようが何しようが、ライアットにはシャドウのことが全身丸見えだ。

「待てえええええええええぇぇぇぃッ!!」

　正面から戦わずシャドウは緑の迷宮をひたすら走る。

　闇討ち、不意打ち、相手の認識の外からの攻撃を得意とする暗殺者だが、それだけに正面から正々堂々というシチュエーションはもっとも不得意だった。障害物の陰など隠れられる場所があればやり過ごして不意打ちもできるのだが、そのためにもまずこの緑の迷路から脱出しなければならない。

（――相打ちも……）

　どうすれば刺し違えられるかも考える。しかし、散弾銃が相手となるとできるかどうか。煙幕手榴弾で相手の視界を塞ふさぎ……。

（――装備に頼るべきではない。あのサングラスは未知数すぎる）

　ライアットの死角は背後だけ。それを前提に考えながらシャドウは緑の迷宮を駆け抜けていった。




　ナスカはずっとにらみ合いを続けている。場所は外城の塔の上だ。中庭を挟んで本城へと続く跳ね橋と、城の外へ通じる橋の二つが堀にかかっている。外城は将棋の駒こまのような形で、その底面が本城側。左辺が城の外に繋がる橋に通じていた。

　駒の頭の部分にあたる塔がナスカの目覚めた場所だった。現在跳ね橋は上がった状態で、本城側からの操作がなければそちらに移動することができない。外城は完全に孤立していた。

　外城側には将棋の駒の五角形それぞれの頂点に塔が立っているわけだが、本城側に近い塔へ移動できれば、本城の中庭や天守閣付近まで、手広くナスカはカバーできるようになる。最高の援護射撃ポジションだ。

　だが、ナスカはその場を離れることができなかった。

　外城の中庭には大砲やら食料の入った木箱。テントや厩きゆう舎しやといった隠れられる場所がたっぷり用意されている。

　そこにナスカは、一瞬だけ敵の姿を見たのだ。その敵を排除するまでは下手に中庭に降りることができない。おそらく、相手は塔の上のナスカに気付いている。そして隙すきをみて塔の入り口へと向かい、塔を登ってナスカに近接戦闘を仕掛けようという腹だ。

「……困りましたわね。今は中庭に敵が二人以上いないことを祈るだけですわ」

　最初に目撃した敵の影。それが隠れた山積みの木箱のそばに、ナスカは照準を合わせる。今はこうして相手の戦力をこの場所に釘くぎ付づけにすることしかできなかった。

　それは現在ナスカに狙ねらわれているサイレントキャンパーにも言えることだ。だが、キャンパーの気持ちはいくらかナスカよりも楽だった。

　待つ戦いはキャンパーにとって願ったりかなったりだ。自分が動かない限り、相手も動くことはできない。この距離ならボルトアクション狙撃銃でなくても、週末の旅団の狙撃手が撃てば音を聞くことができる。いくらセミオートといっても、スコープをのぞいたまま他の標的から自分に照準を合わせ直すまでには、どうしたってタイムラグが発生するだろう。誰かが本城からやってくるのを待てばいいのだ。敵の狙撃手はそちらに注目せざるを得ない。その隙をついて塔の中へと潜入できれば、狙撃手にチェックメイトをかけることができる。

　思考をめぐらせていたキャンパーだが、スタートの合図はいとも簡単に鳴り響いた。

　バスンッ！

　と、塔の上から銃声が響く。だがキャンパーは動かない。待って見ること、観察することを得意とするキャンパーに、ナスカのフェイントは通じなかった。ナスカが撃ったのは地面だ。隠れている木箱の目と鼻の先で、土つち埃ぼこりが舞ったのをキャンパーはキッチリ目撃していた。他の対象に照準をあわせて撃ち、そのあとキャンパーにあわせ直すのではなく、最初からキャンパーが出てきそうな場所に一発撃ちこみ、キャンパーがその音を聞いて飛び出したところを狙うという作戦だ。

　そこそこ防衛側でならしているような傭兵なら「敵の銃声＝こちらの援軍が来た！」と思い飛び出すのだが、キャンパーは冷静で臆病と言えるくらい慎重だった。

　長期戦。ＥＣＭ領域内で通信もできず、静かで孤独な……深海の底のようなナスカの戦いは続く。




「ああ、うん。ちょっとね……」

　本城裏手の塔の中段。階段に腰を下ろしてジンノは独り言のようにつぶやいていた。

　薄暗い石造りの塔には矢を放つためのアロースリットがいくつも空いている。そこから射さし込む光がどこか神秘的にジンノを照らす。

「さっきの戦い……僕には理解できなかったよ。なんで味方が倒されたからって、自分も死のうとするんだろう。うん、仇かたき討うち……報復っていうのはようやく解ってきたんだ。だからそれだけに驚いちゃってね。それにさっきの自爆。なんでああいった行動をとるのか相変わらず理解不能かな……。せっかく復調してきたっていうのに、またあんなのを見せられて……そうなんだ。ボマーはもうサーバーからキックされたんだね」

　ＥＣＭの効果範囲内にもかかわらず、ジンノは何者かと交信していた。しかも相手は戦場の外だ。そうでなければ知り得ない情報をジンノは得てしまっている。

「動けそうにないよ……うん、無理はしないから」

　交信を終えると小さく「ふぅ」と息を吐く。ゆっくり瞳ひとみを伏せると死んだようにジンノはぴたりと動きを止める。

　まだしばらく、ジーニアスの調子が戻るには時間がかかりそうだった。




　ブリッツは本城の天守閣そばに立っていた。背後には天守の門だ。堀の向こうに中庭の緑の迷路をみることができる。そちらに行くには跳ね橋を降ろさなければいけない。

「さて、どうしたもんかな」

　全員が分断されてしまったらしい。おそらくＥＣＭの設定は、この分断を前提にしていたんだとブリッツは考える。完全な個人戦仕様だ。こうなってはどれだけチームワークを極めていても、それを発揮できずに個人技で各個撃破されてしまう。騎士団の名前が聞いてあきれる。

　が、裏を返せば白銀騎士団は急造チームで、連携がとれないということにもなる。今のところ団長の戦闘スタイルが不明で未知数だが、とりあえずブリッツ自身、週末の旅団メンバーの誰かと繋がることが最優先のような気がした。

「まずは連携だな」

　ブリッツがかすかに匂においを感じたのは、天守閣の建物内部からだった。




　軽い死なんて存在しないのだが、今回の命はハナには少し重かった。今までブリッツについてまわってきたが、いつも足手まといになってしまう。せめて一人でも敵を倒さなければ……そういう想おもいも強いし、なにより自分が簡単に倒されるわけにはいかなかった。アサルトライフル持ちの自分が消えれば週末の旅団全体の戦力……特にブリッツが素手な分をカバーできる火力がなくなってしまう。

　だが、早くも諦あきらめがハナの脳裏をよぎっていた。ＥＣＭのせいでまともに通信も行えない。自分の位置もよくわからない。ろうそくの炎で照らされた薄暗い地下だ。ワインの樽たるや備蓄された食糧が積まれている。時々ネズミが足下を走っていった。

「テメーが何を考えているか当ててやろう」

　木箱の裏でハナは息を殺している。マッチアップした相手はよりにもよってヘルハウンドだった。その実力は一緒に行動したことがあるハナが一番よく知っている。

　凶暴そうに見えて、常にどこか冷めている。決して戦闘中に頭に血が上ってパニックになったり、暴走するようなタイプではない。あの威嚇っぽい口調もすべて演技のうちだ。ナスカのキャラ管理が天然なのに対して、おそらくヘルハウンドは意図的に暴言を吐いている。頭の回転が速く心理戦にも長たける。

　出し抜くことは今のハナには不可能だろう。

「俺様からどうやって逃げるか考えながら、手がないって焦ってるってとこだろ？」

　図星を一突きにしてくる。

「ついでに言えば隠れているのは木箱の裏だな？　これだからキャンパーなチキンには反へ吐どが出るんだよ。ワンパターンで逃げるしか能がねぇカスばっかりだ」

「……ずいぶんとおしゃべりなのね？」

「まさか本当に木箱の裏にいたのか？　返事するなんて相変わらずバカだな」

　にいっと笑ってヘルハウンドは犬けん歯しを見せる。

「で、この密室で俺様と正面からやり合うのと、俺様に屈服するのとどっちがいい？」

「屈服？　そういうジョークはつまんないわよ」

「気が強い女ってのは嫌いじゃないんでな。冗談じゃなくこっちは真剣だ」

　ハナのことがまんざらでもなさそうに獣面の男は告げる。

「なんなら騎士団を裏切ってそっちについてやってもいいんだぜ？」

　意外な申し出だが、そのあとの展開がハナにはなんとなく読めてしまった。

「条件はお金……じゃないわよね」

「そういうこった。単刀直入に言おう。俺様の女になれ」

「それって弟子にしてくれるってことかしら？　わたしだってあれから少しは強くなったのよ。強くなったから、あなたが並みの傭兵じゃないってことも今なら解る。ねぇ……こんな時に聞くのも変かもしれないけど……なんで新兵なの？」

「テメーと一緒さ。何度も死んだ……それだけのこった。俺様は特別でもなんでもない。全部反復練習で培つちかってきたんだよ。テメーも似てるんだ。この世界には持つ者と持たざる者がいる。天才だのなんだのともてはやされてる連中と、俺様やテメーみたいな何も持たない凡人だ」

　ヘルハウンドの口調が一瞬だけ、本心を語ったようにハナには素直に感じられた。ハウンドもハナと同じで、悩みながら少しずつ歩いていったのだ。

「どうだ？　いっそ俺様とチームを組まねぇか？　いやチームなんて仰ぎよう々ぎようしいもんじゃねぇ。コンビで野や戦せん場を巡ってランカーどもを殺して回るんだ。こっちは死んで失うものなんざ何もない。天才どもを引きずり降ろしてやるんだよ。どうだハナ？　もしその気があるなら俺様は裏切ってもいいし、この場で射殺されたって構わない。だから話をしようぜ。出てきてくれよ」

　アサルトライフルをヘルハウンドは木箱の裏手に放ってよこした。今ならハナは出ていって一方的にハウンドを撃ち殺すこともできる。

　が、それができるような性格ではなかった。相手の誠意を裏切れない。かといってハウンドと組めば週末の旅団に在籍することができなくなる。

　悩んでいた。ハナは悩んでしまう自分が嫌だった。ここまで一緒に戦ってきた仲間を裏切っていいのか……ブリッツの顔がいつの間にか脳裏をかすめる。

　ブリッツは傭兵業を楽しんでいた。ヘルハウンドは違う。復ふく讐しゆうだ。そんな戦いをハナは望んでいない。だがハウンドの言う通り……自分が持たざる者だという自覚はハナにもあった。そしてジンノと同じくブリッツはおそらく持っているのだ。

　時折ブリッツが口にする「匂い」を感じる嗅きゆう覚かく。天性の感、想像力、意外性……すべてを結実させてしまう強運。それがあるからこそ、ブリッツは素す手でという戦い方でここまでやれている。

「……わかったわ。ともかく、話し合いましょう」

　銃口を降ろしてハナはゆっくりと木箱の裏から姿を現した。

「ケーッケッケッケッケ！　残念だがやっぱりテメーはバカだよ」

　ブリッツが持つ大口径ハンドガンと同じものをヘルハウンドは構えていた。アサルトライフルを構え直す前にその銃弾がハナの頭部を貫つらぬくだろう。

「だ、騙だましたのね!?」

「いや。騙しちゃいねぇ。俺様は賭かけに勝ったんだ。ライフルを投げた時点でテメーが俺様を信用せずに撃ってきたら、俺様の負けだった。なあ命いのち乞ごいしてみろよ？　俺様の女になるってこの場で宣言すれば助けてやる。その意志があるんなら……そうだなぁ四つん這ばいになって、まずは俺様の靴を舐なめてピカピカにしてもらおうか？」

　この光景は傭兵街にライブ中継されている。そんなことをすればハナという傭兵は二度と存在できなくなるだろう。顔を換えれば済むことだが、それはハナという名前と存在の死を意味していた。

　だから断るべきだ。断固として。殺されても誇りを選ぶべき……だった。

「……けて、くれるの？」

「あぁん？　聞こえねぇな」

「本当に……助けてくれるの？」

　ハウンドが約束を守るようには思えなかったが、ハナは聞かずにはいられない。噓うそでもイエスと言わせれば、靴を舐めるくらいなんてことはない。ハナという存在が死んでも構わない。どれだけ惨みじめな姿をさらしても簡単には死ねなかった。

「なんだテメー？　もしかして……大将か？」

「約束してッ!!」

　ハナはライフルを手放して床に捨てる。屈かがむように床に丸くなると、四つん這いで首を上に向ける。犬のような格好だ。屈くつ辱じよく的で被ひ虐ぎやく的。負けん気の強いハナがこんなことをする理由は一つしかない。

「そうかそうかぁ……テメーが大将か。こりゃ確かに意外だな。こっちの読みじゃジンノが妥だ当とうで、時点が光学迷彩のシャドウってとこだったが」

　腹を空すかせた子犬のような目をしながら、ハナはおずおずと恥ずかしそうに四つん這いでヘルハウンドにすり寄った。

「いいぜぇ。さあ舐めろよ？」

「……はい」

「ん？　聞こえねぇよ。犬なら犬らしく鳴いてみせろ」

　銃口はきっちりハナの頭部を狙っていた。

「……わ、ワンッ!!」

　かがみ込んでハナはお尻をふりふりさせる。顔を床につけてお腹なかを両手で抱え込むようにしながら、臀でん部ぶを突き出すように高くあげてみせた。

「ケーッケッケッケ！　いい子だ。気に入ったぜ」

　アーミーシューズのつま先がハナの口元に突きつけられる。

（――ごめんね……ブリッツ）

　口を開いて舌を伸ばす。屈くつ服ぷくの瞬間にハウンドは釘付けだった。ハナが自分のお腹を抱えるようにしてヒップアップしたのも、すべてハウンドの視線を誘導するためだ。

　ハナは極力屈辱的な格好をすることで、手榴弾を腰のポーチから取り出すところを悟らせなかった。

「……ん？　どうした舐めろよ？」

「バカはあんたよ」

　ハナの手の中には手榴弾が収まっていた。すでにピンは抜いてある。手を離せば爆発だ。

「おい待てッ！　まさか自爆なんて考えてねぇよな？」

　ハウンドは女の恐ろしさというものを実感させられた。心理戦で圧倒したはずが、逆にハメられていたらしい。

「わたしは自分が大将だなんて言った覚えはないわよ」

「……なかなかの演技力じゃねぇか。合格だ。ますます惚ほれたぜ」

「全部そっちの勘違いでしょ。それにわたしはね……騙すのも騙されるも、本当に嫌いなの」

　撃たれる前に手榴弾を爆発させる。いくら格好悪くても引き分けに持ち込むのはハナにとって最低限のハードルだった。

　だが、覚悟を決めたはずなのに手榴弾から手が離せない。コットンをかばって処刑ボマーの爆弾に巻き込まれた時のことが脳裏をよぎる。

　それでもゆっくりとハナは握力を抜いていく。ここでむざむざ倒されるよりも、敵を一人道連れにするほうがいい。

（――ごめんねブリッツ。でも足手まといになるくらいなら）

「やめろおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　それは自爆を嫌ったヘルハウンドの悲鳴……ではなかった。ハナの耳に、普段はどこかぼーっとしている少年の声が響く。怒ど気きのまざった強い口調だ。

　とっさにヘルハウンドが銃口を貯蔵庫入り口に向ける。

「へんッ……バカがもう一匹か。これで自爆はできねぇな」

　今ハナが手榴弾を起爆させれば、助けに来たブリッツもろとも吹き飛ぶだろう。そうなると白銀騎士団が数的優位をとることになる。ヘルハウンドは死を恐れていないのだから交渉の余地もない。

　ブリッツが現れるとヘルハウンドのハンドガンが火を噴いた。標的はブリッツ。狙いは肩口だ。だが一発も当たらない。ハウンドはどちらかといえばハンドガンの扱いは人並み以下だった。

　かろうじて一発がブリッツの頰ほおをかすめる。

「……こいつ……俺様の銃口をみてやがる」

　集中力がブリッツの反射速度を極限まで高めていた。ハウンドは撃ちきったハンドガンを手に呆ぼう然ぜんと立ちつくす。その顔面に拳こぶしがたたき込まれるまで、瞬まばたきするほどの時間もなかった。ブリッツは詰めより仲間を傷つけた敵を殴り倒す。そのままマウントポジションをとると……あとはめった打ちだ。

「ハナに何しやがった……お前ッ!!」

　ゆっくりとハナが立ち上がる。

「もういいから……ブリッツ。そいつもう戦えないよ」

　抵抗する気力すらみせないヘルハウンドをサンドバッグにし続けるブリッツ。だが、ハナの言葉で不意に手をとめた。

「ん……あ、ああ。そうか」

　すっかり元の口調を取り戻す。殴っている時のブリッツとはまるきり別人だ。

「ねえブリッツ。なんでここがわかったの？」

「匂いだ。あと声を聞いた気がした。お前の泣く声だ」

　状況はよくわかっていないらしいが、ともかくブリッツはハナの声を聞いて駆けつけて、ひざまずいている彼女の姿に怒りを覚え、ヘルハウンドを殴り倒した。

　ヘルハウンドは倒れたままで、一見すると戦闘不能にも見えるのだが……ブリッツが自分から離れたのを確認すると、ハウンドは音も立てずにナイフを抜きはらった。

「……死なばもろとも……ってな」

　ナイフが狙ったのは、まだ手榴弾を持ったままのハナの手だ。ハナの心を傷つけられたせいで感情が揺さぶられ、ブリッツの鼻は肝心な時に利かなくなっていた。

　ナイフのグリップをハウンドは握りこむ。

　刃の部分が柄から打ち出され、直進してハナの手の甲をかすめた。スペツナズナイフの類たぐい。隠し武器だ。グリップを握りこむことで、バネ仕掛けでナイフの刃の部分だけが標的に向かって飛んでいく。

　手榴弾がハナの手からこぼれ落ちた。

　それをブリッツは軽くインサイドキックで貯蔵庫の隅に押し込むとハナの手を取って走り出す。考えるより先に体が動く。

　ハナには自分でも何が起こったのか認識できていなかった。

　次の瞬間、爆風が部屋を吹き抜ける。軽くそれに背を押されるような格好になったものの、ブリッツたちは貯蔵庫の入り口あたりに倒れ込むだけで済んでいた。直撃は免まぬがれたらしい。

　ブリッツが立ち上がって貯蔵庫を確認する。ヘルハウンドは瓦が礫れきの下で死体になっていた。

「今のは俺のミスだな。きっちりとどめをさしとくべきだった」

　倒れ込んだままブリッツが珍しく苦笑いをしてみせる。

「あの……ありがと。助けにきてくれるなんて……おもってなかったから」

　ハナも立ち上がろうとしたがどうも動きがぎこちない。みると右腕から出血していた。爆発の拍子に木箱の破片が刺さったらしい。これで本格的に足手まといだ。アサルトライフルは瓦礫の下……さらに利きき腕をやられたとなると、ハンドガンでブリッツを援護することさえままならない。

　対人地雷の話をハナは思い出していた。一つの地雷で一人を殺す場合よりも、一つの地雷で一人を負傷させて、その救護や治療をさせるほうが負担が大きくなる。いっそ自分は死んだほうがよかったと、ハナは心の中でひとりごちた。

「そんな顔すんなよ。お前は俺が守るから」

　先に立ち上がったブリッツがハナに肩を貸しながら告げる。

「……やだよ……そんなの。足手まといにしかなれないなんて」

　持つ者と持たざる者の話。そのすべてがハナを騙すための噓だとは思えなかった。ブリッツは間違いなく持つ者だ。自分が一緒に行動すればきっとブリッツの足を引っ張ることになる。数的有利どころかチームに迷惑をかけかねない。

「足手まとい？　何言ってんだよ。それよりさっさと次の敵を倒しにいこうぜ？　……そうだな。団長を探すか」

　迷惑とかそういうネガティブな雰囲気は微み塵じんも感じさせないブリッツの笑顔。それを見ているのがハナには少し辛つらい。

「あのさ……変かもしれんけど……俺はハナがこうして生きててくれて、正直ホッとしてるんだ。嬉しいんだよ」

「ブリッツ？」

「生きてるんだから笑おうぜ」

　ブリッツはごく自然とハナを引き寄せると軽く抱ほう擁ようしてみせた。思わずハナの顔が真っ赤になる。本来感じられないはずの体温や心しん音おんをハナは感じた気がした。
















　地下での戦いを物陰から観戦しながら、小柄なジェイソンマスクは嘆息してしまう。手負いのハナとそれをかばうブリッツ。今なら二人まとめて簡単に狩れてしまう。だが、ストレイ・シープには敵の撃破なんてどうでもよく思えてしまった。

（――やっぱりおもしろい！　戦場に咲く一輪の愛の花……なーんてね。そんなの見せられたら戦う気なんて散っちゃうって）

　二人に気付かれないようストレイ・シープは足音を殺してゆっくり地下から地上に出る。本城の中庭に通じる跳ね橋を降ろすと、自分向けの獲物を探すためフィールドに飛び出していった。




　シャドウは緑の迷宮を走る。ぴったりと天敵――ライアットは追走してきている。

　各種視界を奪う手榴弾は効かず、光学迷彩はすでに完全に故障してシャドウの姿を隠すものはない。装備的にもスキル的にも完全に手詰まり。倒すことは不可能だ。

　相打ちのアイディアもないまま、シャドウは緑の迷宮を抜けると中庭の広場に出た。うんざりするくらい視界は良好だ。

　命を捨てることもできない。逃げることしかできない。耐え難い時間が続く。

　本城の中庭には二つの橋がかかっていた。一つは天守側。もう一つは外城側へのルートだ。天守なら室内、限定空間での戦闘になる。地下なら闇に紛れることも……。

　だが、ライアットには奇き襲しゆうが通じない。むしろ近距離は向こうも得意とするところだ。

　あのライアットという傭兵は、相手を逮捕することで殺さずに戦闘不能に追い込んでくる。ゴム弾という生ぬるいものを使うのは、旅団のリーダーと同じ不愉快な感覚だった。

　シャドウは主人の顔を思い浮かべる。あのさげすむような瞳。氷よりも冷たい声。その口が「簡単には死ぬな」と言っていた。

　あくまで週末の旅団のためではなく、ジンノのためにここまで生き残ってきた。仮に端末にジンノの撃破が表示されれば、自分も堀に身投げでもすればいい。

　ともかく、殺すことも殺されることもできない相手は苦痛だ。それでもジンノの名前が端末にあがるまで走り続けなければならない。端末を確認すると、どうやら騎士団の一人が倒されたようだ。

　シャドウは外城側の跳ね橋を渡り、テントや木箱の並ぶ中庭へと出た。

　そこで……サイレントキャンパーを発見する。いや、発見されたのはシャドウの方かもしれない。気付いたのはお互いほぼ同時だが、相手はアサルトライフル持ちだ。有効射程距離が圧倒的に違いすぎる。

　大砲の陰に飛び込むシャドウ。威嚇程度だがキャンパーはシャドウに向けて発砲した。それに塔の上のナスカが反応する。上がっていたはずの跳ね橋が、いつの間にか開通していたのだ。キャンパーが撃ったということは、週末の旅団の仲間が近づいている何よりの証拠と言える。

「……どうやら、チャンスのようですわね」

　すかさず照準を、キャンパーの隠れた木箱の山から跳ね橋側に向け直す。

　的にしてくださいといわんばかりに、黒いマリモヘッドが橋をまっすぐこちらに向かってきていた。

　その右脚を撃つ。ついで右腕。左腕……左脚。四し肢しを撃ち抜かれたことに気付いて、ライアットは野太く吠えた。

「な、なんじゃこりゃあああああああああッ!!」

　ゆっくりゆっくりと、スローモーションがかかったように前のめりに倒れ込む。殉じゆん職しよくシーンだ。これをまざまざと見せつけられたのはサイレントキャンパーだった。端末を確認すると……今やられたライアットも含めて、もう二人も倒されてしまっている。

　サイレントキャンパーに、不利な戦況を単騎で逆転させる技量はなかった。

「こ、降参します！　だから命だけは助けてくださいよ！　死にたくないんですッ！」

　逃亡か時間切れを待つ。もしくは降伏。決勝では致死設定が再び効いた状態になっている。サイレントキャンパーが最も恐れるのは、チームの敗北ではなく自らの死だった。現状で週末の旅団には一人の欠員も出ていない。このまま戦っても白銀騎士団に勝ち目はないだろう。

　死を恐れる。生きている誰もが抱く感情なのだが、シャドウにとってはこういう手合いがもっとも唾だ棄きすべき存在だ。週末の旅団に所属しているのはジンノの指示もあるが、ブリッツの戦闘スタイルがいかにシャドウにとって嫌悪の対象であっても、認めるべき部分は認めている。ブリッツはシャドウの暗殺に対して基本的には不干渉だ。相手がこちらを殺すつもりで来ている傭兵なら、殺される覚悟もある。だからいいとはいわないが、反撃のさいに自分の命を守るため相手を殺あやめてしまうことはあるだろう……だからブリッツがシャドウに対して怒りをぶつけるようなことがあるとすれば、相手は傭兵ではない……一般人をシャドウが手に掛けた時くらいだ。シャドウが殺人狂で傭兵街で無差別殺人でも行わない限りは、問題は起こらなかった。

　それにブリッツ自身、常に相応の責任は背負っている。キャンパーのように放棄しない。だからシャドウは週末の旅団にいられるのだ。

　完全に戦意を失っているサイレントキャンパーに、シャドウは一歩一歩近づいていく。残っている装備は愛用のナイフ一本だが、今の怯おびえきった男を殺すには十分すぎてお釣りがくる。

「あの、できれば打撃とかで戦闘不能にしてもらえると嬉しいんですけどね？」

　キャンパーの前に立つとシャドウは問答無用でナイフを抜きはらった。殺さない約束なんてした覚えはない。確実に逝いけるよう首筋を狙う。

（――殺す……こいつは殺したい）

　殺意が芽生える。気持ちがナイフに集中し、シャドウはすっかり周囲が見えなくなっていた。これまでシャドウは無感情に作業的に敵を処理していた。だが今は違う。シャドウ自身は自分でも気付いていないが、仲間を簡単に売り渡して自分だけが助かろうと必死なキャンパーに、無意識のうちに怒りを覚えていた。チームに所属したことでシャドウの心境も少しずつだが変化していたのだ。

　だがその変化……感情の発現は完かん璧ぺきな暗殺者だったシャドウに隙を生んでしまった。

　持つ者にとってその隙を狙い撃ちするのは容易なことだ。

　次の瞬間、シャドウの背中に衝撃が走った。サブマシンガンによる断続的な三連射のバーストショット。相手は……外城の五本ある塔の一つに身を潜めていた。塔のアロースリットからシャドウを撃ち抜いたらしい。アロースリットは塔の頂上と比べれば射しや角かくが極端に狭いのだが、それをものともしない位置取りだった。

　本城から跳ね橋をかけて移動したストレイ・シープは、ずっとこの膠こう着ちやく状態を観察していた。ナスカがキャンパーから目を離せない状態だったため、彼女に気付かれずに外城へ侵入するのは簡単だった。

（――殺意を……読まれたか……）

　シャドウが倒れ込む。チーム戦に参加してから撃破される回数が跳ね上がったが、それをシャドウは好意的に受け止めていた。自分にはまだ強くなる余地がある。ジンノとの最高の殺し合いをするためにも、もっと上を目指すべきなのかもしれない。

「た、助かったぁ……いや、これも作戦ですから。囮おとりに徹したま……で」

　ストレイ・シープの銃撃は止やまなかった。きっちり三発ずつ区切るようにトリガーを引き、味方であるはずのサイレントキャンパーの頭部を撃ち抜く。華麗なヘッドショット。必要最低限の弾数で相手を倒し、さらに高い致死率を誇る技だ。針の穴を通すような精度が必要なのだが、ストレイ・シープはそれを長距離では特に弾がばらけやすくなるサブマシンガンでこなしてみせる。味方殺しのはずなのに傭兵街のギャラリーたちから歓声がわいた。ストレイ・シープは狙えるにもかかわらず、シャドウを生かすような撃ち方をして、キャンパーは殺してみせたのだ。

「つまんない奴は大ッ嫌い」

　見た目以上に幼い口振りでストレイ・シープは呟いた。ＩＤに初めて味方殺しのカウントが入る。だが、本人はＩＤが汚れることなど気にしていない。キャンパーの行動は戦いを愚ぐ弄ろうしている。仲間を裏切る行為への制裁だった。

　ストレイ・シープはすぐに走りだす。この場所に居続けるのは危険なのだ。




　発砲の音とマズルフラッシュを追ってナスカが敵の位置をさぐる。幸運にも敵が潜んでいる塔を特定することができた。

「塔の上に登ったか……それとも中庭に出るか……神よ……どうかわたくしに力をお貸しください。愛する人を守る力を……正義の光を」

　ぶつぶつと呟つぶやきながらスコープから目を離すナスカ。スコープでは視界が狭まり、広く見るには向かないのだ。塔の頂点で伏せながら、バイポット……銃用の小型三脚で狙撃銃を安定させる。伏せることで相手からの被弾面積を少なくし、さらに姿勢を安定させて狙撃を確実にすることができた。

　解っていることは一つ。相手がこちらを撃てるということは、こちらも相手を撃てる位置にあるということ。狙撃銃とサブマシンガンでは得意とする距離が違いすぎる。本来ならナスカの優位は動かないはずだった。

　だが相手の能力は異常だ。距離や武器の種類のアドバンテージはないといっていい。

　ナスカは選択を迫られる。おそらく敵はこちらの位置を把握しているだろう。一方、今のナスカは相手がどこにいるのか探さなければならない。発見から照準、狙撃という一連の動作が必要なのに対して、相手は好きな位置からこちらを攻撃できる。狙撃手は塔の上から動かない……いや、動けなかった。迂う闊かつに中庭に出ればサブマシンガンが得意とする距離で、一方的に蹂じゆう躙りんされるだろう。

　ナスカは常に中庭全体と塔の上を、交互に見ていなければいけないのだ。塔の上をナスカが確認している間に、塔の下にある出入り口から中庭に敵は移動するかもしれない。その逆もしかりだ。

　アロースリットの狭い射角を考えると、どうやら向こうもスリットからナスカのいる塔の頂上を狙撃することはできないらしい。この場を離れられない以上、二択だった。

「どうやら……わたくしも覚悟を決めねばならないようですわね」

　中庭側に続く出入り口。ナスカはそこに張り込んだ。敵が塔の上に出るという可能性は捨てて、塔から中庭に抜けるルートを選択すると決めつける。迷い羊は中途半端で勝てるような、生やさしい相手ではない。




　一方ストレイ・シープは塔の中段で狙撃手の動向をうかがっていた。アロースリットからでは伏せて構えた敵狙撃手を攻撃できる射角がとれない。

　愛用のジェイソンマスクを外して、本当に匂いをかぐように鼻をひくひくさせる。実際に嗅覚が感じるわけではないのだが、匂いを感じたいと思った時にストレイ・シープは鼻を鳴らした。おまじないのようなものだが、不思議と勘が冴さえたような気がしてくる。

「……うん。上だね」

　直感を頼りに塔を駆け上がっていった。頂上に出る。相手の狙撃手がそこに張っていれば終わりだったが、相手はじっと中庭の出入り口をマークしている。

「ビンゴッ！　悪いけど遠慮なく獲っちゃうよ」

　スコープをのぞいたままのナスカは銃声を聞いた気がした。パララ……パララ……と、発射音がバーストショットのリズムを刻む。狙撃手並みの正確さでナスカの手足は撃ち抜かれていた。

「これも……運命なのでしょうか。こういった二者択一の勝負には……勝てる気がしませんわ」

　運の無さを呪のろうように呟くと、不幸の魔弾はゆっくり体を仰あお向むけにして青空と太陽に見守られながら息を引き取る……もとい、戦闘不能になるのだった。




「一気におしこまれたな」

　天守のある建物は地下二階地上三階という造りだ。円卓の間は二階になる。そこでブリッツはハナの傷の応急処置を終えていた。治療スキルが実装前なので、今は止血して包帯を巻くくらいしかできない。

　端末にシャドウ、ナスカ撃破の文字が表示される。倒したのはストレイ・シープだ。奇妙なことにストレイ・シープが味方まで倒している。乱戦になると味方を誤ご射しやすることもあるのだが、ジンノ級とも噂うわさされるストレイ・シープがそんなミスをするなんて、ブリッツはどうにも腑ふに落ちなかった。

「でも、これで相手の大将は団長かストレイ・シープのどっちかってことよね？」

　右腕のダメージで銃の保持もおぼつかない。さっきまでそれを気にして少しテンションが下がり気味だったハナだが、ブリッツの献けん身しん的な治療もあって前向きさを取り戻しつつあった。

「確率は二分の一か」

　思考するよりも早く体が勝手に動き状況に対応する。そういう時ほどブリッツは好調だ。考えずに動き出そうとする。

「つまり両方倒せばいいんじゃねぇの？」

「あ、あんたねぇ……人がせっかく心配してるのにッ!!　今はジンノと早く合流して、作戦を考えるのはそれからよ！」

「だが、ジンノがどこにいるかはわからんしなぁ」

　あっけらかんとしたブリッツ。ほとんど暖の簾れんに腕おしだ。

「それはそれとしてだな、あの団長ってやつの情報が欲しいんだが……超高級住宅街にプール付きの豪ごう邸ていをもつとなると……いったいいくらくらいかかるんだろうな？」

　こんな時に何を言い出すのかと思ったハナだが、確かに考えてみれば少し不思議だった。ランカー級で常に死線をかいくぐるような戦いをしていれば、億単位のガオンを稼ぐこともできるだろう。もしくはカジノで一発当てた……とか。

　後者はともかく、傭兵として優秀なら必ずどこかで名前を耳にするなり、二つ名、通り名もできるはずだ。この大会を通じてブリッツでさえ「閃光の魔術師」という呼び名が広がりつつある。

「とりあえず、相当な実力の持ち主って仮定して行動するか。なら奇襲だな」

「その必要はありませんよ。騒がしいと思ってきてみれば……我が居城への侵入者は二人ですか」

　円卓の間の扉が開かれる。そこには戦闘開始からずっと、沈黙を守り続けてきた団長の姿があった。手には火器ではなくサーベルが二本携えられている。

「どうでしょう。ここは互いのチームリーダー同士、剣で勝負というのは？」

　むしろ殺気を剝き出しにして、円卓の間に手榴弾を投げ込まれた方がブリッツにはやりやすかった。ちなみにそうなった場合の対処法は地下でやった通りだ。飛んできた手榴弾をすかさずキックで返す。殺さずのスタンスではあるが、自分の命と敵の命を天てん秤びんにかければブリッツだって自分側に傾くのは、他の誰とも変わらない。

　団長からは殺気が感じられなかった。少しだけブリッツの気が抜ける。

「明らかに罠っぽいわよ」

「何もないって方がおかしいよな。あいつ……余裕がありすぎる」

　小声で相談しあう二人に、団長は少しだけ不機嫌そうだ。

「拒否するのはかまいませんが、足手まといをかばって戦うのは大変でしょう？」

　ハナの負傷に着目しつつ、ブリッツの返答を待たずに団長はサーベルを一本投げてよこした。しぶしぶそれを受け取りブリッツは抜きはらう。

「結構。では始めましょうか？」

「ハナ……さがってろ」

　特にサーベルには細工もされていなかった。だが、それだからこそブリッツには厳しいものがある。刃引きされていれば遠慮なく振るうことができるのだが、渡されたのはしっかり殺傷力のある真剣だ。

　軽く切っ先をあわせあってから、斬きり結ぶ。普段使い慣れないこともありブリッツの手はおぼつかない。防戦一方だった。だが、団長の技量が低いのかブリッツに才能があったのか、次々と繰り出される突きや剣筋を弾はじきブリッツはすべて防御してみせた。

「これはこれは……なかなかの腕前ですね」

「お前は剣を使って長いのか？」

「ええまあ。それなりには技を修めたつもりです」

「怖くないな。なんか……読める」

　挑発ではなくブリッツの本心だった。邪じや気きもなにもまるでなく、事実すべての斬ざん撃げきをしのいでしまったブリッツに団長の表情が一気に険けわしくなる。

「そ、そうやって守勢に回っているだけでは勝てませんよッ!!」

「それもそうだな」

　大振りになった団長の横一線の剣先を、軽く巻き込むようにしてさばきながらブリッツは前蹴りを食らわせた。相手の剣にばかり意識を集中させていた団長は、まったく予想外の打撃に尻しり餅もちをつかされる。

「なぁ……なんでお前みたいなのがヒルズに豪邸をもってるんだ？　あそこに家を建てられるくらいの傭兵にしては正直弱すぎるだろ」

　まるきり圧力を感じなかった。ジンノ級の相手だとブリッツは仮定していたが、数回斬り結んだあたりで団長の底が見えてしまう。

「もったいない。今とどめを刺していれば……私を怒らせずに済んだというのに」













　ブリッツが質問している間に団長は立ち上がった。

「本気を出すんなら早くしてくれよ」

　と、つぶやいた瞬間、かすかにだがブリッツには匂いが感じられた。勝つための執念……いや、怨おん念ねんのようなドス黒い臭においだ。

　サーベルをブリッツに投げつけると団長は走る。同時にホルスターから拳けん銃じゆうを抜いていた。向かった先は負傷して武器の持てないハナのもとだ。

　投げつけられたサーベルを弾いたために、ブリッツはハナへのカバーが間に合わなかった。あっけにとられてハナも逃げることができず、団長に銃口をつきつけられる。逃げられないよう団長は空いてる手でハナの首を後ろから押さえ込み、銃口はこめかみにぴったり当てていた。

　騎士ではなくこれでは人質をとった強盗だ。

「これは人質ではありません。というか、戦闘中であるにもかかわらずこうやっておしゃべりをしているだけでも、優雅というもの」

「ちょっと！　どこさわってんのよッ!!　離しなさいってば!!」

「お嬢さんお静かに……しかし、考えたものですね。あなた方旅団が大将に彼女を選ぶだなんて。確かに盲点。圧倒的に能力、スキルで劣る者をまさか大将にするとは思わないでしょう」

　何か確信があるのか団長の言葉は自信たっぷりだ。

「素直にジンノを大将に据えていればよかったのですが……裏目に出たようですね。まさに策師、策におぼれる。閃光の魔術師だなんて大層な二つ名がついたとしても、敵に銃を向けぬというのは邪道の類。これまでは運が良かっただけなのでしょう？」

　うっすらと笑う団長の顔が、美しいパーツで構成されているはずなのにブリッツにはゆがんで見えた。

「ずいぶんと二つ名にこだわるんだな。つうかあるだろそれくらい？　他人に言えないような恥ずかしいヤツなのか？」

　団長の表情が輪をかけて険しくなる。

「い、今はそんな風に話を脱線させている場合ではありませんでしたね。まあいくら時間を稼いだところで助けなど来るわけもないのですが……いかにジーニアスが優秀であっても、私を撃つ前に彼女が撃たれることくらい理解できるはずです」

　円卓の間は人がぎりぎり通れるくらいの通風口はあるが、基本的に入り口は正面の一つだけ。窓らしい窓もない。

「ともかく、彼女が大将であることは容易に想像がつきます。まずダークストーカーと不幸の魔弾。この二人が違うということは、二人が倒れてなお戦闘継続中という現状が証明しているでしょう。残るは三人。ここで思ったのです。なぜ負傷した足手まといになるような者をつれて行動しているのか？　答えは一つしかありません。このハナさんこそが週末の旅団の大将だからです。見捨てれば負けですからね」

　筋は通っているが、団長は地下食料貯蔵庫での戦いを知らなかった。ＥＣＭによって通信が遮しや断だんされているため知る術すべもなかった……とはいえ、街で中継を見ている傭兵たちからすれば、団長の推理が間違っているのは明白だ。二つ名をつけるなら「見当はずれの迷探偵」といったところだろう。

「どうしました？　あまりに推理が華麗すぎて反論する気力さえないようですね」

　そうではなく、ブリッツはどうすればハナを解放してもらえるか……それだけを考えていた。そもそもハナは大将ではないのだし無駄死にする必要もない。ただでさえ一回死んでいる身だ。

「なぁ……俺を撃てよ。大将は俺なんだ」

「なんですか……まさかこの期に及んでまだ時間稼ぎをしようとでも？」

「ハナを解放してくれ。頼む……」

　ブリッツがポケットの中からロザリオを取り出そうとする。

「ストップ！　そうやって銃を抜こうとしても無駄ですよ？　ポケットサイズのデリンジャーを潜ませているなんて姑こ息そくですね。この私にはお見通しですッ!!」

「いや、証拠を見せるんだって」

　団長は小さく息を吐いた。

「その必要はありません。ブラフ、ハッタリの類は無駄です。美しくない……ですからもっとスマートな証明方法で確認してみましょう」

　それは本当に無む造ぞう作さで、無感情で、無む慈じ悲ひで……あっと言う間の出来事だった。

　ハナはブリッツの名を呼ぼうとした……気がする。だがそれはかなわない。

　ブリッツの目の前でハナのこめかみは撃ち抜かれ、彼女は倒れふし……死体に変わっていた。

「おかしい……なぜですか？　なぜ勝利のファンファーレが響かないのですッ!?」

　自分の推理に絶対の自信をもっていた団長が、ひどく狼ろう狽ばいしている。ブリッツは一言も声に出さなかった。思考よりも早く体が動いていた。

「血迷ったんですか！　こちらは銃を持ってい……」

　そうブリッツに告げる間に、一発でも二発でも引き金を引いて鉛弾をブリッツに撃ち込んでおけばよかったのだ。ようやく一発撃った時には、ブリッツの右の拳が団長の白い上品な鼻をへし折っていた。

　だが、同時に超至近距離で外しようもなかった弾丸がブリッツの左肩を貫通する。腕があがらない。ならその腕は使わなければいい。怒りにまかせてブリッツが右腕を叩き付け……ようとしたところで団長の姿がフッと消えた。

「逃げやがったな……ちくしょう……ごめんなハナ……また、守って……やれなかった」

　一人ブリッツは円卓の間に取り残される。突如として姿を消した団長の最後のサプライズが、ついに始まろうとしていた。




　ジンノは薄暗い塔の中で再び目を覚ます。階段を椅子代わりにしていたのだが、となりには白いフード付き制服の少年じみた女の子が座っていた。

「……やあ。君か」

「戦闘中に居眠りなんて、いいご身分だね？」

　ジェイソンマスクを外して彼女は普通に話している。

「そういう君こそ、僕を見つけた時点で撃てばよかったんじゃないかな？」

「それじゃつまんないでしょ。そうそう、こうして二人が出会った状況だから、この会話は全部傭兵街に筒抜けだよ……あ、余計な心配ってヤツ？」

　仮面をかぶると無口なのに素顔のストレイ・シープはよくしゃべる。本当に好奇心旺おう盛せいな子供という感じだ。

「でね、今うちのバカ団長がやられたみたいでレーダーから反応が消えたんだ。結局大将のボクだけ残ったってわけ」

「そもそも君はなんで白銀騎士団に？　やっぱりお金が重要なのかな」

「匂い……かな。いい戦いができる気がして。ブリッツはおもしろいけど、なんか悪いじゃん。こっちばっかり銃を使うのは」

「匂い……そっか。君もブリッツと同じなんだね……」

　ゆっくりとジンノは立ち上がる。この大会に入って一度も戦闘を行っていないのだが、最後の最後で敵の大将獲りという美お味いしい役目が待っていた。

　相手はストレイ・シープ。不足どころか申し分ない。

「場所はどこがいいかな？　ざっと見て回ったんだけど、外城の中庭あたりがおもしろそうだよ？」

「任せるよ……」

「おっ！　余裕言っちゃってくれるねジーニアス！　どんなフィールドでも負けないってこと？」

「精一杯やるだけさ。そんなんじゃないよ」

　まるで十年来の友人同士が、馴な染じみの店にビリヤードでもしにいくような雰囲気だ。

　二人はゆったりと落ち着いた足取りで、塔の階段を下り始めた。




　木箱の山や大砲に厩舎。隠れられる場所が充実しており、距離を詰めるも離すも自由だった。塔に登れば上からも狙えるだろう。だが、お互いサブマシンガンの距離で戦うのが一番だと心得ている。中庭の両端につくとストレイ・シープが一発空に向けて撃った。これが合図だ。

　ジンノの足取りは普段より重い。何かをまだ悩んで引きずっている。そんな匂いを相あい対たいするストレイ・シープは感じていた。だが、手心をくわえるつもりはない。木箱の陰を縫うように移動しては、所々立ち止まりストレイ・シープは音を聞く。足音は位置を知るための重要な要素だ。

　無音。気配の消し方もジンノは恐ろしく上手い。ジーニアスの名は伊だ達てではなかった。同じことをジンノも感じている。ストレイ・シープの実力は本物だ。

　互いに闇討ちが無理だと悟ると、一気に戦闘はテンポアップした。まずジンノが仕掛ける。気配を察知されようが関係なしだ。むしろ足音を立てることでストレイ・シープを誘い出す。相手の罠と解っていても、ストレイ・シープも飛び込んでしまっていた。音のした方に掃射をかける。その間も立ち止まらない。すうっと、一瞬だがジンノが木箱の陰から厩舎の裏へと横切っていった。ジンノ側もサブマシンガンのトリガーを引きっぱなしだ。列車が上り線と下り線ですれ違うような感じで、撃ち合いながら遠ざかり、また一周して惹ひかれ合う。そのタイミングはぴったりで、殺し合いのはずが社交ダンスのような優雅さまで感じられた。リズムを合わせ引いては返す戦いの波を作り出す。

　傭兵街の至る所から拍手がわき上がっていた。先ほどの団長とブリッツの消化不良気味な戦いはすっかり忘れ去られてしまう。

　今、繰り広げられている天才と迷い羊の戦いは、のちに「戦いの円えん舞ぶ曲きよく」として語り継がれる名勝負となる……はずだった。

　若干だがストレイ・シープが圧おしている。ジンノは時々だが、撃つべきところで手が止まっていた。位置取りではストレイ・シープの横をとったりもするのだが、チャンスに撃てない。撃っても致命傷になりづらい利き腕とは反対側の腕だったり、脇腹のあたりをかすめる程度だ。

　先に円舞をやめたのはストレイ・シープの方だった。

「ねえ？　もしかして本調子じゃないの？」

「なんでそう思うんだい？」

　木箱の小山をはさんで背中を預けあうようにしながら、二人は言葉をかわす。

「なんとなくじゃダメ？　あのさ……また今度にしない？　今日はお開きにして」

「この試合の勝負はどうするのさ？」

「どう考えてもボクらの負けっしょ？　なんていうかあきれるくらい団長ヘタレすぎ。不正してこれじゃ話になんないよ」

「……不正？」

「ガオンは全部自分の部下に集めさせてるんだって。お金持ちらしいって言えばらしいよね。だから実力が伴わないのに豪邸に住んだりもできちゃうわけ」

　いたずらっ子のようにストレイ・シープは告白した。今のこの戦いが傭兵街に流れていることも、もちろん知っていて……だ。

　同時に傭兵街への中継が一斉に断ち切られる。青空が暗転し、真昼の城が夜の闇に包まれた。

　天から団長の声が響く。

「裏切り行為ですよ……ストレイ・シープ。貴方あなたさえ勝てばと思い見守っていましたが、まさか戦闘を中止して敗北宣言をしたあげく……そ、そのようなデマを流る布ふするだなんて!!」

　天の声はあくまでも不正のことを認めるつもりはないらしい。

「よって……このサーバーの神である我が権限によって……神しん罰ばつをくだしましょう」

　普通に戦場の外へと追放するのではなく、あくまで戦場で殺すつもりらしい。今まで誰もいなかったはずの塔の上にテロリストが大量発生した。神の裁きの執行人たちだ。

「アチャー……ほんとバカだな団長って。どうなるかわかんないんだけど……ボクを殺しちゃってよ？　勝負がつけばあのテロリストも消えるかもしれないし」

　ぞくぞくと五本の塔からテロリストたちが降りてくる。その動きは単調で、銃撃の狙いも甘いが数が多すぎた。

「どうやらそれが一番無難な選択みたいだね。自己犠牲か……また少しだけ理解できた気がするよ。今回みたいなパターンなら、自らの命を差し出すことで誰かを助けることができるってことだね」

「何言ってるのかわかんないけど、ともかく早くしないと包囲されるよ？」

　少し怪け訝げんそうなストレイ・シープにジンノは軽く「ごめんね」と謝ると、拳銃をその額につきつけた。

「あ、殺さない方がいいよね？　倒すだけならヘッドショットはいらないし」

「どっちでも……そうだ。いっそ死んだ方がいいかも。そしたら生まれ変わって、名前を変えてこっそり週末の旅団に近づいて、仲間にしてもらうのもおもしろいかも」

「じゃあ……これは祝砲かな？　人間って不思議だよね。死にたがったり、死を怖がったり」

　にっこりと微笑ほほえんでジンノはトリガーを……引けなかった。

　匂い……という感覚があるとすれば、今それを初めてジンノは感じたのだ。本城側から人影がこちらに駆けてくる。

　ブリッツだった。肩から豪快に血を流しながら走ってくる。そしてそのまま塔から発生したテロリストたちに気付かれる。

「逃げ道を探すッ!!　手伝えジンノッ!!　ここだって戦場なんだ。必ずどこかに退却ポイントがあるッ!!」

　ジンノは小さく息を吐いた。

「やっぱり君を殺すのはやめにするよ。うちのリーダーのことだから、君を犠牲にして簡単に終わらせるなんてできっこないし……良ければ手伝ってくれないかな？　放っておくとブリッツがテロリストなんていう、どうでもいい連中の餌え食じきになりかねないんだ」

　ストレイ・シープは肩をすくめてみせる。

「残りのマガジンは少ないから、倒した連中から武器は奪って回った方がいいかもッ!!　本城の天守裏手から地下水路に行けるから、そこから脱出なんてどう？」

「なんでそんな情報知ってるんだい？」

「もしもの時はそこから逃げろって団長がね……。遠慮なく使っちゃおうよ！」

　天才と迷い羊……二人は走りながら、次々とテロリストたちにヘッドショットを連発していた。ブリッツと合流すると事情を話しながら天守裏手の地下水路を目指す。

　再び天から声が降り注いだ。

「度たび重かさなる裏切り行為……仕方ありませんね。よろしいでしょう！　三人まとめて殺してさしあげますッ!!」

　ストレイ・シープとジンノが相手では、いくらテロリストをぶつけても効果はない。そう団長は悟ったのかテロリストたちはバタバタと倒れて消えてしまった。

「……なんだ、団長の奴生きてやがんのか？」

　途中で死体も残さず消えてしまったと、ブリッツが二人に事情を説明する。

「生きてるね。たぶん逃げたんだよ。このゲームサーバーの管理権限を持っているならそれくらい簡単だろうし」

　走りながらジンノがぽつりと呟いた。三人は外城から本城の、緑の迷宮がある中庭までやってくる。

　中庭の緑の迷宮……それがゆっくりと左右に開いていった。地面がスライドして地下から巨大なコンテナがエレベーターに乗ってせり上がる。十メートル近い高さのそれが、ゆっくりと花開くように開放された。

「実装前の試験用ですが……あまりに強力すぎて調整が必要になったプロトタイプです。少しは楽しませてくださいね」

　団長の声が無線から流れてきた。ＥＣＭは団長の手でオフにされたらしい。再びストレイ・シープのマップに味方の信号が点灯する。位置はコンテナの中身からだ。

　箱の中から現れたのは人型の二足歩行する戦闘機械……平たく言えばロボットだった。移動用や戦闘用の車両が実装されるという噂は以前から囁ささやかれていたが……これは見るからにゲームバランスを崩壊させそうだ。

　白銀の巨大な甲かつ冑ちゆう騎士。その手には剣を携えている。ヒロイックな顔つきでいかにも正義の味方の主人公メカっぽい。

「あまりに優雅さからかけ離れていたので外装を少々改造しましたが……その甲か斐いあって私が乗るにふさわしい騎士の姿となりました。それに言ったでしょう。私の武器は剣だと。あなた方は三人で……しかも飛び道具を使うのですから、これくらいのハンディはあってもよろしいでしょうに？」

　今しがた「強力すぎて調整が必要」とか言っていた口で、団長はハンディなんて言葉を吐いていた。彼の頭の中ではこれでようやく戦力的に平等らしい。

　ブウウゥン……という起動音とともに甲冑ロボの瞳が輝いた。

「どうしよ？　降参する？　やっちゃう？」

　ピンチなはずなのにストレイ・シープは目をきらきらさせて笑ってみせる。

「リーダーはブリッツだよ。指示をしてくれないかな？」

　ジンノは周囲を見渡した。テロリストたちが持ち込んだ火器はそのまま残っている。いくらでも撃ち放題だ。

　すでに中継はされておらず、ここで戦っても無駄死にかもしれない。

　だが、ブリッツはどうしても団長を殴り倒しておきたかった。ハナの仇討ちだ。普段憎しみや怒りで戦うことはしないブリッツだが……団長にきっちりけじめをつけたかった。

「こういう楽しくない奴がのさばる世界なんて、まっぴらだよな？」

　ブリッツの言葉に天才と迷い羊は同時にうなずいた。そしてブリッツにそれぞれが持ち込んだ手榴弾を預ける。閃光の魔術師の手榴弾ホルダーは満杯だ。

「それでは先ほどの続きと参りましょう」

　甲冑騎士が動き出す。三人は同時に別方向に散った。

　一歩一歩足取りは鈍重で、団長がまともに操作できないのか剣を振るうスピードもスローモーション……だが叩き付けられた長剣の一撃で地面がごっそりえぐられる。振り上げる動作が大きいため動きを読むのは簡単……とはいえ、剣の一撃や足での踏みつけは一発もらえば即死に違いない。

　それ以上に厄介なのは装そう甲こうだ。ストレイ・シープとジンノが左右から挟み込むようにアサルトライフルを撃ち込む……ものの、まるでダメージがない。

「ふははははははははッ！　無駄ですよッ!!　この装甲を突破するには対戦車バズーカが必要です……もちろんそんな武器は持ち込めないようにしてありますがね！」

　残念なことに騎士だけが特別扱いなようで、それに対抗するためのバズーカやロケット砲といった対車両用兵器は、この戦場には実装されていないらしい。

　倒しようがないでしょう？　という団長の挑発だった。

　騎士が乱暴に振るった剣が塔の一つを切り裂いて瓦が解かいさせた。降ってくる瓦礫の雨を避け、縫うように走るブリッツ。左肩を負傷して右手しか自由が利かないため、口でピンを抜いて手榴弾を投げる。それは騎士の胸元で爆はぜた……が、閃光が走るだけだった。

　一瞬、騎士の操縦席の画面が真っ白に染まったものの、カメラ越しのため閃光による視界不良は三秒程度。しかもいくら閃光で目隠しされても、団長は甲冑胸部の密閉されたコックピットで安全を保障されていた。焦りすらしない。

「無駄ですよ無駄無駄無駄ァッ！　卑ひ怯きような戦法など私には通用しないのですッ!!　正々堂々正面から勝負しなさいッ!!」

「このままじゃらちがあかんな」

　ジンノとストレイ・シープはテロリストたちの持ち込んだアサルトライフルを拾ってひたすら撃ち続けた。二人は息を合わせ、執しつ拗ように騎士のある一点に攻撃を集中させている。

　装甲の堅けん牢ろうさに絶対の自信があるらしく、騎士は小こ蠅ばえのように飛び回るジンノたちには目もくれず、ブリッツのみに狙いを集中していた。

　逃げ回ることしかできないブリッツ。だが、そんなリーダーにジンノから通信が入る。

「もう少しだけ注意を引けないかな？」

「何かいい手でもあるのか？」

「うん……最後はきっちり、ブリッツに決めてもらえるよう僕らでお膳ぜん立だてするからさ。だから信じてほしいな」

「わーったよ。頼むぜ……二人とも」

　走り続けてブリッツの動きが鈍くなりはじめた。踏みつけようと甲冑が足をあげる。空が落ちてくるように、巨大な足の裏がブリッツの頭上を覆おおっていた。

　急ごうとするあまり、足下への注意がおろそかになってブリッツは瓦礫につまずき豪快に転ぶ。だが、すぐに立ち上がってその場から飛び退のいた。

　直後、ブリッツがつまずいた瓦礫が騎士の踏みつけでぺしゃんこになる。

「どうしました？　動きが大分のろくなってきていますよ？　ああ、そうですねこれが私の才能だったのでしょう。騎士巨兵に乗ったことで才能が引き出されてしまったのです。貴方が遅くなったのではなく、私の騎士操作技術が実戦の空気の中でとぎすまされた結果、あなた方の動きがまるでスローモーションがかかったように見えるようになってしまったのです。凡人が天才にはかなわぬということを、この場できっちり学習させてあげようではありませんかッ!!」

　団長の口こう上じようの間もずっとジンノとストレイ・シープは、アサルトライフルで騎士の膝ひざ裏うらに集中攻撃を繰り返す。可動部分である関節は他の部分よりもいくらか弱い……。

　ジンノは騎士の弱点を看破したのではなく、情報として知っていた。

　蓄積された膝関節へのダメージが……限界を超える。

　ガクンッ！　と、大きな音をたてて騎士が膝を折った。そのままゆっくりとしゃがみ込む。

「ん？　どうしたのですか？　なぜ動きを止めるのです？」

　さらに安全装置が作動していた。本来ならこの程度のダメージでは装置が働くことなどないはず……なのに、コックピットのハッチがゆっくりと開放されていく。

　ジンノがストレイ・シープやブリッツから距離をとって、独り言のように呟く。

「弱点を教えてくれてありがとう……でもあのコックピットのロックだけは、今の僕らにはどうにもならなくて……うん。あとはブリッツがうまくやるよ」

　傭兵街への中継も通信も団長によって遮断されていたはずなのに……ジンノは空を見上げながら外部の何者かに感謝する。

「なに話してんの？」

　距離をとっていたはずなのに、すぐ隣にストレイ・シープが立って首を傾げていた。

「えーと、神様にお祈りをしていたんだよ。あの団長って人がこれに懲こりて、少しは改心できますように……ってね」

「殺しちゃえばいいのに……やっぱ変だよねブリッツって。それにジンノも！」

「簡単に死ぬより生いき恥はじをさらす方が辛いってタイプの人間もいるから、逆にこれでいいのかもしれないよ」

　優しい口調でキツイことをジンノはさらっと告げる。ストレイ・シープは感心したのか「ふ～～ん」と鼻をならしながら、ジンノとともに決着まで観戦することに決めるのだった。

　騎士の胸部が開ききる。姿をさらした団長。その下でブリッツが手榴弾のピンを口で抜いて待っていた。バスケットボールのゴールを狙う要領で、ブリッツが手榴弾を放り込もうと構える。

「ま、待ちなさい！　話し合いましょう！　ど、どうです？　貴方も我が白銀騎士団へ入団されては？　報ほう酬しゆうは……」

「そうだな。お前の命をもらおうか？」

　にこっと笑うとブリッツは手榴弾を投とう擲てきした。弧こを描いてコックピットに綺き麗れいにゴールする手榴弾。慌ててシートベルトを外すと、熱湯風呂から飛び出すリアクション芸人のように団長は操縦室から転げ落ちた。

　直後、閃光が騎士の胸元で爆ぜる。

「なーんてな」

　ブリッツが投げたのはやっぱり閃光手榴弾だった。飛び降りて無様に墜落した団長を右手で摑みあげ、頭突きを食らわせる。

「月並みで悪いんだが……こいつはハナの分だ」

　よろけた団長の首根っこから手を離すと、前蹴りで仰向けに倒す。普段のブリッツより容よう赦しやがない。

「ま、まって……」

「次に戦う時は、正々堂々といこうぜ？　この世界なら人間は何度だってやり直しが利くんだから……な？」

　仰向けの団長に馬乗りになるブリッツ。右腕だけのラッシュが終わると同時になぜか両チームの大将は残ったままなのだが、フィールドに戦闘終了のブザーが鳴り響くのだった。
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　いつものＢＡＲバーのいつものテーブル。週末の旅団のメンバーが顔を並べる中、ジンノ経由で親しくなったストレイ・シープの姿もそこにはあった。

　結局第一回白はく銀ぎん杯は一回限り……しかも主催者側のサーバーエラーを理由にノーコンテストという始末。死亡した事実もすべてが巻き戻ってなかったことにされ、すべてが大会参加前の状態に戻っていた。最後を知るのはあのサーバーに残ったブリッツ、ジンノ、ストレイ・シープと団長だけだ。

「賞金パーなんてありえないよぉ！　これってどこに訴えればいいの!?　ＪＡＲＯジヤロ？」

　コットンは優勝を逃のがしたことがショック……というか、ぶっちゃけお金のことでずいぶんと荒れ気味だ。団長に文句を言いにいこうにも、不正行為発覚で当人は三ヶ月の傭よう兵へい免許停止処分。ヒルズの豪ごう邸ていも引き払われて足取りもつかめない。

「まあいいじゃない。またがんばれば……ね？」

　ハナが穏やかな笑みを浮かべる。

　自分の仇かたきをとってくれたのも嬉うれしいが、それ以上にブリッツたちが無事に戻ってきてくれたことの方がハナには喜ばしいことだった。

「……コーホー」

「そうですわね。次は公式大会にチャレンジしてみるのもいいかもしれませんわ。今回の一件でわたくしたちもすっかり有名になってしまいましたし……場合によってはスポンサーがついてリーグ戦参加も夢ではないかも……と、おっしゃってますわ」

　シャドウの一呼吸にそれだけの情報はおそらくないのだが、ナスカは毅き然ぜんとした口調を崩さず言い切ってみせた。不幸の魔弾の一番の被害者は、翻訳係として張り付かれてしまったシャドウなのかもしれない。

「それでストレイ・シープはどうするのかな？　旅団に入るかい？」

「うーん、ちょっと考えたけど、やっぱりいいや。仲間になっちゃうと戦えないし！」

　天才と迷い羊は妙に馬があうらしい。これで週末の旅団にストレイ・シープが加われば、スポンサーがつくという話もまんざら絵え空そら事ごとではなくなってくる……のだが、そうそう上手くもいかないものだ。

「ところで……誰かウリューをとめなくていいのか？」

　ブリッツの目の前で技師は黙々とコーラをあおり続けている。

　大会で見事に足をひっぱったウリューＡ．Ｉ。どうやらその悔しさのせいで、技師はちょっぴり自じ暴ぼう自じ棄き気味だ。

「そうだ。そろそろ僕はこのへんで。ねぇウリュー一緒に帰らない？　送っていくよ」

「んだよぉ～～オレッチだってがんばったんだぁ～～！　送り狼おおかみかぁ！」

「わけわかんないよそれ」

　にっこり微笑ほほえむジンノ。テーブルの一同もどこか苦笑いだ。

　コーラでべろんべろんなウリューを、ジンノは半ば強引に引っ張り上げて立たせると外に連れ出した。店の前までブリッツが二人を見送りに出る。

「じゃ、また明日な」

「うん。また明日」

　技師に肩を貸したジンノの背中は、ゆっくりと中央通りの人ひと混ごみに混ざって消えていった。




「ねぇウリュー」

「なんだ？」

「人間を理解するのって大変だね」

「ま、簡単にはいかないだろ」

「もうしばらく……旅団でやりたいんだけど……いいかな」

「オレッチも賛成だ」




　そんな会話が夜の街の片隅に消えたことを、旅団の他のメンバーは知る由よしもなかった。
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　お疲れさまでした。







　またお会いしましたね。お久しぶりです。支援Ａ．Ｉのメリーです。

　始めたばかりの頃と比べると、なかなか精せい悍かんな傭よう兵へいらしい顔つきになられたようで。

　さて、今回はゲーム終了前に一つインフォメーションをさせていただきます。

　ＡエーＳエスの正式なバージョンアップが決定いたしました。

　新たな戦場はもちろん、車両や新装備も多数投入されます。またそれに伴ともないスキルの種類も大幅に増えることになるでしょう。

　そして開発が難航していたテロリストの行動プログラムですが、思考能力が大幅に強化された新型がリリース予定です。人間の行動を理解しつつあるテロリストたちは、今まで以上に……もしかすれば人間を相手にするよりも手て強ごわい進化をしているかもしれません。

　スリリングな戦闘の用意が着々と進んでいます。ご期待ください。

　それではログオフの手続きに入ります。




　お休みなさいブリッツ。

　戦場の空気が恋しくなったなら、ＡＳはいつでも貴方あなたを歓迎します。

　それではまた、次の週末にお会いできることを期待しています。





バトルフィールドは空騒ぎ！　～週末の旅団～　完










　あとがき




　ＦＰＳエフ・ピー・エス（一人称視点のシューティングゲーム）をやっていると、興奮してキーボードをたたき壊したくなることがありませんか？　え？　ない？

　淺あさ沼ぬまです。ごめんなさい無線マウスは投げないで。

　あとがきは毎度のことながら何を書いてよいのか悩みの種なのですが、今回はＦＰＳのお話を書いた原点についてでも……。




　ＡエーＳエスの名前はとある有名なゲームからいただきました。流りゆう砂さ遺跡も遺跡寺院も、多少のアレンジは入りましたが「ああ、あのマップかぁ」と、元ネタを知っている人にはまるわかりです。

　そのゲームが自分にとっての初ＦＰＳでした。

　ベータ版の頃はショットガン片手にぴょんぴょん飛びはねまくるのが楽しくて、週末は朝から晩まで中毒状態。たとえではなく、本当に寝食を忘れるくらいにプレイしまくっておりました。その後、バージョンアップに伴いゲーム全体のバランスが変わって、ジャンプすると着地後にスピードが落ちるようになり、ノミのようなジャンプ戦法は廃すたれていったのですが……その時に染みついてしまったツッコミ癖のせいで、他のどのゲームをやっても突とつ出しゆつし、一番に死ぬというダメプレイヤーになってしまいました。コットンのトリガーハッピーと同じくらいやっかいです。

　当初は英語のマニュアルもよくわからず、ルールもゲームの流れも手探りで、攻略（交流？）サイトを見たりしながら練習して、それでも何度も撃ち殺されたけど……やめられない止まらない。

　こんなにおもしろいものが世の中にあったのかーッ!?　と、ＲＰＧばかりプレイしていたヌルゲーマーな自分は衝撃を受けたわけです。（あ、いや、今でもヘタレなヌルゲーマーには変わりありませんが……）

　多い時には、二十人くらいが一つの戦場でそれぞれ意志をもって戦うわけですから、これまでの家庭用ゲーム機の同時プレイ人数上限を遙はるかに凌りよう駕がします。




　敵も味方も人間だからおもしろいッ!!




　最近はネット対戦もぐっと身近になりました。グラフィックも実写と見まごうばかりのリアルさです。でも、自分に初めてそのおもしろさを教えてくれたのは、カクカクポリゴンな特殊部隊の隊員と、テロリストたちでした。しみじみ。

　もし「ＦＰＳってどんなゲームだろう？」と興味をもってくれた方がいらっしゃいましたら、ともかくチャレンジしてみてください。最初は敵と味方の区別がつかなかったり、マップを把握できていないので迷子になったり、こっちだって撃ってるのに全然敵に弾があたらずに、自分ばかり死んでしまったり。

　最初は誰だってそんな感じです……が、それを乗り越えた先には、緊張感のある駆け引きや、チームで突撃する一体感。遊撃部隊となって相手チームの裏手に回り込み、本体と挟きよう撃げきした時の「してやったり」な快感が待っている……かも？




　一通りＦＰＳのことも書いたところで、そろそろ本編について。

　さすがにゲームそのままとはいかないので、戦場以外の舞台として街をつくりました。なのでＭＭＯマツシブリー・マルチプレイヤー・オンラインＲＰＧっぽさも入ってます。ちょくちょく出てくるＢＡＲバーですが、ご飯を囲むと、自然とキャラクターたちのおしゃべりが盛り上がってくれます。ここらへんはＡＳのプレイヤーたちも「食べたふり」や「飲んだふり」のロールプレイを楽しんでるって感じですね。

　キャラクターたちはそれぞれの性格がプレイスタイルにもにじみでればなぁ……と思いながら造形しました。その中でもお気に入りはハナ。旅団の戦闘メンバーの中では唯一「突出した才能」がない彼女ですが、もしかしたらこの先化けるかも……。続編があれば……あるのかなぁ……どうかなぁ……。

　と、いうことで、この世界やキャラクターたちを気に入っていただけましたら、ぜひとも応援くださいませませ。

　それではここらへんでスペシャルサンクス！

　担当Ｋ様。買ってませんよＸ箱３６○（伏せきれてない）なんて！　エースがコンバットしたりデッドがライジングもしませんからッ!!　ログイン？　なにそれ？

　むらたたいち様。当初メリーはモノアイカメラのついた金属球で、性別も存在しなかったのですが、女の子としての命を吹き込んでいただきました。ベイベベイベ！（謎）

　ムシカゴグラフィクス　百足むかで屋やユウコ様。ダッシュ文庫でもお世話になりっぱなしです。作品の雰囲気が凝縮されたデザインに、いつも感嘆させられてしまいますッ！

　そして最後に、この本を手にしてくださったみなさまに感謝をッ！




　二〇〇七年七月吉日。





淺沼広太
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